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はじめに 


本製品を安全に正しく使ラために重要な事項び、付属の冊モ『安むしてお使いいただくために』 
に記載されています。 

必ずお読みになり、正しくお使いください。 

お読みになったあとは、いつでち見られるよラにお手元に大切に保管してください。 

本書は、次の決まりに従って書かれています。 


KB 記号の意味 


A 危険 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことびあり、その切迫の度合いび高いこと"を示します。 

A 警告 

"取扱いを誤った場合、使用者び死亡または重傷（*1)を負ラ 
ことび想定されること"を示します。 

A ま意 

"取扱いを誤った場合、使用者び傷害（*2)を負ラことび想定 
されるか、または物的損害（*3)の発生び想定されること"を 
术しよ 9 〇 


データの消失や、故障、性能低下を起こさないために守ってほし 
い内容、仕様や機能に関して知っておいてほしい内容を示します。 

メモ 

知っていると便利な内容をおします。 

V 3 役立つ操作集 

知っていると役に立つ操作を示します。 


このマニュアルやほかのマニュアルへの参照先を示します。 

このマニュアルへの参照の場合…「」 

ほかのマニュアルやヘルプへの参照の場合…『』、《》 


*1 重傷とは、失明やけび、やけど（高温'低温)、感電、骨折、中毒などで、後遺症び残るちのおよび治療に 
入院-長期の通院を要するちのをさします。 

*2 傷害とは、治療に入院や長期の通院を要さないけび-やけど-感電などをさします。 

*3 物的損害とは、 家屋. 家財および家畜-ぺット等にかかわるあ大損害をさします。 


6 




















B 用語について 


本書では、次のよラに定義します。 


システム 

特に説明びない場合は、使用しているオペレーティングシステム （0S) を示します。本製品 
のシステムは Windows Vista です。 

アプリケーションまたはアプリケーションソフト 

アプ U ケーシヨンソフトウエアを示します。 


Windows Vista 

Windows Vista® Home Premium をおします。 

ドライブ 

DVD スーパーマルチドライブを示します。 

HDD 1台内蔵モデル 

八ー ドディスクドライブび]台内蔵されているモデルを示します。 

HDD2 台内蔵モデル 

八ー ドディスクドライブび2台内蔵されているモデルを示します。 

Office 搭載モデル 

Microsoft® Office Personal 2007びプレインストールされているモデルを示します。 
モデルによっては、 Microsoft® Office PowerPoint® 2007もプレインスI -- ルされています。 

GX シリーズ 

dynabookQosmio シ U- ズで、モデル名び 「GX」 で始まるモデルを示します。 

GXW シリーズ 

dynabookQosmio シ U- ズで、モデル名び 「GXW」 で始まるモデルを示します。 


ご購入のモデルの仕様については、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シリーズ 
をお使いのかたへ』を参照してください。 


mm 記載について 


•記載内容によっては、一部のモデルにのみ該当する項目びあります。その場合は、「用語に 
ついて」のモデル分けに準じて、「 * * * * モデルの場合」や「****シ U- ズのみ」な 
どのよラにミ主記します。 

• インターネット接続については、ブ□-ドバンド接続を前提に説明しています。 

• アプ U ケーションについては、本製品にプレインストールまたは内蔵八ードディスクや付属 
の巳 D/DVD か日インストールしたパージョンを使用することを前提に説明しています。 
•本書に記載している画面やイラストは一部省略したり、実際の表示とは異なる場合びあります。 
•本書では、コント□-ルパネルの操作方法について「コント□—ルパネルホーム」に設定して 
し、ることを前提に記載しています。「クラシック表示」になっている場合は、「コント□-ル 
ノ（ネルホーム」に切り替えてか5操作説明を確認してください。 

コント□-ルバネルホームとクラシック表示 『Windows ヘルプとサポート』 
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■■Trademarks 

• IVIi 巳 「 osoft 、 Windows、Windows Media、Windows Uve 、 Windows Vista 、 Ex 巳 el 、 


Outlook 、 PowerPoint 、 SkyDrive は、米国 Microsoft Corporation の米国およびその他 
の国における登録商標または商標です。 

• Windows の正式名称は 、 Microsoft Windows Operating System です。 

• Intel 、 インテル、インテル Core 、 Centrino は、アメ U 力合衆国およびその他の国における 
Intel Corporation またはそのモ会社の商標、または登録商標です。 

• Ma 邑 icGate 、 メモ U - スティック、メモ U - スティック□ゴ、メモ U - スティックデュオ、 
メモ U - スティック PRO 、 メモ U - スティック PRO デュオは、ソニー株式会社の商標です。 

• SD □ゴは商標です。 （ぶ 》) 

• SDHC □ゴは商標です。 

• xD - ピクチャーカード™は、實±写真フイルム株式会社の商標です。 

•し LINK 、 し LINK □ゴは商標です。 

• HDMI および High-Definition Multimedia Interface は 、 HDIVII Licensing LLC . の登録 
商標または商標です。 

• ドルビーラボラト U —ズからの実施権に基づき製造されています。 

Dolby 、 ドルビー、およびダブル D 記号は、ドルビーラボラト U - ズの登録商標です。 

• MaxxAudio ® および MaxxAu 出 0 □ゴは Waves Audio Ltd . の登録商標です。 

• Confi 旨 Free は、株式会社東芝の登録商標です。 

•「 PC 弓越ナビ」は、東芝パソコンシステム株式会社の商標です。 

• TRENDM に R 0、 ウイルスバスターはトレンドマイク□株式会社の登録商標です。 

• CyberLink 、 So け DMA は 、 CyberLink Corp . の米国およびその他の国における登録商標ま 
たは商標です。 


本書に掲載の商品の名称は、それぞれ各社び商標および登録商標として使用している場合びあ 
ります。 
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コプロセッサ （CPU) に関するご注意 

本製品に使われているプ□セッサ （ CPU ) の処理能力はなのようなを件によって違しが現れます。 

• 周辺機器を接続して本製品を使用する場合 
• AC アダプタを接続せずノ（ッテ U 駆動にて本製品を使用する場合 
•マルチメディアゲームや特殊効果を含む映像を本製品にてお楽しみの場合 
•本製品を通常の電話回線、ちしくは低速度のネットワークに接続して使用する場合 
•複雑な造あに使用するソフト（例えば、運用に高性能コンピュータび必要に設計されている 
デヴィン用アプ U ケーシヨンソフト）を本製品上で使用する場合 
• 気圧びほい高所にて本製品を使用する場合 
目安として、標高1.000メートル （3. 280フイート）しソ上をお考えください。 

•目安として、気温已〜3□で（高所の場合2已で）の範囲を超えるよラな外気温の状態で本製 
品を使用する場合 

本製品の八ードウエア構成に変更び生じる場合、 CPU の処理能力び実際には仕様と異なる場合 
びあります。 

また、ある状況下においては、本製品は自動的にシャットダウンする場合びあります。これは、 
当社び推奨する設定、使用環境の範囲を超えた状態で本製品び使用された場合、お客様のデー 
夕の喪失、破損、本製品自体に対する損害の危険を減らすための通常の保護機能です。なお、 
このよラにデータの喪失、破損の危険びありますので、必ず定期的にデータを外部記録機器に 
て保をしてください。また、プ□セッサび最適の処理能力を発揮するよラ、当社び推奨する巧 
態にて本製品をご使用ください。 

■巨4ビットプ□セッサに関するを意 

巨4ビット対応プ□セッサは、己4ビットまたは32ビットで動作するよラに最適化されています。 
巨4ビット対応プ□セッサはじ(下の条件をすべて満たす場合に64ビットで動作します。 

•己4ビット対応の 0 S (オペレーテイングシステム）びインス!ルされている 
•己4ビット対応の CPU / チップセットび搭載されている 
• 己4ビット対応の BIOS び搭載されている 
• 己4ビット対応のデバイスドライバびインス I -ールされている 
•己4ビット対応のアプ I 」ケーシヨンびインス I -ールされている 

特定のデバイスドライバおよびアプ U ケーシヨンは64ビットプ□セッサ上で正常に動作しない 
場合びあります。 

プレインス I -ールされている 0 S び、己4ビット対応と明示されていない場合、32ビット対応 
の 0 S びプレインス I -ールされています。 

このほかの使用制限事項につきましては各種説明書をお読みください。また、詳細な情報につ 
いては東芝 PC あんしんサポートにお問い合わせください。 
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MM 着作権について 

音楽、映像、コンピュータ-プ□グラム、データベースなどは著作権法により、その著作ちおよび 
著作権者の権利び保護されています。こうした著作物を複製することは、個人的にまたは家庭内 
で使巧する目的でのみ行うことびできます。上記の目的を超えて、権利者の了解なくこれを複製 
(データあ式の変換を含む)、改変、複製物の譲愈ネットワーク上での配信などを行うと、惜作 
権侵害」 r 著作ち人格権侵害」として損害賠償の請巧や刑事処罰を受けることびあります。本製品 
を使巧して複製などをする場合には、著作権法を遵守のラえ、適切な使用をむびけてください。 


匯画リリース情漸こついて 


n 」 u —ス情報」には、本製品を使用するラえでのま意事項などび記述されています。必ずお読 
みください。次の操作を行ラと表示されます。 

①[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム]一[はじめに] 一 [ UU - ス情報] 
をク I 」ックする 


匿19使い終わったとま 

パソコンを使い終わったとき、電源を完全に切る方法のほかに、それまでの作業をメモ U に保 
をして一時的に中断する方法びあります。この機能を、「スリーフ」と呼びます。 

ス U —プ機能は、なに電源スイッチを巧したとさに素早く中断したとさの状態を再現すること 
びできます。その場合ス U —プ中でちバッテ U を消耗しますので、 AC アダプタを取り付けてお 
くことを推奨します。 

なお数曰！;(上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U の取り付け/取りはずしや、バッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - 
プではなく、必ず電源を切ってください。 

ス U — プ/電源を切る『セツトアップガイド』 


mm お願い 


• 本製品の内蔵八ードディスクにインストールされている、または付属の CD / DVD か日イン 
ス I ルしたシステムの S )、 アプ U ケーションじ(外をインス!ルした場合の動作保証は 
でさません。 

• Windows 標準のシステムツールまたは『セットアップガイド』に記載している手順じ(外の 
方法で、パーティションを変更-削除-追加しないでください。ソフトウエアの領域を壊す 
おそれびあります。 

• 内蔵八ードディスクにインス I ルされている、または付属の CD / DVD か日インス I ル 
したシステム （0 S )、 アプリケーションは、本製品でのみ利用できます。 

•購入時に定められた条件じ(外で、製品およびソフトウエアの複製ちしくはコピーをすること 
は禁じ5れています。取り扱いにはミ主意してください。 
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•パスワードを設定した場合は、忘れたとさのために必ずパスワードを控えておいてください。 
パスワードを忘れてしまって、パスワードを解除できなくなった場合は、使用している機種 
(型番）を確認後、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。有償にてパスワードを解 
除します。 HDD パスワードを忘れてしまった場合は、八ードディスクドライブは永久に使 
用でさなくなり、交換対応となります。この場合ち有償です。またどちらの場合ち、身分証 
明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

• 本製品はセキュ I 」ティ対策のためのパスワード設定や、無線 LAN の暗号化設定などの機能を 
備えていますび、完全なセキュ U ティ保護を保証するちのではありません。セキュリティの 
問題の発生や、生じた損害に関し、弊社は一切の責任を負いません。 

• 指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でち、個人差により指紋情報びかないなどの 
理由で、登録•使用びでさない場合びあります。 

• 指紋認証機能は、データや八ードウェアの完全な保護を保証しておりません。本機能を利用 
したことによる、いかなる障害、損害に関して、一切の責任は負いかねますので、ご了承く 
ださい。 

•「ウイルスバスター」を使用している場合、ウイルス定義ファイルおよびファイアウォール 
規則などは、新種のウイルスやワーム、スパイウェア、クラッキングなどからコンピュータ 
を保護するためにち、常に最新のちのにアップデートする必要びあります。最新版へのアッ 
プデートは、ご使用開始か日90日間に限り無料で行うことびできます。目0曰を経過すると 
ウイルスチェック機能を含めて、すべての機能びご使用でさなくなります。 

ウイルスチェックび全く行われない巧態となりますので、必ず期限切れ前に有償の正規サー 
ビスへ登録するか、市販のウイルスチェック/セキュ U ティ対策ソフトを導入してください。 

•ご使用の際は必ず本書をはじめとする各種説明書と『エンドユーヴ使用許諾契約書』および 
『ソフトウェアに関するミ主意事項』をお読みください。 

• アプ U ケーシヨン起動時に使用許諾書び表おされた場合は、内容を確認し、同意してくださ 
し、。使用許諾書に同意しないと、アプ U ケーシヨンを使用することはでさません。一部のア 
プ U ケーシヨンでは、一度使用許諾書に同意すると、じ(降起動時に使用許諾書は表示されな 
くなります。 U カバ U を行った場合には巧び使用許諾書び表示されます。 

•『東芝保証書』は、記入内容を確認のラえ、大切に保管してください。 

本製品のお客様登録（ユーヴ登録）をあ日かじめ行っていただくようお願いしております。弊社 

ホームページで登録でさます。 

詳細について r 付録0お客様登録の手続き」 

lEl [ユーザーアカウント制御]画面について 

操作の途中で[ユーヴーアカウント制御]画面び表示された場合は、そのメッセージをま意し 

て読み、開始した操作の内容を確認してから[続行]または[許可]ボタンをク U ックしてく 

ださい。 

パスワードの入力を巧め日れた場合は、管理ちアカウントのパスワードで認証を行ってくださ 

し、。 
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巧いはじめる巧に 

前のパソコンで使っていたデータを移行する便利なソフト 「PC 引越ナ 
ビ」やシステムやアプリケーションを購入時のげ態に復元するための 
リカバリディスクを作成する方法について説明します。 


1前のパソコンのデータを移巧する 


- PC 引越ナビ- . 14 

2リカバリディスクを作る . 20 






M のパソコンのデータを巧巧ずる 

-PC 引越 ナビー 


H パソコンを買い替えたときは、それまでに使用していたパソコンと同じ環境にするために、設 
定やデータの移行といった準備び必要です。 

，- H . 「 PC 引越ナビ」は、データや設定を一つにまとめ、新しいパソコンへの移行の手間を簡略化す 
K ることびできるアプ U ケーシヨンです。事前に次の点を確認しておくと、よりスムーズに操作 
1+ びでさます。 

6 ここでは、移行したい設定やデータび保をされているパソコンを r 前のパソコン」、設定やデー 
め 夕を移行したいパソコンを「本製品」として説明します。 

る 

前 ■パソコンの仕様を確認する 

に - 

■ 前のパソコンの動作環境を確認する 

「 PC 引越ナビ」は、なのシステムに対応しています。 

• システム* 1 

Windows 98 SE/Windows Me/Windows 2日日日/ Wind 日 ws XP Home/Windows 
XP Professional/Windows Vista 

*] マイク□ソフト社が提供している最新の Service Pack を適用してくださし、また 、 「Internet 

Explored のバージヨンが「日 SP 1 J 上であることを確認してください。それ外のバージヨンの 
場をは、「日 SP 1」 を適用してください。 

システムの正式名称は次のとおりです。 

Windows 98 SE---Microsoft® Windows® 98 Second Edition operating system 日本語版 
Windows Me--.Mic 「 曰 s 曰 ft 麼 Windows® Millennium Edition operatin 呂 system 日本語版 
Windows 2 日日〇 … Microsoft 暗 Windows® 2000 Professional operating system 日本語版 
Windows XP Home-.-Micros 曰 ft 涵 Windows® XP Home Edition operating system 日本言吾版 
Windows XP Prafessinal---Mic 「 osoft®Windciws@XP Professional 日 peratin 呂 system 日本語版 

前のパソコンの動作環境について - . 

•あらかじめ、 「付録 D -** 口 C 弓陋ナビ」について」を確認してください。 

■使用できるメディアや環境を確認する 

設定-データの移行をするには、次の方法びあります。 

•メディアを使用する 
•ネットワーク （ LAN ) を使用する 
•ク□スケーブル （ LAN ) を使用する 

前のパソコンと、本製品の仕様を確認し、共通して使用でさる方法のなかか日、移行する設 
定-データの容量に適した方法を選んでください。 

「 PC 引越ナビ」で使用でさるメディアはなのとおりです。 

• CD-R • CD-RW • DVD-R • DVD-RW • DVD+R 

• DVD 十 RW • DVD-RAM © USB フラッシュメモ U 
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I ■前のパソコンのデータを移行する - PC 引越ナビ- 


本製品で使用でさるメディアについては、「2章且-□:使えるメディアを確認しよラ」で確認 
してください。 

前のパソコンでどのメディアび使用できるかを確認し、移行に使用するメディアを選択し、必 
要な場合は購入してください。また、フォーマットび必要なメディアは、あ日かじめフォー 
7ットしてください。 

移行するファイルや設定内容に比べて、メディアの容量びルさいと、数回に分けてデータをコ 
ピーすることになりますので、大容量のメディアを移行用に使用することをおすすめします。 

I 巧巧で宝る設定とデータ _ 

「 PC 引越ナビ」で移行でさる設定とデータは、なのちのです。 

• Internet Explorer の設定 

-[お気に入り]フォルダの設定 
- cookie 

- RSS フイード （Internet Explorer 7と Internet Explorer 7間の移行のみ） 

. ホームページ（スタートページ）の設定 
-□一カルエ I 」アネットワーク （ LAN ) の設定 

• Windows メールの設定 

初期状態で登録されているメインユーヴの; 欠のデータを移行でさます。 

-アドレス帳の内容 
-メールデータ 

-アカウント情報（メールアカウント、ニュースアカウント、ディレクト U サービスアカウント) 

• Microsoft Outlook の設定 

* 「 Micraso け Outlook 」 は Office 搭載モデルにのみ付属およびインス ! -- ルされています。 

Office び搭載されていないモデルの場合、な前にご使用されていたバソコンになちされている 
[Microsoft Outlook] のデータを本製品に移行したいときは、 「 PC 引越ナビ」をご使用の前に市販の 
[Microsoft Outlook] を本製品にインストールするぶ、要びあります。 

-個人用フォルダに含まれるデータ 

-電子メールアカウント設定 (Exchange Server . POP 3、 IMAP 、 HTTP ) 

-その他の設定（個人アドレス帳、仕訳ルール （Outlook 2007では仕分けルール)、署名) 

•[ドキュメント ] (Windows Vis ねでは[マイドキュメント])フォルダに保ちされて 
いるファイル 

「 PC 引越ナビ」を起動したときのユーヴ名の[ドキュメント（マイドキュメント)]を移行 
でさます。 

•デスクトップ上のファイル 

「 PC 弓陋ナビ」を起動したときのユーヴ名のデスクトップ上のファイルを移行できます。 

• 任意のフォルダに含まれるファイル 

移行したいファイルを指定することびでさます。指定はフォルダ単位で行います。 



使いはじめる前に 
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I ■前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ - 


^: 


移行でさる設定やデータについて、詳しくは、 「 PC 引越ナ 
ビ」の駐細説明弓 I っ越し可能なデータ]画面でお語し 
て < ださい。 

[PC 引越ナビ機能選択 ] 画面で [PC 弓陋ナビを初めて 
使ラちは、こちらを還択してください。 ] をク U ックする 
と、 2 ページ目に表示されます。 

巧りたい項目のアイコンをクリックしてください。 





操作にあたって 


あらかじめ、「付録 「 PC 弓陋ナビ」について」を確認してください。 



使いはじめる前に 
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I ■前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


操作の流れ 


設定とデータの移行は、画面の指示に従って行います。移行する設定-データや使用する移行 
方法などで詳細の操作は異なりますび、大まかな流れは;欠のとおりです。 

本製品と、前のパソコンとで交互に作業を行いますので、近くに設置して行ラとよいでしよラ。 


移行方法を決める 

いくつかある移行方法のなかか日、前のパソコン 
と本製品の仕様や、移行するデータの容量を元に 
移行方法を遇択します。 


本製品 


CD/DVD USB メモ U 




ネットワーク （ LAN ) 

ク□スケーブル （ LAN ) 



「こん包プ□グラム」を コピーす る 

「こん包プ□グラム」は複数のファイルを]つにまとめ 
るプ□グラムです。 

移行方法をネットワークにした場合は、本製品の共有 
フォルダにコピーしてください。 

移行方法をメディアにした場合は、メディアにコピーし 
てください。 


本製品 


■ 



コピー 


USB メモ U 


r こん包プ□グラム」を実行する 

コピーした「こん包プ□グラム」を実行し、移行 
する複数のデータを]つのファイル （ r こん包ファ 
イ J レ」）にまとめます。 



前のバソコン 


■夕 



USB メモ U 


「こん包ファイル」をコピーする 

作成した「こん包ファイル」をコピーします。移行方法 
をネットワークにした場合は、本製品の共有フォルダに 
コピーしてください。移行方法をメディアにした場合は、 
メディアにコピーしてください。移行する データの 容量 
によっては、「こん包ファイル」は複数作成されます。 
すべての「こん包ファイル」をコピーしてください。 



前のパソコン 


コピー 



USB メモ U 


r こん包ファイル」を開こんする 

コピーした「こん包ファイル」を本製品で開き、コピー 
します。 


本製品 




USB メモ U 

























前のパソコンのデータを移行する - PC 弓陋ナビ- 


起動方法 


デスクトップ上の [PC 引越ナビ](謎）をダブルクリックする 

「 PC 弓陋ナビ」び起動します。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ PC 弓陋ナビ]をクリック 
して起動することちできます。 

画面下のみをクリックし、注意制限事項を確認する 


P 巧田ナビ 巧用巧萬 


玉:巧居に田定古れるちのみ. rpc 引 S すビ J5 ごお用 < ださい。 


この勇打け.お吉 W とま芝但が1»話け氏を任 <WTr 苗は 'J れ 、 ほす化の苗のソつトウ！•アのほ巧午南契的の下 r 本契财とけほでです。 

亞化が思#す5本ソつトウ!•ア sa 品 <U 下「本ソつトウIア化しい S す)について.お吉馬か本ソつ卜たア S こほ用Iこ g る前Iこおす本契的害 S お南みくたさい。 
お客糕が本ソつトウIア S こほ用Iこ g かた巧合13,そのほ用さもって.お吾糖3本契的Iこ同音されたものとみなし.亞社とお吉糕の間で本契的打ぶ立したも 
のとさせて L すぶき S す。 

実1実ほ巧 as 牛!ち 

1. 拍社13お客滿こ巧し本契岡こきづき.日本国网こおいて本ソつトウIア S お吉糕のい’ソコンでほ用する妊か呪 flf 昭巧宙し ST。 

2. お吾糖 J. バックアップのたのこ本ソつトウIア S1 がたけコビーすることができ S す。 

もしそれ《外で本ソつ卜な!•ア S コビ-する巧合1主 W 社の事 K の巧巧が必要と gijs す。 

実2実吾け宿幸 

1. 本ソつトウIアIこ M する音巧巧呈础が；！居を？の化の巧 fi| は. M 社 Ids 届し S す。 

2. お吉糕 13. 本ソつトウ!•アIこず円された K 社の吾け巧幸の巧 fi| 责モ S 自 Iff ス13巧;肯 L/ ぶ屯のん S す。 

旁3実巧 il のを因 

1. M 社け.お客糕が亞社の定めた ffl ちのキII间こ童ウ L て本ソつトウIア讶 S 用した巧ちのみ.本ソつトウIアり’明社の定めた比梯こなっておす5こと巧* 
i 正し S す。 

(旦し.お吉糕のい’ソコンり’昭社の定め t：7 ベレ ーT ィンヴシステム S ほ用し.かつ正当にほ用された巧巧下Iこあること S 実14とし S す。 

2. 前届の規定!こかがり6す. M 社け.本ソつトウIア打ホ吾揉の肯定の目83のたのこ西当であること.もしく 13有用であること .S た13本ソつトウ171こ也のが 
化 こと効壬 iiT る6ので13：のり5せん。 

3. M 社け.本ソつ卜な!•アのほ用Iこよって化のアブ J プーシ3ぶた13テー3こ生じた担吾その化のなまIこつ L の 3. 舍任さ有い S せ心 
実 4* 刖巧事頂 

1. fi ミ桂け.末リコト0171こご Lrcu パース’エ：<ジニア IJ ン 5. 逆コンい■イル.逆ア tz ンづル主 fdJ® 正. K [至害ち行5ことIIでき主せん。 

2. お吾糖 3. 注 M のり’ソコソこ本ソつトウIア S インストールしてほ用すること13でき S せん。 

3. お吉糖 J.L の々る巧音Iこがても,本ソつトウ!•アの? ISa さ実ミ窗口1して K 思巧売.お宜 S た13再度用 i 丰宙呈 S 行うこと13でき5せん。 


M 正は.旁3実1巧め5偶正に巧6れ5«のとします。 
i. 本ソつトウ17のほ用 S た13ほ用不おか6生する 


弓用 S た13ほ用不おか6生する固括8巧自吾.肯 Si| の指吾 S た13术生8巧自吾<事美 fi|a の巧夫.事美のI 


巧 S しない 后 IS する 

1 ? 1 .' 。ヘン ‘,. * ，ンセル， 

「 PC 引越ナビ」のヘルプび表示されます。 

「 PC 弓陋ナビ」のを意制限事項をお読みください。 

目次で[を意制限事項]をク U ックし、画面ち側に表示される各項目をよくお読みく 
ださい。 

[同意する]をチェックし①、[巧へ]ボタンをクリックする② 

使巧許諾契約に同意しないと、 「 PC 引越ナビ」を使用することはできません。 


玉:巧居に间是古れるちのみ. rpc 引 a すビ J5 ごお用 < ださい。 


こ0!5打13.た百なとま2«が《な《式=な<«了1'苗化_|と111壬す>との閣のソ：7トウ1アのほ吊午南契的<«下1'本契的1とい11ます> てす。 

亞辻が思#す5本ソつトウ!•ア Sa 品 <U 下「本ソつトウIア化しい S す)について.お吉馬か本ソつ卜たア S こほ用Iこ g る前Iこおす本契的害 S お南みくたさい。 
お客糕が本ソつトウIア S こほ用Iこ g かた巧合13,そのほ用さもって.お吾糖3本契的Iこ同音されたものとみなし.亞社とお吉糕の間で本契的打ぶ立したも 
のとさせてしすゴ i き S す。 

実1実ほ巧 asfi ち 

1. 拍社13お客滿こ巧し本契岡こきづき.日本国网こおいて本ソつトウIア S お吉糕のい’ソコンでほ用する妊か呪 flf 昭巧宙し ST。 

2. お吾糖 J. バックアップのたのこ本ソつトウIア S1 がたけコビーすることができ S す。 

もしそれ《外で本ソつ卜な!•ア S コビ-する巧合1主 W 社の事 K の巧巧が必要と gijs す。 

実2実吾け宿幸 

1. 本ソつトウIアIこ M する音巧巧呈础が；！居を？の化の巧 fi| は. M 社 Ids 届し S す。 

2. お吉糕 13. 本ソつトウ!•アIこず円された K 社の吾け巧幸の巧 fi| 责モ S 自 Iff ス13巧;肯 L/ ぶ屯のん S す。 

旁3実巧 il のを因 

1. M 社け.お客糕が亞社の定めた ffl ちのキII间こ童ウ L て本ソつトウIア讶 S 用した巧ちのみ.本ソつトウIアり’明社の定めた比梯こなっておす5こと S 巧 
i 正し S す。 

(旦し.お吉糕のい’ソコンり’昭社の定め t：7 ベレ ーT ィンヴシステム S ほ用し.かつ正当にほ用された巧巧下Iこあること S 実14とし S す。 

2. 前届の規定!こかがり6す. M 社け.本ソつトウIア打ホ吾揉の肯定の目83のたのこ西当であること.もしく 13有用であること .S た13本ソつトウ171こ也のび 
化 こと効壬 iiT る6ので13：のり5せん。 

3. M 社け.本ソつ卜な!•アのほ用Iこよって化のアブ J プーシ3ぶた13テー3こ生じた担吾その化のなまIこつ L の 3. 舍任さ有い S せ心 
実 4* 刖巧事頂 

1. fi ミ桂け.末リコト0171こご Lrcu パース’エ：<ジニア IJ ン 5. 逆コンい■イル.逆ア tz ンづル主 fdJ® 正. K [至害ち行5ことIIでき主せん。 

2. お吾糖 3. 注 M のり’ソコソこ本ソつトウIア S インストールしてほ用すること13でき S せん。 

3. お吉糖 J.L の々る巧音Iこがても,本ソつトウ!•アの? ISa さ実ミ窗口1して K 思巧売.お宜また13再度用 i 丰宙呈 S 行うこと13でき5せん。 

実5実舍任の*1|距 I 

1. 本ソつトウ！•ア I こ M す 5 B はの巧詞は.旁3実 I こ定め5巧詞に巧ろれ56のとします。 I 

2. K 社13.いか g る:場合Iこお L ，ても' 本ソつトウ17のほ用 S た13ほ用不おか6生する固括81自吾.肯印]の指吾 S た13术生8巧自吾 < 事美 fi|a の巧夫.事美 G 


探ち載碟鑑顆靡を習娜 f 飄戚蔬 ^^^^^^ 


Iつトウ！•アのほ用Iこよって化のアブ J プーシヨンまた13テー3こ生じた担吾その化のなまIこつ L てけ.舍任さ有い S せ心 


E, お宜またけ再度用 ft 宙呈 S 行うこと13でさ S せん。_ 


懲曙だ純はの腳は' の実巧め備に齡れ巧のとします。 

.用げ る巧合Iこお L 1てち.本ソつトウ17のほ用 S た13ほ用不おか6生する固括81自吾.肯 Si| の指吾 S た13术生8巧自吾<事美 fi|a の巧夫.事美の 


を意事項び表示されます。内容を確認し、 [0 ロボタンをク U ックしてください。 

引さ続さ、説明画面び表示されますので、内容を確認しなか日、操作してください。 


使いはじめる前に 
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I ■前のパソコンのデータを移行する -PC 引越ナビ- 


I 説明画面について _ 

■操作に困ったとさ 

[説脚ボタン、または[詳細説明]ボタンをク U ックすると、表示している画面の詳細説明び 
表示されます。 



■説明画面の操作方法 

画面の構造は、次のとおりです。 



説明び表示されます。 


ク U ックすると元の画面に 
民りま-9 〇 


説明のページ数と現在説明 
している位置を示します。 


ク U ックすると前のページに 
民りま-9 〇 


ク U ックすると;欠のページに 
進みます。 



使いはじめる前に 
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本製品には、システムやアプ U ケーシヨンを購入時の状態に復元すための U カノの（再セッ 
トアップ）ツールび搭載されています。 「 TOSH 旧 A Recovery Disc C 旧が〇「」を使ってリカ 
パ ' U ディスクを作成し、あらかじめ、 U カバ U ツールのバックアップをとっておくことをおす 
すめします。 

何らかのトラブルで八ードディスクか日 U カバ U できない場合でも、 U カノのディスクか日 U 
カバ I 」をすることびでさます。 

U カバ U ディスクびない状態で、八ードディスクか日 U カバ U び行えない場合は、修理び必要 
になる可能性びあります。東芝 PC あんしんヴポートに相談してください。 

修理のお問い合わせ『まち PC サポートのご案内』 

■リカバリ（再セットアップ）とは 

U カバ U (再セットアップ）をすると、八ードディスクドライブ内に保をされているデータ 
(文書ファイル、画像•映像ファイル、メールやアプ U ケーシヨンなど）はすべて消去され、設 
定した内容（インターネットやメールの設定、 Windows □グオンパスワードなど）も購入時 
の状態に戻る、つまり何ち設定していない状態になります。 

詳細は、『セットアップガイド3章0 U カバ U とは』を参照してください。 

また、データのバックアップについては、普段か日定期的に行っておくことをおすすめします。 



「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では、なのメディアを使用できます。 

作成するメディアの種類は 、 [TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面の[ディスク構成] 
で確認でさます。 


• DVD-R • DVD-R DL • DVD-RW 

• DVD+R • DVD+R DL • DVD+RW 

あ日かじめバックアップ用のメディアを用意してください。 [ TOSH 旧 A Recovery Disc 
Creator ] 画面で表示されるディスク番号び、必要な枚数です。複数枚使用する場合は、同じ 
規格のメディアで統一してください。 

^[^^1 メディアに〕いて/メディアの使麻饌メ-力 - 

* 使用できるメディアについては、に章 H CD や DVD を使う」を確認してください。 

•推奨するメーカのメディアを使用してください。 

•書さ込み速度に対応したメディアを使用してください。 

• 規格に準拠したメディアを使用してください。 


I 2I U 力/のディスクを作る 


使いはじめる前に 
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Q リカバリディスクを作る 


リカバリディスクの作成にあたって = 

* リカバリディスクを作成ずるには、下記!•ソ州こもお願い事項がありまず。 

「付録 D-ES CD / DVD にデータのバックアップをとる」を確認してください。 

•「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 では DVD - RAM を使用できません。 

•「 TOSH 旧 A Recovery Disc Creator 」 を使ってリカバリディスクなどを作成ずるときは、ほ 
かのアプ U ケーシヨンソフトをすべて終了させてから、行ってください。 


リカバリツールのリカバリディスクを作成するには、政降の説明を参照してください。 

mm 起動方法 

V [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一[リカバリ 
ディスク作成ツー J レ]をクリックする 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 び起動します。 


TOSHIBA Recovery Disc Creator 


0 


製干 OSH| 
DVD おお I 


雌巡; ■縮: 篇'な 親 。? 敲典リこ力徽 な鷄货瑪^^^^ 

することびできます。 


タイトル 

迈图リ方 JV リディスク 


ディスク巧が 
[ dVD ：4.7GB _ 


巧巧 

w 下のブランクディスクがぶ至です。 
DVD 2巧 


現だのディスク 
を巧のちさ 


タイトル 

チェックボックスにチェックびついて 
いる（团）ディスクを作成します。 
田をク U ックすると作成するディス 
クの一覧び表示されます。 

ディスク構成 

作成するディスクのメディアの種類を 
遇択することびできます。 


因比段 


i キャンむル！ 


(表示例） 


「TOSHIBA Recovery Disc Creator 」 で作成するディスクは、画面に表示される枚 
数分、メディアび必要になります。 


リカバリディスクを作がする 

[タイト J レ]で作成するディスクをチェックする（互]) 

チェックボックスにチェックびついているディスクを作成します。作成する必要のな 
いディスクは、チェックをはずしてください。 

[作成]ボタンをクリックする 

作成する U カバ U ディスクの確認とメディアのセツトを巧める画面び表示されます。 
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QU カバ U ディスクを作る 


メディアをセットする 

CD/DVD のセットに章巧-回 CD/DVD を使うとき（セット)」 

[0 K ] ボタンをクリックする 

作成び開始され、[現在のディスク]に作成しているディスクの進お状況び表示され 
ます。 

作成を途中で中止する場合は、[キャンセル]ボタンをク U ックしてください。 

作成び I 終了すると、自動的にディスクトレイび開きます。 

作成するディスクび複数枚ある場合は、メッセージに従ってメディアを入れ替えてく 
ださい。 

メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

ディスク作成後は、作成したディスクの種類0」カバ U ディスクなど）と番号びわか 
るように、ディスクに目印をつけてください。例えば、 n」 カバ U ディスクXX谣哥」 
といラよラに、レーベル面に油性のフェルトペンなどで記載してください。 U カバ U 
をするとき、この番号通りにディスクを使用しないと、正しく U カバ U されません。 
必ずディスク番号びわかるよラにして保管してください。 

[閉じる]ボタン(国)をクリックする 

[TOSHIBA Recovery Disc Creator ] 画面び閉じ、ディスクの作成を終了します。 

U カバ U ディスクか日 U カバ U をする操作手順については、『セットアップガイド』を 
参照してください。 

「TOSHIBA Recovery Disc Creator」 のお問い合わせ先 
『取扱説明書付録0お問い合わせ先』 



使いはじめる前に 
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パソコンの昼本操作を覚えよ3 

このパソコン本体の各部について、基本の使いかたなどを説明してい 
ます。 


1電源を入れるとき . 24 

2パソコンの使用を中断する . 27 

3タッチパッド . 30 

4 キーボード . 34 

已八ードディスクドライブ . 40 

6 CD や DVD を使ラードライブー . 41 

7画面を見やすく調整するーディスプレイ- . 48 

8サウンド . 49 

9いろいろなメディアカードを使う 

-ブリッジメディアス□ッ I . 已6 

10 Web カメラを使う . 62 















電源を入れるとを 


U メッセージび表示された場合 

電源を入れたときにメッセージび表示された場合は、なの内容を確認してください。 

■パスワードを設定している場合 

• ューザパスワードを設定している場合 

電源を入れると;欠のメッセージび表示されます。 


Password 


設定したユーヴパスワードまたはスーパーパ'イヴパスワードを入力し、キーを巧し 
てください。 

反 f ゾモ 

•購入時の設定では、パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。 

•「指紋認証ユーティ U ティ」で Pre - OS 指紋認証機能を有効にし、指紋を登録すると、パスワードを設 
定している場合に表おされる 「 Password =」 というメッセージの代わりに、指紋認証を行う画面び表 
示されます。指紋認証を行ラと、 Pre - OS 指紋認証機能によってパスワードの認証び行われます。 
認証を已回失敗するか、一定時間び経過する、または I キーを巧すと、 「 Password =」び 

表示されます。 

指紋認証について詳しくは、「日章 D 指紋認証を使ラ」または「指紋認証ユーティ U ティ」のヘルプ 
を参照してください。 

•「まちバスワードユーティ U ティ」の[スーバーバイヴパスワード]タブで、[ユーヴポ U シーの設定] 
画面の[ユーヴパスワードの登録/変更を強制する]をチェックずると、次のように設定されます。 

-ユーザバスワードが登録されていない場合 

設定をの1回目の起動時に 、 「New Password :」 と表おされます。 

ユーヴパスワードの登録を行ってください。 

-ユーザパスワードが登録されている場合 

設定をの起動時に、 「 Password =」 でユーヴパスワードを初めて入力したとさに 、 「New 
Passwo 「 d =」 と表示されます。 

新しいユーヴバスワードに変更してください。 

「Verify Password =」 に 「New Password =」 で入力したパスワードをもう一度入力すると、ユー 
ヴ J くスワードび登録/変更されます。 

■巧1スーバーバイヴパスワード」を参照して 


スーパーバイヴパスワードについて詳しくは、「6章 
<ださい。 

バスワードについて「6章0バスワードセキュリティ」 
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I ■電源を入れるとさ 


• HDDA スワードを設定している場合 

電源を入れると;夕のメッセージび表示されます。 


Built-in HDD 1 Password = 


*1 HDD 2 台内蔵モデルで HDD 2 パスワードを登録している場合、旧 uilt-in HDD 2 Password =」と表示 
されます。 

設定した HDD パスワードを入力し、キーを巧してください。 

封メモ 

•パスワードの入力 5 スを 3 回繰り返した場合は、自動的に電源び切れまず。 

•パスワードと HDD パスワードの両方を設をしてある場合は、バスワードー HDD パスワードの順に認証 
びホめられまず。 

ただし、パスワードと HDD パスワードび同一の文字列の場合は、パスワードの認証終了後、 HDD パス 
ワードの認証は省略されまず。 

• HDD 2 台内蔵モデルで、 HDD 1 と HDD 2 の両方に HDD パスワードを設定している場合、 HDD 1 の 
HDD パスワードー HDD 2 の HDD バスワードの順に認証びホめられます。ただし、 HDD 1 と HDD 2 の 
パスワードび同一の場合は、 HDD 1 の認証終了を、 HDD 2 の認証は省略されます。 

パスワードについて「巨章0バスワードセキュ1」テイ」 


■ メッセージび表示される場合 

不明なメッセージについては、『セットアップガイド』の 「 Q & A 集」をご覧ください。 
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I ■電源を入れるとさ 


D 起動ずるドライブを変ちずる場合 

ご購入時の設定では、標準八ードディスクドライブからシステムを起動します。起動するドラ 
イブを変更したい場合、次の方法で変更でさます。 

■一時的に変更する 

電源を入れたとさに表示されるメニューから、起動するドライブを選択でさます。 


□ 


巧司キーを巧しなび5電源スイッチを巧す 


アイコンの下に選択カーソルび表示されます。 



アイコンは左か日、巧の順に表示されます。 

HDD ] 一 HDD 2* i ードライブー FDD ーネットワークー USB フラッシュメモ U 
*1HDD2 台内蔵モデルのみ 


Q 起動したし、ドライブを 


または円キーで選択し、向胃キーを押す 


■あ5かじめ設定しておく 

r 東芝 HW セットアップ」の [0 S の起動]タブで起動ドライブの優先順位を変更でさます。 
設定の変更「6章 D 東芝 HW セットアップ」 
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パソコンのほ用を中巧ずる 


パソコンの使用を一時的に中断したいとき、ス U —プまたは休止状態にすると、パソコンの使 
用を中断したとさの状態び保をされます。 

再び処理を行ラ（電源スイッチを巧す、ディスプレイを開くなど）と、パソコンの使用を中断 
した時の状態び再現されます。 


A 警告 


電子機器の使用び制限されている場所ではパソコンの電源を切る 

パソコン本体を航空機や電子機器の使用び制限されている場所（病院など）に持ち込む場 
合は、ワイヤレスコミュニケーションスイッチを切った上で、パソコンの電源を切ってく 
ださい。 

ス U —プの状態では、プ□グラムされているタスクの処理を始めたり、作業中のデータを 
保をしたりするためにパソコンのシステムび自動的に復帰することびあるため、飛行を巧 
げたり、他のシステムに影響を及ぼしたりすることびあります。 



操作にあたって 


中断ずる前に 

• スリープまたは休止状態を実行する前にデータを保存することを推奨します。 

• スリープまたは休止状態を実行するときは、メディアへの書き込みび完全に終了していることを 
確認してください。 

書を込み途中のデータびある状態でスリープまたは休止状態を実行したとさ、データび正しく書 
を込まれないことびあります。メディアを取り出しでをる状態になっていれば書を込みは終了し 
ています。 

中断したとさは 

•スリープ中に!;(下のことを行わないでください。次回電源を入れたとさに、システムび起動しな 
いことびあります。 

. ス U - プ中にメモ U を取り付け/取りはずしすること 
-ス U - プ中にバッテ U 包まずすこと 

また、ス1」ープ中にバッテ1」残量び減少した場合も同様に、次回起動時にシステムび起動しない 
ことびあります。 

システムび起動しない場合は、電源スイッチを已砂間押していったん電源を切ったあと、再度電 
源を入れてください。この場合、ス U - プ前の状態はな持でさていません （ Windows エラー回 
復処理で起動します)。 

• スリープ中や休止状態では、バッテ U や増設メモ U の取り付け/取りはずしは行わないでくださ 
しん保存されていないデータは消失します。また、感電、故障のおそれびあります。 

• スリープまたは休止状態を利用しないとをは、データを保存し、アプリケーションをすべて終了 
させてから、電源を切ってください。保存されていないデータは消失します。 
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0 パソコンの使用を中断する 


gf ) ス u — プ 



ソ 
□ 
ン 
の 
基 
本 
i 栗 
作 
を 
覚 
文 
ぶ 
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作業を中断したときの状態をメモ U に保をする機能です。次に電源スイッチを巧すと、状態を 
再現することびできます。 

ス U —プはすばやく状態び再現されますび、ノ（ッテ U を消耗します。作業を中断している間に 
バッテ U の残量びかなくなった場合などは、通常のス U —プではそれまでの作業内容は消失し 
ます。 AC アダプタを取り付けて使用することを推奨します。 

なお数曰 LU 上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載されている場合（増設 
メモ U やバッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、ス U - プではなく、必ず電源を 
切ってください。 

ス U —プの実行方法は『セットアップガイド』を確認してください。 

封メモ 

•胃+店引キーを押して、スリープを実行することをでさます。 


回休止が態 


パソコンの使用を中断したときの状態を八ードディスクに保をします。次に電源を入れると、 
状態を再現でさます。なお数曰];!上使用しないとさや、付属の説明書で電源を切る手順び記載 
されている場合（増設メモ U やバッテ U パックの取り付け/取りはずしなど）は、休止状態で 
はなく、必ず電源を切ってください。 


mm 休止が態の実巧方法 



[スタート]ボタン（盾 >) をクリックし①、百!にポインタをあわせる② 




表示されたメニューか5 [休止が態]をクリックする 

メニューび表示されない場合は、0をク U ックしてください。 



休止状態か日復帰させるとさは、電源スイッチを押してください。 


尚ィモ 

• 17の+任す!キーを押して、体止状態にすることをできます。 
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且パソコンの使用を中断する 


团 


簡単に電源を切る/パソコンのほ用を中断する 


[スタート]メニューから操作せずに、パソコン本体の電源スイッチを巧したとさやディスプレ 
イを閉じるときに、電源を切る（電源オフ）、またはス U - プ/休止状態にすることびできます。 

n パソコン本体の電源スイッチを巧したとまの動作の設定 H 

[スタート]ボタン（巧い一[コント □ —ルパネル]をクリックする 

[# モバイルコンピュータ]をクリックする 

r # 電源ボタンの動作の変更]をクリックする 

[電源ボタンを押したときの動作]で[スリープ状態][休止状態] 
[シャットダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない]に設定すると、特に変化はありません。 

[変更の保を]ボタンをクリックする 

パソコン本体の電源スイッチを巧すと、選択した状態で電源を切る、または作業を中 
断します。 


a ディスプレイを閉じるとまの動作の設定 

Q [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

且 [ ♦モバィルコンピュ-夕;！をクリックする 

Q ['■よコンピュータを閉じるときの動作の変更]をクリックする 

[カバーを閉じたときの動作]で[スリープ状態][休止状態][シャッ 
トダウン]のいずれかを選択する 

[何ちしない][シャットダウン]に設定すると、パネルスイッチ機能は働きません。 

[変更の保を]ボタンをクリックする 

ディスプレイを閉じると、設定した状態へ移行します。 

[ス U - プ状態][休止巧態]に設定した場合は、次にディスプレイを開くと、自動的 
にディスプレイを閉じる前の状態び再現されます。 

分メモ 

•ディスプレイを閉じることによって[ス U - プ状態][休止状態]のうち、あらかじめ設定した状態へ 
移行ずる機能を、パネルスイッチ機能といいます。 
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電源を入れて Windows を起動すると、パソコンのディスプレイにび表示されます。この矢 
印を「ポインタ」といい、操作の開始位置を示しています。この「ポインタ」を動かしなび日 
パソコンを操作していさます。 

パソコン本体には、「ポインタ」を動かすタッチパッドと、操作の指示を与える左ボタン/ちボ 
タンびあります。 

タッチパッドと左ボタン/ちボタンを使ってポインタを動かし、パソコンを操作してみましよラ。 
ここでは、タッチパッドと左ボタン/ちボタンの基本的な機能を説明します。 



タッチパッドの操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - U - タッチパッドの操作にあたって」を確認してください。 




U タッピングの方法 

慣れてさた日、左ボタンを使わなくてち、なのよラな基本的な操作びでさます。 


□クリック/ダブルクリック 

タッチパッドを]回軽くたたくとクリック、 
2回たたくとダブルク U ックびできます。 


□ ドラッグアンドド□ップ 

タッチパッドを続けて2回たたさ、2回目は 
タッチパッドか日指をはなさずに目的の位置 
まで移動し、指をはなします。 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 








2 


ツチパツドのほ用環境を設定する 


タッチパッドやポインタの設定は、[マウスのプ□パティ]で行います。 


[マウスのプロパティ]の起動方法 

[スタート]ボタン（巧い一[コント □ —ルパネル]をクリックする 

[勺 i マウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

きタブで機能を設定し、 [0K] ボタンをクリックする 

各機能の設定につぃては、 LU 降の説明を参照してくださぃ。 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 


>マウスのブ□バテイ 


图 


ポタン[[ポインタ〔ポインさオプション]ホイール [ A - ド51ア W デバイス設定]_ 


ポタンの巧巧 

□まはりのボタンち贿をえる巡 

ぷ巧やドテクヴなどの主な巧苗こもけ||のポタン S ほ用する 

巧含は、こ的ク。ツクスをオソこしまも 


ジブルウリックの速度 

を側のフォルグをタブルクリックして、記ミをテストしてくださ 
U ス t ルタが P かたり巧说りしない巧さは、度 JS を巧くし 
てくだみ、。 


谨思のぶ 


クリックロック 

己クリッウ□ッウをオンじするの 


谨く 


マウスのボ5ンを巧したままで’なくてら、な!賊示やドラックびできます。巧目をクリッ 
クし、巧スのポタン妙レ加 B 巧したまま(こしてからなします。;分こ、目的の巧きま 
でホスを巧れし、そこでらう一度ウリツク L 4： す。 


巧巧け）〕 


B タッチパッド 
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El タッチパッド 


B タッチパッドの設定方法 

[マウスのプ□パティ]では、タッチパッドやポインタなどの各種設定びできます。 
タッチパッドの設定をするには、なのよラに操作してください。 

[デバイス設定]タブで[設定]ボタンをクリックする 

ブマウスのブ□パティ 

ポタン I ポインタ I ポインタオプション I ホイ-ル I ハ-ドウIア‘なデ"イス設定I 

Synaptics ホ•インテインた‘テ''ハ''イスの7でがテイ-がーシみの aX . XXXX：KXXX 

I テ,, V 'ィス(の： 

I 巧 るお が-卜 


广 USB マウス巧綺寺に内巧ポインティンヴデパイスを》細こする。 (U) 


'地 I ぉか⑩ y 試ち樹 I) 


トレイアイ]ン 

广ルイ7イコンをタスゥが-か明り㈱の 


4:20 PM 

广巧1¢のトレイ7イ〕ンそタスウが-にをその 

m 

4:20 PM 

巧にメー'>3ソトレイアイ]ンをねウハ’’'-[こを示<の 

巧 

4:20 PM 


[ 0K I [ キ，ン•松レ I _ 通巧 (出 

[デバイス設定]画面び表示されます。 

画面左側に表示されているメニューか5、設定したい項目をクリックす 
る 

画面ち側に、選択した項目の設定内容と、その説明び表示されます。説明をよく読ん 
で各項目を設定してください。 

項目名の左に（田）び表示されている場合、項目名をダブルク U ックすると、さ日 
に細かい設定項目び表示されます。 


读示例） 
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El タッチパッド 


^ \〇役立っ操作集- S 

タッチパッドを無効/有効にするには 

キー操作でタッチバッドによる操作を無効にしたり、ち効にしたりすることびでをます。 

店团+@キーを巧すごとに、タッチバッドの無効/有効び切り替わります。 

丘因+@キーでタッチパッドのち効/無効を切り替える場合は、タッチバッドから手を離してから 
行ってください。 

\ fn ] +@キーでタッチパッドの操作を有効にした瞬間、 力ーソ J レの動さび数秒不安をになることび 
あります。そのよラな場合は、1度タッチパッドから手を離してくださし)。しばらくすると、正常に操 
作でをるようになります。 


USB 対応マウス接続時に、自動的にタッチパッドを無効にする 

USB 対応のマウスを接続したとさに、タッチパッドによる操作び自動的に無効になるよラに設定する 
ことびでさます。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コントロールパネル]をク U ックする 

② [マウス]をク U ックする 

③ [デバイス設定]タブで [ USB マウス接続時に内蔵ポインティングデバイスを無効にする。]を 
チェックする 

④ [ OK ] ボタンをク U ックする 

画+回キーを巧して設定する r タッチパッドオン/オフ機制とは連動していません。 

市販の USB 対応マウスをお使いの場合、マウスの種類によっては、本機能び動作しない場合びあります。 
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ここでは基本的な使いかたと、それぞれのキーの意味や呼びかたについて簡単に説明します。 


ーボード図 


ESC (エスケープ)キ- 

操作を取り消すとさに使ラ 


半/全く漢字>キー 


TAB (タブ)キー 


CAPSLOCK - 

(キヤプス□ツク)英数キー 

Caps Lock 

(キヤプス□ック ) LED — 


文字入力の大文字□ック状態 
を示す 


ESC 


•フアン クシ ヨン キー 

特定の操作を実行するとさなどに使ラ 


CAPS 
• LOCK 
英数 


Q 


〇 SHIFT 


SHIFT (シフト)キ- 

アルフアベツトの大文字、 

ル文字入力の一時的な切り 
替えや記号などを入力する 
ときに使つ 

CTRL (コント□-ル)キ- 

ほかのキーと組み合わせて、特定の 
操作を実行するとさに使ラ 

FN (エフエヌ)キ- 

フアンクシ ヨン キーとの組み合わせにより、 
特殊機能を黃 T するときに使う 


無変換 


咳] 


巧変換キー 


SPACE (スペース)キー 

空白文字を入力するとさや、 
入力した文字をかな漢字 
変換するときに使う 

変換キ- 


カザかな 
0- マ字 


カナ/かなく □ーマ字 > キ- 


ウィ ン ドウズキ-- 

Windows のスタートメニユーを表おするときや 
ほかのキーと組み合わせて、ショートカツトとして使ラ 


- ALT (オルト)キー 

ほかのキーと組み合わせて、特定の 
操作を実行するとさに使ラ 
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キーボード 


-PRTSC 口 IJ ントスク IJ- ン） 

く SYSRQ (システムリクエスト)>キー 

-PAUSE (ポーズ)く BREAK (ブレーク) >キー 


-BACKSPACE 
(バックスぺ ース)キー 

-ENTER (エンター)キー 

作業を実行するとさなどに使ラ 

— SCROLL LOCK (スク□-ル□ック)キー 



■ INS (インヴート)キー 

文字の入カモードを 

巧入/上書さに切り替えるとさなどに使ラ 

^□[1_(デリート)キー 

文字を削除するとさなどに使ラ 


HOME (ホーム)キ ー/PGUP (ぺージ 
アツスキー/ END (エンド)キ ー/ 
PGDN (ぺージタ‘ウン)キー 

行やページの最初または最後にカー 
ソルを移動したり、ページごとに表 
おを送ったりするとさなどに使ラ 

NUM LOCK (ナム□ツク) LED 

テンキーの数字□ツク状態をおす 

NUM LOCK (ナム□ック)キー 

テンキーを数字入力巧態にする 


ENTER (エンター)キー 

作業を実行するとさなどに使ラ 


テンキー 

数字の入力に使ラ 

また、数字 □ ックを解除して矢印キーなどとして使ラ 


^SHIFT (シフト)キー 
^ CTRL (コント □-ル) キー 
アプ IJ ケーシ ヨンキー 

タッチパッド手前のちボタンや、マウスのちボタンを巧す 
ことと同じ動作を行いたいとさに使ラ 
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□ キーボード 


ます。文字キーに印刷されている2〜6種類の 
文字や記号は、キーボードの文字入力の巧態に 
よって変わります。 




左下- 







や 


) 

' 

f 

V 

\ 



口丄 


ち下 


FTOSHIBA Flash CardsJ について 


「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 は、タッチパッドやマウス操作で簡単にホットキー機能の実行や 
東芝製のユーティ U ティを起動することびできるユーティ U ティです。 

デスクトップ上にカードのよラに表示されるアイコンを選択し、それぞれのカードに割り当て 
日れている機能を設定-実行することびできます。 


I 操作方法 


画]キーを 押す 

巧のように 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 び表示されます。 



me S3i>-w 3aa^ eSsHPia ^~ ~~ 

巧 


グ. - w .，‘- '，过 



(表示例） 


V 



2 


左上 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、アルファベットのル文字などび入力でさま 
す。1 SH // TI キーを巧しなび日巧すと、記号やアルファベットの大文字び入力でさ 

9 〇 

左下 

ほかのキーは使わず、そのまま巧すと、数字や記号び入力でさます。 

ち上 

かな入力びできる状態で1州の "1 キーを巧しなび日巧すと、記号、ひ日びなの促音 
(ルさい「つ」）、蝴音（ルさい「や、ゅ、よ」）などび入力できます。 

ち下 

かな入力びでさる状態で巧すと、ひ日びなや記号び入力でさます。 


—ホー ドの文を キーの ほいかた 


亡 

圓 


圓 


ホ 

井 

A. 

る 

す 

九 

ス 

ホ 

音 

め 

空 

ヴ 

T 

ホ 

空 

ヴ 
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□ キーボード 


設定したい機能のカードをクリックする 

カードとアイコンび表示されます。 

表示されたアイコンのうち、設定したい項目にポインタを合わせる 

ポインタを合わせると、アイコンび大きくなります。 

設定したい項目のアイコンび大きい状態でクリックする 

選択した項目に設定されます。 


各力ードに割り当て日れている機能は、 「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプを参照してくだ 
さい。 

画マウス操作でカードを表示させる 

ポインタをデスクトップ上部に合わせることによって 「 TOSH 旧 A 円 ash 巳 ards 」 び表示され 
るよラに設定することちでさます。なの手順を行ってください。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards の設定]をクリックする 

[マウスでも力ードの表示を開始する]をチェックし①、 [0 K ] ボタ 
ンをクリックする② 


j Flash Cards の設定 


巧 TOSHIBA Flash Cards の毎巧 


りードの表を位星： 贷上化 ©下か. 


7クスでちカードの表示を間なする 

の一。り■巧で CML の去じの巧旧 

巧い 1.1 


国力ードをほかのウインドクの手前に表示する 


長い 


パ ー] 〔方ードケース否閱< 


キでン亡ル 


-① 


-⑤ 


「 TOSH 旧 A Flash Cards 」 のヘルプの起動ち法 

H [スタート]ボタン（盾 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーティリティ] 一 [Flash Cards ヘルプ]をクリックする 
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□ キーボード 


キーを使った便利な機能 


各キーにはさまざまな機能び用意されています。いくつかのキーを組み合わせて巧すと、いろ 
いろな操作び実行でさます。 


□ 而/]キーをほつた特巧機能キー 


キー 

内容 

[FNj + \ ESC \ 

<スピーカの S ユート> 

1円 vl キーを押したまま、1 ESC 1キーを押すたびに内蔵スピーカや 
へッドホンの音量のミュート（消音）のオン/オフを切り替えます。 

[ fn \+\ space \ 

<本体液晶ディスプレイの解像度 
切替え> 

吊のキーを押したまま、信なな!キーを押すたびに本体液晶ディス 
プレイの解像度を切り替えます。 

画+回 

<インスタントセキユ U ティ機能> 

コンピュータをワークステーシヨン□ック状態にします。 

解除するには、ユーヴ名をク U ックしてください。 

Windows の□グオンパスワードを設定している場合は、バスワード 
の入力画面に Windows の□グオンバスワードを入力し、1 ENTER 1キー 
を押して < ださい。 

圃+回 

く電源プフンの設定> 

キーを押すと、設定されている電源プランび表示されま 
す。 

丙のキーを押したまま、丘司キーを押ずたびに電源プランび切り督 
ねります。 

画+回 

<スリープ機能の実行> 

阳のキーを押したまま、17リキーを押し直し、[スリースアイコン 
び大をい状態で指をはなずと、スリープ機能び実行されます。 

画+回 

<休止状態の実行> 

画キーを押したまま、@キーを押し直し、[休止状態]アイコン 
び大きし W 犬態で指をはなずと、休止状態び実行されます。 

画+回 

<表示装置の切替え> 

表示装置を切り替えまず。 

詳細について「 4 章 且-回 表示を切り替える」 

画+困 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
下げる> 

巧のキーを押したまま、 [7 引キーを押すたびに本体液晶ディスプレイ 
の輝度び1段階ずつ下びります。表示される画面のスライダーバー 
で輝度の状態をお認でさまず。 

画+回 

<本体液晶ディスプレイの輝度を 
上げる> 

巧のキーを巧したまま、圧司キーを押すたびに本体液晶ディスプレイ 
の輝度び1段階ずつ上びります。表示される画面のスライダーバー 
で輝度の状態を確認でさます。 

画+回 

<無線 LAN オン/オフ機能> 

ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On にしている場合、 

[7^ キーを押したまま、17リキーを押ずたびに使用する無線 LAN の 
ON / OFF を切り替えます。 

画+回 

<タッチパッドオン/オフ機能> 

タッチパッドからの入力を無効にできます。再び有効にするには、 
もう1度丙の+[7リキーを押します。 

詳細について 

「本章 0 - 巧]- B - 役立つ操作集■タッチバッドをお 
効/有効にするには」 
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□ キーボード 


キー 

内容 

圃+ 田 

デスクトップや一般的なアプ U ケーシヨンで、 17) のキーを押したま 

<縮ル> 

ま、已]キーを押すと、画面やアイコンなどび縮ルされまず。 

圃+ 回 

デスクトップや一般的なアプ U ケーシヨンで、巧のキーを押したま 

くす広大> 

ま、 [ T 1 キーを押すと、画面やアイコンなどび化大されまず。 


^ 役立ご操作集- S 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 

「 TOSH 旧 A Smooth View 」 は、キーボードを使って、最前面に表示されているアプ U ケーシヨンの 
画面やデスクトップ上のアイコンを化大/縮ル表示でをるアプ U ケーシヨンです。 

• 起動ちま 

①[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] ^ [ユーティリティ] 

一 Bmooth View ] をクリックする 

• ヘルプの起動方法 

① 「 TOSH 旧 A Smooth View 」 を起動を、画面ち上の[ヘルス （ LlJ ) ボタンをク U ックする 

② 画面上の知りたい項目にポインタを置さ、ク U ックする 

• 使用ちま 

①店因キーを押したまま、 [71 キーまたは IT ] キーを押す 

画面やアイコンなどを縮ルするときは巴]キー、拡大するときは巧]キーを押します。 

\_ J 


□ 特巧機能キ- 


特殊機能 

キー 

操作 

タスクマネージャの 
お動 

\ CTRL \ + \ SHIFT \ + \ ESC \ 

[Windows タスクマネージャ]画面が表され 
ます。 

アプリケーシヨンやシステムの強制終了を行い 
ます。 

画面コピ 

\ PRTSC \ 

現在表术中の画面をクリップボード1しコピーし 
ます。 

\ alt \+\ prtsc \ 

現在表示中のアクティブな画面をク U ップボー 
ドにコピーします。 
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内蔵の八ードディスクやドライブ、 eSATA 接続型の八ードディスクなどとデータをやり取り 
しているときは、 Disk 日 LED び点灯します。 



USB 接続などの増設八ードディスクとのデータのやり取りでは、 Disk 百 LED は点灯しません。 

八ードディスクに記録された内容は、故障や障書の原因にかかわらず保証でさません。 

万一故障した場合に備え、バックアップをとることを推奨します。 



• HDD2 台内蔵モデルで U カバ U をする場合、内蔵されている八ードディスク2台のラち、購 
入時の状態で最初に起動するよラに設定されている八ードディスク （HDD1) だけにシステ 
ムび復元されます。起動ドライブを2台目の八ードディスク （HDD2) に変更している場合 
ち、 HDD] に対してシステムの復元び実行され、じ(降の起動ドライブち HDD] に戻ります。 
[初期インスI-ールソフトウエアの復元]画面でどのメニューを選択してち、]台目の八ード 
ディスク （HDD1) の C ドライブに購入時と同じシステムび復元され、2台目の八ードディ 
スク （HDD2) に保をしたデータや設定などは残ります。 

U カバリ『セットアップガイド3章買ったとさの状態に戻ずには』 

• HDD2 台内蔵モデルで八ードディスクの内容を消去した場合、 八ー ドディスクの内容は2台 
とち消去されます。 

HDD 消去『セツトアップガイド4章 0-^ ■八ードディスクの内容をすべて消去ずる』 


八ードディスクドライブは、モデルによって]台または2台び内蔵されています。 

HDD2 台内蔵モデルでは、ご購入時の状態で最初に起動するように設定されている八ードディ 
スクドライブを HDD 1、2台目の八ードディスクドライブを HDD2 と呼びます。 

内蔵されている八ードディスクドライブは、取りはずしでさません。 

USB 接続型や eSATA 接続型の八ードディスクなどを使用して記憶容量を増やすことびできま 
す。 

1操作にあたって -1 


あらかじめ、「付録 D -* ■八-ドディスクドライブについて」を確認してください。 



5 I 八ードディスクドライブ 



八ードディスクドライブに関する表示 


を覚えよ、つ 


八ソコンの 
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CD や DVD 巧ほち 

-ドライブー 


本製品には、 DVD スーパーマルチドライブび内蔵されています。 
ドライブにはなのマークび入っています。 



DVD-RAM、DVD-RW、DVD-R*,、DVD+RW、DVD+R が、 CD-RW、CD-R の言売み出し/ 
書き込み機能と、 DVD-ROM、CD-ROM の読み出し機能を搭載したドライブです。 

* 1本書では、 mVD - R 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD-R DL (Dual Layer 
DVD - R ) を含みます。 

*2 本書では、 「 DVD + R 」 と記載している場合、特に書さ分けのある場合を除さ、 DVD+R DL ( DVD+R 
Double Layer ) を含みます。 

『安むしてお使いいただくために』に、 CD/DVD を使用するときに守ってほしいことび記述さ 
れています。 

CD/DVD を使用する場合は、あ日かじめその記述をよく読んで、必ず指示を守ってください。 


1 


ほえるメディアを巧認しよラ 


使巧できる CD/DVD の詳細と書き込み速度につい口ん附録 日 記録メディアについ口と 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U- ズをお使いのかたへ』を確認してください。 
使用するメディアによっては、読み出しびでさない場合びあります。 

〇:使用できるX:使用できない 



読み出しり 

書き込み回数 

CD-ROM 

o 

X 

CD-R 

o 

] 回 

CD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-ROM 

o 

X 

DVD-R 

0*3 

] 回 

DVD-RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD+R 

か 3 

] 回 

DVD 十 RW 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 

DVD-RAM 

o 

繰り返し書さ換え可能* 2 


* I 対応フォーマツトによっては再生ソフトび必、要な場合びあります。 

*2 実際に書さ換えでさる回数は、メディアの状態や書さ込みち法により異なります。 

*3 メディアの状態や書き込みち法により、読み出しできない場合びあります。 DVD-R DL のみ追記されに 
データは読み出しできません。 


メモ 


メディアにデータを書さ込むとさ、メディアのが態やデータの内容、またはパソコンの使用環境に 
よって、実行速度は異なります。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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ra CD や DVD を使ラ ードラィブー 


CD / DVD にデータのバックアップをとる 


CD - R 、 CD - RW 、 DVD - R 、 DVD - RW、DVD 十 R、DVD 十 RW にデータをつピーするには、本 
製品に添付されている 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 を使います。[スタート]ボタン（@)一 
[すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -に D & DVD アプ U ケーシヨン] 一 [ DiscCreator ] 
か日起動します。 

データをコピーする（書さ込む）際に気をっけていたださたいことびあります。また、それぞ 
れ対応しているメディアび異なります。じ(降の説明をよくお読みになってか日書さ込んでくだ 
さい。 

Windows Vista に用意されてしぶバックアップ機能につい口ん 『 Windows ヘルプとサポ ー ト』 
を参照してください。 


メモ 


DVD - RAM にデータを書き込む場合は、バックアップしたいファイルやフォルダをに VD - RAM ドラ 
イブ]にコピーして<ださい。 

CD - R 、 CD - RW などにバックアップをとった場合、そのデータは書き込み不可になっている場合があ 
ります。この場合、バックアップをとったデータを使ラとをには、 ] 度八ードディスクドライブなどに 
コピーしてからそのデータをちクリック^ [プ□パティ]で、[読み取り専用]のチェックをはずして 
<ださい。 




CD/DVD に書き込む前に、書き込みを行うにあたって 


あらかじめ、附録 D-ES CD / DVD にデータのバックアップをとる」を確認してください。 


「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で使用できるメディアはなのとおりです。 

〇:使用できる X :使用できない 


CD-R 

CD-RW 

DVD-R 

DVD-RW 

DVD+R 

DVD+RW 

DVD-RAM 

〇 

〇 

0*12 

か ’ 

' 3 

0*1 

X 


*1 DVD - Video 、 DVD - VR 、 DVD - Audi □の作成はできません。また、 DVD プレーヤなどで使用することは 
でさません。 

*2 DVD-R DL を含みます。なお、 DVD-R DU こは追記ができません。 

ホ3 DVD+R DL を含みます。 


DVD の再生にごいて 


本製品では、ドライブに DVD をセットして、迫力ある映像を楽しむことびできます。 

トウシバ ディーフイディー フレーヤ 

DVD 再生ソフトウェアとして、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 び用意されています。 


[スタート]ボタン一 [すべてのプ□グラム] 
[TOSHIBA DVD PLAYER ] か b 起動します。 


[TOSHIBA DVD PLAYER ] 


KaiiBl 


DVD の再生にあたって 


あらかじめ、「付録 D-lIil DVD の再生にあたって」を確認してください。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


が 







































B CD や DVD を 使ラードライブー 


• 傷ついたりミちれのひどい CD / DVD の場合は、挿入してから再生び開始されるまで、時間びかかる場合 
びあります。巧れや傷びひどいと、正常に再生できない場合をあります。ミちれをふさとってから再生 
してください。 

• CD / DVD の特性や CD / DVD への書き込み時の特性によって、読み出せない場合をあります。 

• CD / DVD の種類によっては、取り出すとき Windows Vista び自動的にセッションを閉じてしまう場 
合びあります。このとき、お認のメッセージなどは表示されません。 

よくお認してから CD / DVD をセットしてください。 

この Windows Vista の機能を無効にするには、次のように操作してください。 

① [スタート]ボタン (©) -[コンピュータ]をク U ックずる 

② ドライブのアイコンをちクリックし、表示されたメニューから[プ□パティ]をクリックする 
ドライブのプ□パティ画面び表示されます。 

③ [書き込み]タブで[共通の設定]ボタンをク U ックする 

④ [共通の設定]画面で[ディスクの取り出し時の UDF セッションを自動的に閉じる]のチェックを 
はずし、 [0 K ] ボタンをク U ックする 
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CD / DVD をほうとき（セット） 


CD / DVD は、パソコン本体に装備されているドライブにセツトして使用します。 




CD/DVD の操作にあたって 


あらかじめ、附録 D - E 9 C □や DV □につし)て」、附録 日-の 使える巳 D を確認しよう」、 
「付録且-巧]使える DVD を確認しよラ」をお語してください。 



八ソ n ンの基本操作を覚えよう 3 
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ra 仁□や DVD を使ラ ードラィブー 


ドライブに関する表示 


パソコンの電源び入っていて、ドライブび動作しているときは、ディスクトレイに D び点灯し 
9 〇 


パソコン本体の電源を入れる 

Windows が起動します。 

イジェクトボタンを押す 



イジェクトボタンを巧した日、ボタンか日手をはなしてください。ディスクトレイび 
かし出てさます（数秒かかることびあります）。 

《購入したモデルによってイジェクトボタンの位置は異なります。 

ディスクトレイを引さ出す 



CD / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

文字び書いてある面を上にして、 CD / DVD の穴の部分をディスクト 
レイの中央凸部に合わせ、上から押さえてセットする 
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r カチッ」と音びして、セットされていることを確認してください。 


パソミ Q 基本操作を覚えよラ 






















B CD や DVD を 使ラードラィブー 


r カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 
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CD / DVD をほいおわったとき（取り出し） 


パソコン本体の電源び入っているか確認する 

電源び入っていない場合は電源を入れてください。 

イジェクトボタンを押す 

ディスクトレイび少し出てきます。 

ディスクトレイを引さ出す 

巳 D / DVD をのせるトレイびすべて出るまで、引き出します。 

CD / DVD の両端をそっと持ち、上に持ち上げて取り出す 



CD / DVD を取り出しにくいときは、中央凸部をかし巧してください。簡単に取り出 
せるよラになります。 

「カチッ」と音びするまで、ディスクトレイを押し戻す 




パソ n ンの基本操作を覚えよラ 


が 

















ra CD や DVD を使ラードラィブー 


CD/D VD び出てこない場合 


電源を切っているとき、または休止状態のときは、イジエクトボタンを押してち CD / DVD は 
出てきません。電源を入れてか日イジエクトボタンを巧し、 CD / DVD を取り出してください。 
なの場合は、電源び入っていても、イジエクトボタンを巧したあとすぐに CD / DVD は出てき 
ません。 

• 電源を入れた直後 
•ディスクトレイを閉じた直後 
•再起動した直後 

• ドライブ関係の LED び点打しているとき 
•ス|」ープ状態のとさ 

上記 L ソ外で巳 D / DVD び出てこない場合は、なのように 
操作してください。 

• Windows 動作中の場合 

CD / DVD を使用しているアプ U ケーシヨンをすべて 
終了してか日、イジェクトボタンを巧してください。 


パソコン本体の電源が入5ない場合 

電源び入らない場合は、イジェクトホールを、先の細 
い丈夫なちの（ク U ップを伸ばしたちのなど）で巧し 
てください。 



※搭載されているドライブによってイ 
ジェクトボタン、イジェクトホール、 
ディスクトレイ LED の位置は異なり 

か si D 
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DVD - RAM をフォーマツトする 


新品の DVD - RAM は、使用する目的にあわせて「フォーマット」という作業び必要です。 
フォーマットとは、 DVD - RAM にデータの管理 I 青報（ファイルシステム）を記録し、 DVD-RAM 
を使えるようにすることです。 

フオーマツ トされていない DVD - RAM は、 フオーマツ トしてか 日 使用してください。 




DVD - RAM の フオー マツトについて 


あらかじめ、附録 n - E *- DVO - RAM のフォーマットについ口を確認してください。 


パソミ Q 基本操作養えよラ 
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B CD や DVD を使 ラードラィブー 


ファイルシステム 


DVD - RAM をフォーマットするときにファイルシステムを選択します。 

ファイルシステムは、書さ込むデータの種類や書さ込み後のメディアを使用する機器に応じて 
選択します。また、映像データを書さ込むとさは、書き込み用のアプ U ケーシヨンによって指 
定されている場合びあります。 

選択できるファイルシステムは rUDF 2 .引 「 UDF 2.0]」 rUDF 2.0 J 「 UDF 1. 已」 
rUDFl '02」「 FAT 32」 です。 

DVD - RAM のセクタの一部に不具合び生じた場合などに、通常のフォーマットとは違う「物理 
フォーマット」を行う場合びあります。通常、購入したばかりなどの DVD - RAM に対しては、 
物理フォーマットを行ラ必要はありません。 

物理フォーマットに巧して、通常のフォーマットを「論理フォーマット」と呼びます。 

なお、物理フオーマットを行ったあとには、論理フオーマットび必要となります。 


■■論埋 フォー マット 

通常の フオーマット （論理 フオーマット） は、 Windows 上で実行できます。 


フォー マット方法については、[スタート]ボタン（〇)- 
して、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してください。 


[ヘルプとサポート]をク I 」ック 


物巧フォーマット 

物理フォーマットを行うには、非常に時間びかかります。 

Q 物理フォーマットする DVD-RAM をセットずる 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一 [CD&DVD アプリケーシヨン] 一 [DVD-RAM ユーテイリテイ]を 
クリックする 

[東芝 DVD - RAM ユーテイ U テイ]画面び表示されます。 

[開夕台]ボタンをク U ックする 

じ(降、画面に表おされるメッセージに従ってください。 

物理フォーマットをしたあとは、論理フォーマットび必要です。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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本製品は表示装置として TFT カラー液晶ディスプレイを内蔵しています。 

• GX シ I 」ーズの場合: ] 己80 X 94已ドット 

• GXW シ U - ズの場合：] 920 X 1 080ドット 
ドットは画素数を表します。 

テレビや外部ディスプレイを接続して使用することちでさます。 

~T 

本体液晶ディスプレイの明るさ（輝度）を調整します。輝度は「1〜8」の8段階で設定びでき 
よ过〇 

□ 輝度の調整方法 

: @キーを巧したまま、@キーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ下びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 

: @キーを巧したまま、圧ろキーを巧すたびに本体液晶ディスプレイの輝度び1段 
階ずつ上びります。 

表示される[輝度]のカードとスライダーバーで状態を確認でさます。 



面旧を見やず<調壁ずる 

-ディスプレイー 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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スピーカの音量を調壁する 


スピーカの音量は、ボ U ュームダイヤル、または音量ミキサか日調整でさます。 

n ボリュームダイヤルで調整する 

封メモ 

♦パソコンの起動時、または電源を切っているときは、ボ U ュームダイヤルをまわしても音量調節はで 
さません。 

パソコン本体のボリュームダイヤルをまわす 

ボ U ュームダイヤルの位置は、『取扱説明書]章已各部の名称』で確認してください。 
ボ U ュームダイヤルを時計回り（ち）に回すと音び大きくなります。 

反時計回り（左）に回すと音びルさくなります。 

音量を確認しなび5、ボ U ュームダイヤルを回して調整してください。 


1 


音量ミキサから調整する 

[スタート]ボタン （1^) 一 [コント □ —ルパネル]をクリックする 


[巧 i 八ードウエアとサウンド] 
リックする 

[音量 S キサ]画面び表示されます。 


[©システム音量の調整]をク 


各項目でつまみを上下にドラッグして調整する 

[ミュート]ボタン（因）をク U ックすると消音（ミュート）になります。 


h 音畳ミキサ 

デバイス D) 



1 

デパイス 

目' 

アプリケーシヨン 

巧 

9 

スビーカー 

Windows 

のサウンド 

CEC.MAIN 


〇 

口 

〇 


因 

し'- 

因 

回 



(表示例） 
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パソミ Q 基本操作を覚えよラ 























o サウンド 


□ 音楽/音青を再をするとを 

音量 S キサの各項目では、次の音量び調整でさます。 


スピーカー 

スピーカの音量を調整します。 

Windows のサウンド 

Windows のプ□グラムイベントで再生されるサウンド設定の 
音量を調整します。 

CEC.MAIN 

Web カメラの音量を調整します。 


また、使用するアプ U ケーションにより異なる場合びあります。詳しくは『アプリケーション 
に付属の説明書』を確認してください。 


mm Realtek HD 才ーディオマみージャにつし、て 

Realtek HD オーディオマネージャでは、オーディオ機能のいろいろな設定を変更することび 
でさます。 

I 設定方法 _ 

Q [スタート]ボタン（@>)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

f [づ八ードウエアとサウンド]一[酔 Realtek HD 才ーデイオマ 
ネージャ]をク U ックする 

[Realtek HD 才ーディオマネージャ]画面び表示されます。 

E] 設定したい機能のタブをクリックする 


句" Realtek HD 才ーディブマネー5で 


峨‘， 




タインポ IJ ユー么 


画 戸,顆イ ス 


スビーカー1红*の£〇/デ九ルトみーマ，卜主 


田 

r ^ 


：?ルレンコスピ-カー 
7ロン N 0在 S よ us 


ぶみ REALTEK _ 


# 


園園 


因田 


读示例） 


それぞれのタブでは、次の機能び設定でさます。 

■ [HDMI Output ] タブ 

HDMI ケーブル経由で HDMI 出力端テに接続した外部機器か日再生を行う場合に選 
択します。利用でさる外部機器は、 HDMI 入力端テを備えたテレビやオーディオア 
ンプです。 
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パソミ Q 基本操作養えよラ 










































o サウンド 


I ■[スピーカー]タブ 

パソコンの内蔵スピーカやへッドホンを使う場合に選択します。 

また、オーディオケーブル経由でオーディオ出力端テに接続した外部機器か日の再 
生や録音を行ラ場合に選択します。利用でさる外部機器は、アナ□グオーディオ入 
力端モ（ライン入力端テ）を備えたオーディオ関連機器です。 

■ [Digital Output] タブ 

光デジタルケースレ経由で S / PDIF 出力端テに接続した外部機器か日、再生を行う 
場合に選択します。利用でさる外部機器は、光デジタル入力端テを備えたホームシ 
アターシステムやオーディオアンプなどです。 

■[マイク]タブ 

コンピュータの内蔵マイクや、外部マイクをマイク入力端テに接続して、録音を行 
ラ場合に選択します。 

■[ライン入力]タブ 

オーディオ入力端テにオーディオケーブルを接続し、デバイス選択画面で[ライン 
入力]を選択した場合に表示されます。 

オーディオケーブル経由でオーディオ入力端テに接続した外部機器から録音を行ラ 
場合の設定を行います。利用でさる外部機器は、アナ□グオーディオ出力端モ（ラ 
イン出力端子）を備えたオーディオ関連機器です。 

Q 各ボタンやタブをクリックし、才ーディオ機能を調整する 

V 手順0でク U ックした機能のタブの中には、次のような設定ボタンやタブびあり、 
B それ b を使って詳細設定を変更することびでさます。 



■ [メインボリューム] 

スライダーバーを左ちにドラッグし、音量を調節します。画]ボタンをク U ックす 
ると、消音（ミュート）のオン/オフを切り替えます。 

■ [デフオルトデバイスの設定]ボタン 

ク U ックすると、再生装置（デバイス）や録音装置（デバイス）として設定します。 
初期状態では、再生装置（デバイス）として[スピーカー]、録音装置（デバイス） 
として[マイク]び設定されています。 
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パ本操作を覚えよラ 



































o サウンド 


■ [ U ボタン 

ク u ックすると、八ードウェアやソフトウェア、言語などの情報を確認することび 
でさます。 

■居]ボタン 

ク U ックすると、オーディオ機能び使われていないときに、コンピュータの才一 
ディ オコン 卜□ーラを省電カモードに移行させることびでさます。初期状態では、 
コンピュータびバッテ U 駆動の場合に、オーディオの省電力び有効になるよラに設 
定されています。 

■[スピーカー設定]タブ 

手順 0 で [スピーカー]タブを選択した場合に、表示されます。田ボタンをク 
U ックすると、内蔵スピーカやへッドホンか日正しくサウンドび再生されるかを確 
認することびできます。 

■ [ MaxxAudio ] タブ 

音響補正技術 「 MaxxAu 出 0 」の設定を行います。 



• [ MaxxAudio ] ボタン（货 )） 

「 MaxxAu 出 0 」の機能全体のオン/オフを行います。 

• MaxxBass 

低音を増幅する 「 MaxxBass 」 のオン/オフ、レベルの調節を行います。 

• MaxxTreble 

高音を増幅する 「 MaxxTreble 」 のオン/オフ、レベルの調節を行います。 

• MaxxVolume 

音量を聞きやすいレベルに自動調節する 「 MaxxVolume 」 のオン/オフを行い 
9 〇 

• [設定のリセット]ボタン 

「 MaxxAu 出 0 」のすベての機能を購入時の状態に戻します。 

• [内部スピーカー]など 

[ MaxxAudio ] タブの画面も側は、 「 IVIaxxAu 出〇」び補正している機器名を表 
术しています。 


▼ 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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o サウンド 


(表示例） 

• [MaxxAudio] ボタン（感)） 

「MaxxAu 出0」の機能全体のオン/オフを行います。 

• [MaxxEQ] ボタン 

riVlaxxEQJ のオン/オフを行います。 

• [Frequency」 

増減の起点となる周波数を指定します。調整可能範囲は、1己 Hz 〜22000 Hz です。 

• [Gain] 

[Frequency] で設定した周波数における増減量（単位： d 日）を設定します。 
調節可能範囲は、-18づ日〜18祀です。 

• [Type] 

フィルタタイプを選択します。選択できるフィルタは、ベルフィルタ （Bell 
Filter). □-パスフィルタ （Low Pass Filter)、 八イパスフィルタ (High 
Pass 円 Iter） の3種類です。 

•ベルフィルタ : [Frequency] で設定した周波数を頂点とした山形の 

フィルタです。 [Frequency] で設定した周波数びもっと 
も強く（または弱く）なります。2〜4バンドはベルフィ 
ルタに固定されています。 

-□-パスフィルタ： [Frequency] で指定した周波数じ(上を急激に下げます。 

よって、形状は [Frequency] 付近び崖のようになりま 
す。効まとしては高周波び聞こえなくなりますので、あま 
り [Frequency] の値を下げないことをおすすめします。 
•八イパスフィルタ： [Frequency] で指定した周波数じ(下を急激に下げます。 

効果としては低周波び聞こえなくなりますので、あまり 
[Frequency] の値を上げないことをおすすめします。 


なお、 MaxxEQ は本製品で最適な設定となるよラにあらかじめ調整されています。 
設定変更の必要性を感じない場合は、購入時の設定のまま使っていただくことをお 
すすめします。 



■ [ MaxxEQ ] タブ 

音響補正技術 「MaxxAu 出0」に含まれる周波数補正機能 「MaxxEQ」 の設定を行 
います。 MaxxEQ は、音声の特定の周波数成分に巧して増減を行ラことで音色を 
変化させる機能で、一般的には「イコライヴ」と呼ばれています。 



クミの基本操作—至ラ 














































o サウンド 


脚 

[ Q ] はフィルタタイプび r ベルフィルタ」に設定されている場合、山あの形状 
を変更します。具体的には [ Q ] の値びルさくなると山のお野び広びるお巧にな 
り、効果としては広範囲の周波数帯域にミ度る補正び巧能になります。 [ Q ] の値 
び大きくなると山のお野び狭まった鋭い角のよラなあ状になり、効果としては特 
定周波数にしぼったピンポイントの増減び可能となります。民生機器での一般的 
なグラフィックイコライヴのよラな効まび欲しい場合は [ Q ] を4.□じ(上に設定 
してください。調整可能範囲は、 0.4 〜 6.0 です。 


百 


• [設定のリセット]ボタン 

「 MaxxEQ 」 のすベての設定を購入時の状態に戻します。 

■[デフォルトフォーマット]タブ 

ヴウンドのヴンプ I 」ング周波数やビット深度を変更することびでさます。 

[ OK ] ボタンをクリックする 


MiM Dolby Sound Room にごいて 


フ□ントオペレーシヨンパネルのドルビーボタンに触れる 


四： 


■ 


づ 》) が 公/〇 国 DOLBY 


ドルビーボタン- 

「Dolby Control Center 」 が表示されます。 

[スタート]ボタン（巧！）一 [すべてのプ□グラム] 一 [ Dolby ] 一 [Dolby Control 
Center ] 一 [Dolby Control Center ] をク U ックして起動することもできます。 

■ Dolby Control Center 

音響補正技術 「Dolby Sound Room 」 の設定を行います。 



(表示例） 

[Sound Space Expander ] ボタン 

広びりのあるサラウンド効果を作り出す 「Sound Space Expander 」 をオン/ 
オフします。内蔵スピーカーび有効になっている場合に使えるよラになります。 
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o サウンド 


• [Dolby Headphone ] ホタン 

広がりのあるサラウンド音響をへッドフオン環境で作り出す 「Dolby Headphone ] 
をオン/オフします。 

• [Natural Bass ] ボタン 

低音を増幅する 「Natural Bass 」 のオン/オフを行います。 

• [Bass Boost ] スライタ‘ 

Natural Bass のレベルを調節します。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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本製品では次のメディアカードをブ u ツジメディアス□ットに差し込んで、データの読み出し 
や書さ込みびでさます。 


SD メモ I 」力ード*1 
SDHC メモ I 」力一 K * 


メモ I 」ースティック 
メモ1」ースティック PRO 


r を、 

- 

、 LOCK 

1 


*1 着作権な護巧術 CPRM に対応しています。 
7ルチメディアカード 


xD - ピクチャーカード 



次のメディアカードは、市販のアダプタを装着すると、本製品のブ U ツジメディアス□ツトで 
ち使用でさます。必ずアダプタを装着した状態でご使用ください。 


min 旧 D メモ I 」力ード 

SD メモ I 」力ードサイズの min 旧 D メモ I 」 

カード用のアダプタを使用します。 


microSD メモ I 」力ード 

SD メモ I 」力ードサイズの microSD メモ I 」 

カード用のアダプタを使用します。 



つ 


午 


•ろ、 





メモ U - スティックデュオ/メモ U - スティック PRO デュオ 
メモ U —スティックデュオアダプタを使用します。 


INSERT 


Memory Stick Duo Adaptor 


MemdryStickPRQDud 




アダプタの装着や使巧方法は、メディアカードの取扱説明書を確認してください。 



いろいろなタディアカードをほ5 

-ブ U ツジメディアス□ツトー 


パソミ Q 基本操作養えよラ 
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FI いろいろなメディアカードを使う -ブリ ッジメディアス□ット - 


それぞれのメディアカードで使用できる容量については [dynabook * * * * (お使いの機種 
名）シ U —ズをお使いのかたへ』を確認してください。 

コンパクトフラッシュメモ U 力ードなどは使用できません。使用する場合は USB 経由で周辺機 
器（デジタルカメラなど）を接続するか、専用のカード U —ダーをご使用ください。 


1 


メディアカードをほラ前 I 





メディアカードの使用にあたって 


あらかじめ、附録 0- 团メディアカードを使う前に」をお語してください。 


新品のメディアカードは、メディアカードの規格に合わせてフォーマットされた状態で販売さ 
れています。 

フォーマットとは、メディアカードにトラック番号やへッド番号などの基本情報を書き込み、 
メディアカードを使えるようにすることです。 

再フォーマットをする場合は、メディアカードを使用する機器（デジタルカメラやオーディオ 
プレーヤなど）で行ってください。 

SD メモ U 力ードと SDH 巳メモ U 力ードは、再フォーマットをするときに r 東芝 SD メモ U 力一 
ドフォーマット」 も使用できます。 

r 東芝 SD メモ U 力ード フォー マット」については、体項-「東芝 SD メモ U 力ード フォー マット」 
を使ってフォーマットする」をご覧ください。 

I r ま芝 SD メモリカードフオーマット J をほってフオーマツトする 




フオーマツトするにあたって 


あらかじめ、附録日-1 3 I-I 
いて」を確認してください。 


I- SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードのフオーマツトにつ 


Q SD メモリカード/ SDHC メモリカードをセットする 

SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使用するアプリケーシヨンを 
起動している場合は終了する 

[スタート]ボタン一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] 
一[ユーテイリテイ] 一 [ SD メモリカードフオーマット]をクリック 
する 

[東芝 SD メモ U 力ードフオーマット]画面び表示されます。 
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FI いろいろなメディアカードを使う-ブ U ッジメディアス□ット- 


フォー マッ 卜したい SD メモリカード/ SDHC メモリカードびセットさ 
れているドライブを確認し①、必要に応じてフォーマットの種類を設定 
し②、[スタート]ボタンをクリックする ③ 


*1(1 ゴち乏 SD メモリカードフオーマット 


图 


M 


ドライブ 


X：¥ 


をき: 


XXXMB 


フォー7ットすブシヨン 
〇巧易フォーマット (Q) 


売をフォーマットの 


スタ-卜だ）I じご7ご 


-① 


-② 


-③ 


• 簡易 フォー マット 

ファイルの削除のみを行い、すべての領域の初期化は行われません。 

• 完全フォーマット 

SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードのすべての領域を初期化します。簡易 
フォーマットに比べて、フォーマットに時間びかかります。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

フォーマットび開始されます。 

画面下のバーは進行状況を示しています。フォーマットび完了すると、メッセージび 
表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

これで、フォーマットは完了です。 

フォーマットを終了する場合は、[終了]ボタンをク U ックしてください。 


2 


メディアカードのセツトと取り出し 


ブ u ツジメディアス□ットに関する表巧 


パソコン本体に電源び入っている場合、ブ U ツジメディアス□ツトに挿入したメディアカード 
とデータをやり取りしているときは、ブ U ツジメディア □ LED び点灯します。 
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El いろいろなメディアカードを使う-プリッジメディァス□ット- 




操作にあたって 


あらかじめ、「付録 0- 回- ■■ メディアカードの操作にあたって」を艦忍してください。 


セツトずる 


コネクタカバ’一の手前側を押す 

コネクタカノ（一び開さます。 



メディアカードの表裏を確認し、表を上にして、ブリッジメディアス 
□ットに挿入する 

奥まで挿入します。 



• min 旧 D メモリカード、 micraSD メモ U 力ードは、 SD メモリカードサイズのアダプタ 
び必要です。 

メモ U - スティックデュオ、メモ U - スティック PRO デュオは、メモ U - スティック 
デュオアダプタび必要です。 

アダプタを使用せずに直接挿入すると、取り出せなくなります。 
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いろいろなメディアカードを使う-ブリッジメディァス□ット- 


D 七ットしたメディアカードの巧客を見る 

著作権保護*'を必要としない画像や音声、テキストなどの一般的なファイルは、巧の手順で見 
ることびでさます。 

* 1 SD メモ U 力ード、メモ U - スティックの場合 

[スタート]ボタン（偽）一[コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面び表示されます。 

メディアカードのアイコンをダブルクリックする 

iU 下の名称は表示の一例です。異なる名称び表示される場合びあります。 


SD メモ I 」力ード 
SDHC メモ I 」力ード 
メモ I 」ースティック 
メモ I 」ースティック PRO 
xD - ピクチャーカード 
マルチメディアカード 


セキュリティで保護された記憶域デ y (イス 
セキュリティで保護された記憶域デ y (イス 
リムーバブルディスク 、 MemoryStick 
U ムーバブルディスク 、 MemoryStick PRO 
U ムーバブルディスク、 xD - 円 cture Card 
U ムーバブルディスク 、 MMC 


读示例） 


セツトしたメディアカードの内容び表示されます。 


メモ 


• メディアカードによっては、ブ U ッジメディアス□ットにセットすると、自動的に内容び表示されたり、 
メディアカードに巧ずる操作を選がする画面び表示される場合びあります。選が画面び表示されたと 
きは、[フォルダを開いてファイルを表示]を逞択してください。 


巨動ミを 


~[r ご { お V j 


MMC(X：) 


因ピクチでに対しては萬に夕の動かを巧ラ: 
ピクチでのオプション- 


追! 

I 巧 

m 


画巧の巧り込み 
-Windows ほ用 

面がのま示 
-Window が用 

画巧の表ち 

-Windows Media Center ほ用 


さおのブプシヨン 


ル線示 


コント □- ルバネルで有由]巧牛の駐ぞぞ巧志します 


(表示例） 
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いろいろなメディアカードを使う-プリッジメディァス□ット- 


取り出ず 


メディアカードに保をしているファイルを使用していたり、ウィンドウを開いたりしていると、 
取り出しびでさません。 

ウィンドウやファイルを閉じてか日、操作を行ってください。 

メディアカードの使用を停止する 

① [スタート]ボタン（〇)一 [コンピュータ]をクリックする 

[コンピュータ]画面び表示されます。 

② メディアカードのアイコンをちクリックし ①、 [を全に取り外す]をクリックする ② 


3 


t キユりテイでを塞された記巧 
巧デバイス （X0 


西く (〇) 

エクスブ □ -ラが） 

臣巧ち生をおくが)… 

ミ乏 SD メモリカードフォーマツト (M) 


-① 


紳(か.. 

ポータスレデバイスとして巧く 


つ**—ブ W 、 fA 、 


g 全に巧り巧す间 


切り巧り (T) 

コビーの 

シヨー トカジトの巧ま (S) 
る前のをさ (M) 

プロパティ(の 


-⑤ 


读示例） 


通知領域に[八ードウエアの取り外し]のメッセージび表示されます。 

コネクタカバーを閉じている場合は、手前側を押して開ける 


メディアカードを巧す 

カードびかし出てさます。そのまま手で取り出します。 

コネクタカパ’一を閉じる 

カチッと音びするまで巧して<ださい。 



パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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本製品には、 rweb カメラ」び内蔵されています。 

専用のアプ U ケーシヨンを使ラと、インターネット経由で映像を送ったり、ビデオチャットを 
巧"つたりでさます。 



了 

本製品には、 Web カメラ用のアプ U ケーシヨンび用意されています。 

■起動方法 

フ□ントオペレーションパネルのカメラボタンに触れてください。 



通知領域に[カメラ補助アプ U ケーシヨン]アイコン（四）び表示され、 Web カメラび映し 
ている映像の画面び表示されます。 

[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム]一に amera Assistant Software ] 一 
に amera Assistant Software ] をク U ックして起動することもできます。 

この場合は、通知領域に[カメラ補助アプ U ケーシヨン]アイコン（匹])び表示されます。 


パソ n ンの基本操作を覚えよラ 
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【囚 Web カメラを使ラ 


ポインタをデスクトップの左上の方へ移動すると、次の [Web Camera ] メニューび表示さ 
れます。 

r ~^ [Web Camera ] メニューは、通知領域の[カメラ補助アプ U ケーシヨン]アイコ 
ン（至!）をダブルク U ックすると、一時的に表示されます。 

[カメラを始動する]ボタン（正）をク U ックすると、 Web カメラび映してい 
る映像の画面び表示されます。 


臨圃ボタン ( r を D でスムーズに録画できない場合は、次の設定を行ってください。 

① [Web Camera ] メニューの[設定]ボタン（少）をク U ックする 

② [ビデオ]タブの[解像度]で「己40 X 480」 L ソ下の値を設定する 

③ [□ロボタンをク U ックする 

[解像度]を「800 X 600」じ(上に設定すると、八ードディスクへ書さ込むデータ量び多 
くなり、スムーズに録画されない場合びあります。 

‘薄暗い環境で撮影、録画するとさは、次の手順で「ナイトモード」を設定すると、より明る 
く、ノイズを軽減して撮影することびできます。 

① [Web Camera ] メニューの[プ□パティ]ボタン（巧）をク U ックする 
③[オプション]タブの[ナイトモード]をチェックする 
③[□ロボタンをク U ックする 

「ナイトモード」を設定して臨圃ボタン ( HiH ) をク U ックし、録画をする場合、]秒 
あたりのフレーム数びかなくなります。そのため、録画した映像ファイルの動さびスムーズ 
に感じられない場合びあります。 


霉 
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【囚 Web カメラを使ラ 


因 


顔照合機能 


Web カメラを使うアプ U ケーシヨンに、 「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 という顔照合機能 
びあります。 

顔照合とは、顔を Web カメラに映して登録し、登録した顔で Windows の□グオン時などに照 
合させることびできる機能です。顔照合機能を使用することによってパスワードなどの入力を 
省略し、簡単に□グオンすることび巧能になります。 

なお、本機能はセキュ U ティを目的とした Windows パスワードの置き換えには適しません。 
詳しくは付録のミ主意事項をお読みになり、ご利用ください。 




顔照合機能の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra 顔照合機能について」をお認してください。 


起動方ミ去 


「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 を起動するには、なの手順を実行してください。 

[スタート]ボタン（@>)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [TOSHIBA Face Recognition] をクリック 
する 

操作方法の詳細は、 「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 のヘルプを参照してください。 


ヘルプの起動方法 


「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 のヘルプを起動するには、巧の手順を実行してください。 

[スタート]ボタン（恒 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリテイ] 一 [TOSH 旧 A Face Reco 邑 nition ヘルプ]を 
クリックする 
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国ネットワークの世巧へ 

本製品に搭載されている通信に関する機能を説明しています。 

プ□-ドバンドでインターネットに接続する方法や、ほかのパソコン 
と通信する方法について紹介します。 


1ネットワークで広がる巧巧 
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トワークで応がる世巧 



会社や家庭でそれぞれ自分専用のパソコンを持っている場合、]つのプ U ンタを共有したいと 
きや、インターネット接続を使いたいときは、ネットワークを使ラと便利です。 


LAN ち続はこんなに便利 


会社や家庭でそれぞれび自分専用のパソコンを持っている場合や、ひとりで複数のノ（ソコンを 
持っているなど、複数のパソコンびあるときは 、 LAN (Local Area Network ) を使うと便利 
です。 

LAN 機能にはケーブルを使った有線 LAN と、ケーブルを使わない無線 LAN びあります。 



娘続例） 

■有線 LAN 

有線 LAN の機能や LAN ケーブルの接続については、 r 本節区]ブ□ー ドバンドで接続する」を 
参照してください。 

■無線 LAN 

無線 LAN とは、パソコンに LAN ケーブルを接続しない状態でもネットワークに接続できる 、ヮ 
イヤレスの LAN 機能のことです。モデムやルータの位置とは関係なく、無線通信のエ U ア内で 
あればあ日ゆる場所か日コンピュータを LAN システムに接続できます。 

無線 LAN ルータや無線 LAN アクセスポイント（市販）を使用することによって、パソコンから 
ワイヤレスでネットワーク環境を実現できます。 

ネットワークに接続したあとに、ファイルの共有の設定や、ネットワークに接続しているプリン 
夕などの機器の設定を行う必要びあります。ネットワーク機器の接続先やネットワークの詳し 
い設定については、[スタート]ボタン （©) 一 [ヘルプとサポート]をク I 」ックして、 
『 Windows ヘルプとヴポ ー ト』を参照してください。 

ネットワークに接続している機器の設定は、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

また、会社や学校で使用する場合は、ネットワーク管理をに確認してください。 
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I ■ネットワークで広がる世巧 


ブ□ードバンドで接続する 


本製品には、ブ□ー ドバンド接続などに使用する LAN 機能び搭載されています。 

本製品の LAN コネクタにブ□ー ドバンドの回線機器やブ□ー ドバンドルータなどを LAN ケープ 
ルで接続することびでさます。 

また、本製品の LAN 機能は 、 Gigabit Ethernet り000日 ASE - T)、Fast 曰 hemet 
(100 BASE - TX ). Ethernet (1 OBASE - T ) に対応しています。 LAN コネクタに LAN ケーブ 
ルを接続し、ネットワークに接続することびできます 。 Gigabit Ethernets Fast Ethernet 、 
Ethernet は、ご使用のネットワーク環境（接続機器、ケーブル、ノイズなど）により、自動で 
切り替わります。 


mm LAN ケーブルを接続ずる 


•あらかじと 


LAN ヶーブルの使用にあたって — 

あらかじめ、附録 D - D 有線 LAN について」を確認してください。 


LAN ケーブルをはずしたり差し込むとさは、プラグの部 
分を持って行ってください。また、はずすときは、プラ 
グの□ック部を巧しなびらはずして<ださい。ケーブル 
を引っ張日ないでください。 



Q パソコン本体に接続されているすべての周辺機器の電源を切る 

Q LAN ケーブルのプラグをパソコン本体の LAN コネクタに差し込む 

n □ック部を上にして、「カチッ」と音びするまで差し込んでください。 



Q LAN ケープルのもう一方のプラグを接続巧のネットワーク機器のコネ 
■ クタに差し込む 

I 接続する機器の名称やじ(降の設定はプ□バイダによって異なります。詳しくは契約し 
I ているプ□バイダにお問い合わせください。 





























I ■ネットワークで広がる世巧 


動作げ態を確認するには 


LAN コネクタの両脇には、 LAN インタフェースの動作状態を示す2つのに D びあります。 
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ワイヤレス（無線） LAN をほラ 


■■無線 LAN を使ってみよう 

本製品の無線 LAN モジュールの仕様にっいては、「付録 O n 無線 LAN の概要」と 
『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を確認してください。 


A 警告 


無線 LAN モジュールび内蔵されている製品をお使いになる場合、む臓ペースメーカを装着 
している方は、む臓ぺースメーカの装着部位か 5 22 cm じ(上離す 

電波によりペースメーカの動作に影響を与えるおそれびあります。 


飛行機の中や電波の使用び制限されている場所では、ワイヤレスコミュニケーションスイッチ 
を OFF 側にして、電波の発信を止めるようにしてください。 




無線 LAN のご使用にあたって 


あらかじめ、「付録 D - ra 無線 LAN について」を確認してください。 

『安むしてお使いいただくために』に、セキュ1」ティに関してのま意事項や使用上の注意事項を 
説明していまず。 

無線 LAN を使用する場合は、その記述を読んで、セキュ U ティの設定を行ってください。 
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I ■ネットワークで広がる世界 


本体前面にある、ワイヤレスコミュニケーシヨンスイッチを On 側にス 
ライドする 



LU 降の無線の設定方法には、なの2種類びあります。 

•「 Confi 邑 Free 」 を使う 
• Windows 標準機能を使ラ 

rconfi 旨 Free 」 を使って設定する場合は、体項■■■役立つ操作集- Confi 呂 Free 」 
を参照してください。 

また、 Windows 標準機能を使って設定する場合は、[スタート]ボタン（@)一 
[ヘルプとヴポート]をク U ックして、 『 Windows ヘルプとサポート』を参照してく 
ださい。 
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I ■ネットワークで広がる世巧 


\〇役立つ操作集 


ConTi 邑 Free 

本製品に用意されている 「 Confi 目 Free 」 を使ラと、近隣の無線 LAN デバイスを検出したり 、 LAN 
ケーブルをはずずと自動的に無線 LAN に切り替えるなど、ネットワーク設をに便利な機能び使えます。 
詳細については、「ファーストユーヴーズガイド」をご覧ください。 

「 Confi 邑 Free 」 は、コンピュータの管理者のユーヴアカウントで使用してください。 


ファーストユーザーズガイドの起動ち法 

①[スタート]ボタン（〇)一 [ずべてのプログラム] 一 [ TOSHIBA ] 
に onfi 邑 Free ファーストユーヴーズガイド]をク U ックする 


[Corm 宮 Free ] 


rConfigFreeJ の起動方法 

購入時の状態では、 Windows を起動すると通巧領域に 「 Confi 巨 Free 」 のアイコン （ g ) び表示 
されています。 

に onfi 目 Free 」 を終了させた場合は、次の手順で起動してください。 

①[スタート]ボタン（呀）一[すべてのプ□グラム]- [ TOSHIBA ] -に onfi 吕 Free ] 一 
に onfi 旨 Free トレイ]をクリックする 


U セキュリティの設定 

無線 LAN 機能を使用する場合、セキュ U ティ設定を行ラことをおすすめします。 

セキュ U ティの設定を行っていない場合、さまざまな問題び発生する可能性びあります。 

無線 LAN 製品ご使用時におけるセキュ U ティに関するごを意 
『をむしてお使いいただくために』 

これらの問題に対応するためには、無線アクセスポイント、無線 LAN カードの双方で通信デー 
夕の暗号化などのセキュ U ティび必要になります。 

本製品には、無線 LAN を使用するにあたっての問題に対応するためのセキュ U ティ機能び用意 
されています。 

なのセキュ U ティ設定を行い、セキュ U ティ機能を有効にして本製品を使用すれば、それらの 
問題び発生する可能性をおくすることびできます。 

あらかじめアクセスポイントに接続した巧態で、巧のよラに設定してください。 

無線アクセスポイントのセキュ U ティ設定方法『無線アクセスポイントの取扱説日月書』 


[コント□ールパネル]をクリックする 


Q [スタ-卜]ボタン（@) 

[每•ネットワークの状態とタスクの表示]をクリックー画面左の 
[ネットワーク接続の管理]をクリックする 

現在のネットワークへの接続状態び表示されます。 

ワイヤレスネットワ-ク接続]アイコンをちクリックし、表示さ 
れたメニューから[状態]をク U ックする 

[ワイヤレスネットワーク接続の状態]画面び表示されます。 
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I ■ネットワークで広がる世界 


Q [ワイヤレスのプ□パティ]ボタンをクリックする 

巧 [セキュリティ]タブを選択し、セキュリティと暗号化の種類を選択し 
Q てセキュリティを設定する 

選択する項目、データ暗号化の方式、ネットワークキーの詳細については、お使いになる無線 
アクセスポイントの取扱説明書を確認のラえ、正しく設定してください。正しく設定していな 
い場合、無線アクセスポイントに接続でさない場合びあります。 


ネットワ—クの世界へ 
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旧巧巧おを巧つで傑巧を店げよ 3 

パソコンでできることをさ5に広げたい。 

そのためには周辺機器を接続して、機能を拡張しましよう。 

本製品に取り付け5れるさまざまな周辺機器の紹介と、よく使ラ周辺 
機器の取り付けかたや各種設定、取り扱いについて説明しています。 


1周辺機器を使う前に . 74 

2 USB 対応機器を使う . 7已 

3 eSATA 対応機器を使う . 78 

4し LINK (IEEE 1394) 対応機器を使う . 80 

已マイク□ホンやへッドホンを使う . 82 

巨光デジタル対応機器の接続 . 86 

7才ーディオ機器の接続 . 89 

8 ExpressCard ^1^5. 93 

9テレビの接続 . 96 

10が部ディスプレイの接続 . 10已 














本製品で使用でさるおちな周辺機器は、次のとおりです。 

• メモ I 」 

メモ U の増設『取扱説明書1章0 メモリの増設』 

• USB 対応機器 

USB 対応機器「本章0 USB 対応機器を使5」 

• eSATA 対応機器 

mm - eSATA 対応機器「本章0 eSATA 対応機器を使ラ」 

•し LINK (IEEE 1394) 対応機器 

し LINK (IEEE 1394) 対応機器「本章 □ し LINK ( IEEE 1394) 対応機器を使う」 

•マイク□ホンとヘッドホン/光デジタル対応機器 （ MD レコーダ、 MD コンポなど) 
/オーディオ機器 

「本章0マイク□ホンやへッドホンを使ラ/本章0光デジタル対応機器の接続 
/本章0オーディオ機器の接続」 

• ExpressCard 

ExpressCard 「本章 Q ExpressCard を使う」 

♦テレビ 

テレビの接続「本章日テレビの接続」 

•外部ディスプレイ 

外部ディスプレイの接続体章の外部ディスプレイの接続」 


周辺機器とは、パソコンに接続して使ラ機器のことで、デバイスとちいいます。周辺機器を使 
うと、パソコンの性能を高めたり、パソコンび持っていない機能を追加することびできます。 
周辺機器には、パソコンのカバーを開けて、パソコンの中に取り付ける内蔵方式のものと、パ 
ソコン本体の周囲にあるコネクタや端テ、ス□ットにつなぐ外付け方式のちのびあります。 


■ 内蔵方式のもの 

• メモ I 」 


ルツテ U 


■外付けち式のちの 

本製品のインタフェースにあった周辺機器をご利用ください。 

周辺機器によっては、インタフェースなどの規格び異なることびあります。インタフェースと 
は、機器を接続するときのケーブルやコネクタや端子、ス□ットのお状などの規格のことです。 
購入される際には、目的にあった機能を持ち、本製品に対応している周辺機器をお選びください。 
周辺機器び本製品に対応しているかどラかについては、その周辺機器のメーカに確認してください。 

コネクタの仕様について「付録0さインタフエースの仕様」 


周辺機器の取り付け/取りはずしにあたって 


あらかじめ、「付録 11-1 ■周辺機器について」を確認してください。 



周巧機巧をほ3巧に 


広げよラ 


周辺機器を使って 
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USB が応機巧をほミ 


USB 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびでさます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバの有無をチェックし、自動的にイン 
ス I -ールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 

USB 対応機器には次のよラなちのびあります。 

• USB 対応マウス • USB 対応プ U ンタ 

• USB 対応スキヤナ • USB フラッシュメモ U など 

本製品の USB コネクタには USB 2 .□対応機器と US 日 1.1 対応機器を取り付けることびできます。 
USB 対応機器の詳細については、 『 USB 対応機器に付属の説明書』を確認してください。 




USB 対応機器の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 n - 


US 目対応機器の操作にあたって」を確認して<ださい。 


祖 USB の常時給電 


(未）アイコンび付いている USB コネクタでは、パソコン本体の電源び OFF の状態（スリープ 
状態、休止状態、シャットダウン状態）でも、 USB コネクタに USB バスノの一 ( DC 已 V )を 
供給することびでさます。 

本機能を利用して、 USB に対応する携帯電話や携帯型デジタル音楽プレーヤなどの外部機器の 
使用および充電びでさます。 

* USB ケーブルは本製品に含まれていません。別途ご使用の機器に対応したケーブルを準備してください。 
なお、外部機器によっては本機能を使用できない場合びあります。 




USB の常時給電について 


あらわ、じめ、「付録 D - 


US 目の常時給電について」を確認してください。 


取り付け 


US 己ケーブルのプラグを US 己対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 USB 対応機器についての詳細は、 『 USB 対応機 
器に付属の説明書』を確認してください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 


▼ 
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Q USB 対応機器を使ラ 


口 左側面の US 己コネクタを使用する場合は、コネクタカバーの手前側を 
押す 


コネクタカノ（一び開さます。 



USB ケーブルのをう一方のプラグをパソコン本体の US 己コネクタに差 
し込む 

プラグの向さを確認して差し込んでください。 




周辺機器を使って機能を広げよラ 
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H USB 対応機器を使う 


取りはずし 


USB 対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアのま全な取り外し]アイコン（〇)をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （ B ) び表おされない USB 対応機器は、巧の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 



② 表示されたメニューか5 [XXXX (取りはずす USB 対応機器）を安全に取り外し 
まず]をク U ックする 

③ r このデバイスはコンピュータか日を全に取り外すことができます。」のメッセー 
ジが表示された5、 [0 K ] ボタンをクリックする 

Q パソコン本体と US 己対応機器に差し込んである US 己ケーブルを巧く 

左側面の USB コネクタを使用していた場合は、コネクタカバーを閉じ 
る 

カチッと音びするまで巧してください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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eS AT A が応煤巧をほう 


eSATA 対応機器は、電源を入れたままの取り付け/取りはずしびできます。 

また、新しい周辺機器を接続すると、システムびドライバの有無をチェックし、自動的にイン 
ス I -ールを行ラプラグアンドプレイに対応しています。 
eSATA 対応機器には次のようなものびあります。 

• eSATA 対応八ードディスクドライブ など 

eSATA 対応機器の詳細については、 『 eSATA 対応機器に付属の説明罰を確認してください。 



1 


eSATA 娜艦の操作に E わて 

•あらかじめ、「付録 n - U - eSATA 対応機器の操作にあたって」を確認してください。 


I ■■取り付け 

を 


使 

二） 


本製品の eSATA コネクタは、 USB コネクタを兼ねています。 
mm 「本章0 USB 対応機器を使ラ」 


て 


お 

を 

広 

げ 

ぶ 

ラ 


V eSATA ケーブルのプラグを eSATA 対応機器に差し込む 

この手順び必要ない機器もあります。 eSATA 対応機器についての詳細は 、 『eSATA 
対応機器に付属の説明書』を確認してください。 

口 eSATA ケーブルのもう一方のプラグをパソコン本体の eSATA コネク 
W 夕に差し込む 

M プラグの向さを確認して差し込んでください。 
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B eSATA 対応機器を使う 


取りはずし 


eSATA 対応機器の使用を停止する 

①通知領域の [A— ドウエアのま全な取り外し]アイコン（〇)をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （ g ) び表示されない eSATA 対応機器は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 



② 表示されたメニューか5 [XXXX (取りはずす eSATA 対応機器）をま全に取り外 
します]をク U ックする 

③ r このデバイスはコンピュータか日を全に取り外すことびできます。」のメッセー 
ジが表示された5、 [0K] ボタンをクリックする 

パソコン本体と eSATA 対応機器に差し込んである eSATA ケーブルを 
巧く 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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化の 334) 巧議お 


し LINK ( IEEE ] 3目 4) コネクタ（し LINK コネクタとよびます）に接続します。 

し LINK ( IEEE 1394) 対応機器 （ LLINK 対応機器とよびます）には;欠のようなものびあります。 
• し LINK 対応デジタルビデオカメラ 
•し LINK 対応八ードディスクドライブ 
• し LINK 対応 M 0 ドライブ 
•し LINK 対応プ U ンタ など 

し LINK 対応機器の詳細については、『し LINK 対応機器に付属の説明罰を確認してください。 




操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D — 
ださい。 


i.LINK (IEEE 1394) 対応機器の操作にあたって」をお認してく 


取り付け 


コネクタカバーの手前側を押す 

コネクタカパーび開さます。 



ケーブルのプラグをパソコン本体の i.LINK コネクタに差し込む 



百 


プラグの向さを確認して差し込んでください。 

ケーブルのもう一方のプラグを i.LINK 対応機器に差し込む 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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Qi.LINK ( IEEE 1394) 対応機器を使う 


Q パソコン本体とし LINK 対応機器に差し込んであるし LINK ケーブルを巧く 


コネクタカパ’一を閉じる 

カチッと音びするまで巧してください。 


mm し LINK によるネットワーク接続 

システムの S ) び Windows Vista でし LINK コネクタびあるパソコン同±をし LINK 
( IEEE ] 394) ケーブルで接続すると、2台で通信びでさます。ネットワークの設定について 
は、[スタート]ボタン （©) 一 [ヘルプとサポート]をク U ックして、 『 Windows ヘルプと 
サポート』を参照してください。 

コネクタカバーの手前側を巧す 

コネクタカパーび開さます。 

Q ケーブルの一方のプラグをパソコン本体のし LINK コネクタに接続する 

ケーブルのをう一方のプラグを、接続する機器のし LINK コネクタに接 
続する 


取りはずし 


し LINK 対応機器の使用を停止する 

① 通知領域の [A— ドウエアのま全な取りがし]アイコン （H) をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （0) び表示されない i.LINK 対応機器は、巧の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 



② 表示されたメニューか5 [XXXX (取りはずすし LINK 巧応機献をま全に取り外し 
まず]をク U ックする 

③ r このデバイスはコンピュータか日を全に取り外すことびできます。」のメッセー 
ジが表示された5、 [OK] ボタンをクリックする 



周辺機器を使って機能を広げよラ 1 
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マイク入力端子には、マイク□ホンを接続できます。本製品にはサウンド機能び搭載されてい 
ます。パソコン上で録音するとさの音量を調整でさます。 
mm サウンド機能についてに章0サウンド」 

本製品のマイク入力端テは、オーディオ入力端テを兼ねています。 
mm 「本章 □-[!] 才ーディオ入力端子に接続する」 

■■ 使用でをるマイク□ホン 

本製品で使用でさるマイク □ ホンはなのとおりです。 

■ •モノラルマイクのみ使用できます。 

，‘：^''1 • プラグは直径3.已 mm 3 極ミニジヤックタイプび使用できます。 


3極ミニジャック 


直径3.已 mm 2 極ミニジャックタイプのマイク□ホンでもマイク 
□ホン本体にバッテ U などを内蔵し、電源供給を必要としない 
7イク□ホンであれば使用できます。 


2極ミニジャック 


音声認識ソフトとあわせて使用する場合は、各アプ U ケーシヨンの取り扱い元び推奨するマイ 
ク□ホンを使用してください。 



5 I マイク□ホンやヘッドホンをほ 3 



n [マイク□ホンを使う 


本製品には、マイク□ホンやヘッドホンを接続できます。 

マイク□ホンやへッドホンを使ラと、音声ソフトや音声を使ったチヤットを行ラことができます。 


周辺機器を使って機能を広げよラ 
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且マイク□ホンやへッドホンを使ラ 


接続する 


マイク□ホンのプラグをマイク入力端子に差し込む 



デバイス選択画面と旧 ealtek HD オーディオマネージャ]画面び表示されます。 


デバイス選択画面で[マイク入力]をチェックし、 [0 K ] ボタンをク 
リックする 

旧 ealtek HD 才ーデイオマネージャ]画面では、パソコン上で録音するときの音量 
を調整できます。引き続き設定を行ラ場合は、 r 本項匪■パソコン上で録音すると 
さの音量調整」を確認してください。 
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B マイク□ホンやへッドホンを使う 


打[スタ-卜]ボタン（獻 


[コント□ールパネル]をクリックする 


[巧•八ードウエアとサウンド]一[酔 Realtek HD 才ーデイオマ 
ネージャ]をク U ックする 

[Realtek HD オーディオマネージャ]画面び表示されます。 


[マイク]タブの[録音ボリューム]のつまみで音量を調節する 


み] Realtek HD スーデイスマネージで 

隱* J 非. 


f S 音巧 y ユー 

I L 导‘ 


口マけ J 


H 3- ‘ 


囲西) 


困 


恒囑 i ご 


7イ规まテフ * ルトお—巧卜 


V 音 g エコーキ P ンた •) し 
がお I がの録音からち 
効にな0ます， I 
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♦ 


m 

% 


因田 


读示例） 


[0K] ボタンをクリックする 


取りはずし 


マイク入力端子か5マイク□ホンのプラグを巧く 




匯邏パソコン上で録音ずるとをの音量調整 

接続したマイクか日録音をする際の音量を調節でさます。 

I 設定方法 
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且マイク□ホンやへッドホンを使ラ 


2 


へツドホンをほラ 


へッドホン出力端モにへッドホンを接続すると、音楽や音声を聞くことびできます。 
へッドホンのプラグは、直径3.已 mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 




操作にあたって 


あらかじめ、附録 D - ■■-ヘッドホンの操作にあたって」をお認してください。 


本製品にはサウンド機能び搭載されています。 

へッドホンの音量はボ U ュームダイヤル、または Windows の音量ミキサで調節してください。 
音量の調節「2章 El サウンド」 

本製品のへッドホン出力端テは、光デジタルオーディオ出力端テとオーディオ出力端テを兼ね 
ています。 

mm r 本章 □ 光デジタル対応機器の接続」 

「本章 Q -[^ オーディオ出力端子に接続する」 

mm 接続ずる 

へッドホンのプラグをへッドホン出力端子に差し込む 



デバイス選択画面と旧 ealtek HD オーディオマネージャ]画面び表示されます。 

デバイス選択画面で[ヘッドフオン]をチェックし、にのボタンを 
クリックする 

旧 ealtek HD 才ーディオマネージャ]画面では、ヘッドホンを接続したときの音量 
などを調整することびでさます。 

操作方法に章 □-□D-B Realtek HD 才ーデイオマネージャについて」 


a 取りはずし 

g へッドホン出力端子か5へッドホンのプラグを巧く 



周辺機器を使って機能を広げよラ 
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がデジタルが応煤 sr の巧続 



* 光デジタルオーディオ出力端モ対応機器 

なのよラな機器（光デジタル対応機器とよびます）を、光デジタルオーディオ出力端テに接続 
して使用できます。 

•MD レコーダ • MD コンポ 

• AV アンプ •ホームシアターシステム 

•マルチチヤンネルスピーカなど 

本製品の光デジタルオーディオ出力端テは、へッドホン出力端テとオーディオ出力端テを兼ね 
ています。 

「本章且-回へッドホンを使う」 

「本章 D - 回才ーディオ出力端テに接続する」 

光デジタル対応機器の接続にあたって - 

•あらかじめ、「付録 D - I ■-光デジタル対応機器の操作にあたって」をお認してください。 


■■がデジタル巧応機器の取り付け 

n デジタルオーディオケーブルのプラグをパソコン本体の光デジタルオー 
Vディオ出力端子に差し込む 



f デジタルオーディオケーブルのもう一方のプラグを光デジタル対応機器 
に差し込む 

接続した光デジタル対応機器から音声を出すには、設定変更び必要です。操作方法は、「本節 
mm 光デジタル対応機器への再生」を参照してください。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 























B 光デジタル対応機器の接続 


Q [スタ-卜]ボタン（巧) 


[コント□ールパネル]をクリックする 
一[酔 Realtek HD 才ーデイオマ 


[巧;八ードウエアとサウンド] 

ネージャ]をクリックする 

[Realtek HD 才ーディオマネージャ]画面び表示されます。 

[Digital Output] タブで、[デフオルトデバイスの設定]ボタンをク 
リックする 


み 1 R 的 Itek HD スーデイオマネージで 


く。 


イインポ y ュー么 


刪〔巧,ル,尾。 


デフプ J レトフ; t— マザト 

!«ゎ卜,か出〇ホ pVDSH) 


] 图 


其有モ-ドで度脱れるサンカI■レ-化む巧巧 il 巧します。 


ぶぶ REALTEK _ 


"图图 


面の 


(表示例） 


[OK] ボタンをクリックする 

音声の出力先び、光デジタル対応機器に切り替わります。 
この場合、パソコン本体のスピーカか日音声は出力されません。 


B がデジタル巧応機器の取りはずし 

Q パソコン本体と光デジタル対応機器に差し込んであるケーブルを巧く 


スピーカか日音声を出すには、設定変更び必要です。操作方法は、「本節 
応機器への再生」のメモを参照してください。 


光デジタル巧 


mm がデジタル巧応機器への再生 

光デジタルオーディオ出力端テに接続した光デジタル対応機器 （ AV アンプ、ホームシアターシ 
ステム、マルチチヤンネルスピーカなど）から音声を出す方法について説明します。 

I 設定方法 
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B 光デジタル対応機器の接続 


巧 光デジタル対応機器の電源を入れる 


光デジタル対応機器の音量などを調整する 

光デジタル対応機器側で、 S / PDIF 入力からの音声をモニタ•再生できるよラに設定 
してください。詳細は、『光デジタル対応機器に付属の説明書』を確認してください。 

再生したい音楽などをパソコンで再生する 

コンテンツの種類 （ U ニア PCM、Dolby Digital など）に対応した再生び行われます。 


^ メモ 



光デジタル対応機器をはずしたとさは、手順0で[スピーカー]タブを逞択し、[デフォルトデバイ 
スの設定]ボタンをク U ックし、スピーカからの出力に戻してください。 


周辺機器を使って機能を広げよラ 
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7 I 才—デイオ機巧の巧続 


オーディオ入力端テとオーディオ出力端テに、それぞれオーディオ機器を接続でさます。 

市販のオーディオケーブルを使用してください。 

オーディオケーブルのプラグは、直径3.已 mm ステレオミニジャックタイプを使用してください。 


^^^^1才ーディオ機器の接続にあたって 
•あらかじめ、附録 11-1 ■-才ーディオ機器の操作にあたって」を確認してください。 


オーディオ入力端子にち続する 


本製品のオーディオ入力端テは、マイク入力端テを兼ねています。 
「本章0-田]マイク□ホンを使う」 
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f デバイス選択画面で[ライン入力]をチェックし、にのボタンをク 
リックする 


f オーディオケーブルのをう一方のプラグをオーディオ機器のオーディオ 
出力端子に差し込む 


接続したオーディオ機器か b 音声を入力するには、設定変更び必要です。手順〇で表示され 
た旧 ealtek HD オーディオマネージャ]画面で設定できます。操作方法は、「本項匪■才一 
デイ オ機器の音声を入力する」 を参照してください。 
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D オーディオ機器の接続 


Q [スタ-卜]ボタン（饼 


[コント□ールパネル]をクリックする 


1 


[巧;八ードウエアとサウンド]一[の、 Realtek HD 才ーデイオマ 
ネージャ]をク U ックする 

[Realtek HD 才ーデイオマネージャ]画面び表示されます。 

[ライン入力]タブで、[デフォルトデバイスの設定]ボタンをクリック 
する 

’か R 的 ItekUD 才ーデイオ7ネ ーV で 与 oT 回’ 


t 柳 t 追三, 

么 " 


再生ボ IJ ューム 


I I 心 

-画に*ル提^^ 


固 


♦ 


デフプ J レトフォースザト 
[j6 ビ，卜,•*4100 H2 (〇御 1) 


国 


共有モ"卜で朋5れるサ；/フルレ"比ピゥトな巧します， 


园园 
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因田 
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读示例） 


[0K] ボタンをクリックする 

音声の入力元び、オーディオ機器に切り替わります。 

この場合、マイク入力端テに接続したマイク□ホンか日の音声は入力されません。 

パソコンに入力したい音芦などを才ーデイオ機器で再生する 


y 


才ーデイオ機器の取りはずし 

オーディオ入力端子か5オーディオケーブルのプラグを巧く 



匪邏才ーディオ機器の音青を入力ずる 

オーディオ入力端テに接続した、オーディオ機器からパソコンに音声を入力する方法について 
説明します。 

あらかじめ、接続したオーディオ機器の電源を入れておいてください。 

I 設定方法 
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D オーディオ機器の接続 


■■才ーディオ機器の取り付け 

n オーディオケーブルのプラグをパソコン本体のオーディオ出力端子に差 
■ し込む 



Q デバイス選択画面と旧 ealtek HD オーディオマネージャ]画面び表示されます。 

f デバイス選択画面で[ライン出力]をチェックし、にのボタンをク 
リックする 

f オーディオケーブルのをう一方のプラグをオーディオ機器のオーディオ 
入力端子に差し込む 

接続したオーディオ機器から音声を出力するには、設定変更び必要です。手順 D で表示され 
た旧 ealtek HD オーディオマネージャ]画面で設定できます。操作方法は、「本項 MM 
オーディオ機器の音声を出力する」を参照してください。 

D 才ーデイオ機器の取りはずし 




オーディオ出力端子か5オーディオケーブルのプラグを巧く 
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メモ 


接続したオーディオ機器から録音をする際の音量を調節したい場合は、手順0で除を音ボリューム] 
のつまみで調節してください。 

接続したオーディオ機器から再生をする際の音量を調節したい場合は、手順0で[再生ボリューム] 
のつまみで調節してください。 


2 


オーデイオ出力端子に接続する 


本製品のオーディオ出力端テは、へッドホン出力端テと光デジタルオーディオ出力端テを兼ね 
ています。 

「本章 日-回へ ッドホンを使う」 

「本章0光デジタル対応機器の接続」 



周辺機器を使って機能を広げよラ 




















Q [スタ-卜]ボタン（饼 


[コント□ールパネル]をクリックする 
一[函、 Realtek HD 才ーデイオマ 


[巧;八ードウエアとサウンド] 

ネージャ]をク U ツクする 

[Realtek HD オーディオマネージャ]画面び表示されます。 

[スピーカー]タブで、[デフオルトデバイスの設定]ボタンをクリツ 
クする 


，み] Realtek HD スーデイオマネージサ 


側 。Lip I 避 , 
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读示例） 


[0K] ボタンをクリックする 

音声の出力元び、オーディオ機器に切り替わります。 

この場合、パソコン本体のスピーカから音声は出力されません。 

オーディオ機器の音量などを調整する 

オーディオ機器側での設定は、『オーディオ機器に付属の説明書』を確認してください。 

再生したい音声などをパソコンで再生する 


D オーディオ機器の接続 


K ■才ーディオ機器の音青を出力ずる 

オーディオ出力端子に接続した、オーディオ機器か日音声を出力する方法について説明します。 
あ日かじめ、接続したオーディオ機器の電源を入れておいてください。 

I 設定方法 



周辺機器を使って機能を広げよラ 






































ExpressCard をほう 



目的に合わせた ExpressCard を使うことにより、パソコンの機能び大きく広びります。 


■ ExpressCard を使う前に 


本製品は、 ExpressCard Standard 準拠の Exp 「 essCa 「 cl/34 、 £ 乂口旧 55 じ 3 「が已 4 巧応の 
カードを使用でさます。 

ExpressCard は基本的に電源を入れたままの取り付け/取りはずし（ホットインサーシヨン) 


に対応しているので便利です。 

使用している ExpressCard びホットインサーシヨンに対応しているかどうかなど、詳しい使い 
かたについてはに xpressCard に付属の説明書』を確認してください。 



操作にあたって 

•あらかじめ、「付録 D -**- ExpressCard の操作にあたって」をお認してください。 


[ExpressCard をほぅ 


ExpressCard を使う場合、パソコン本体の ExpressCard ス□ットに ExpressCard を取り付 
けて < ださい。 

ExpressCard を取り付けるときは、 ExpressCard ス□ットの左端に ExpressCard の左端を 
合わせて挿入して<ださい。 
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Q ExpressCard を使う 


E ■取り付け 

Q ケーブルの接続び必要な場合は、 ExpressCard にケーブルを付ける 


コネクタカノ く一の手前側を押す 

コネクタカパーび開さます。 



ExpressCard の表裏を確認し、表を上にして挿入する 

カードは無理な力を加えず、静かにカードび奥に突さ当たるまで巧してください。さ 
ちんと奥まで差し込まれていない場合、 ExpressCard を使用できない、または 
ExpressCard が壊れる場合があります。 

カードを接続したあと、カードび使用でさるよラに設定されているか確認してくだ 
さい。 



イラストは、 Exp 「 essCa 「 cl /34 対応の力ードの例です。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 





















Q ExpressCard を使う 


取りはずし 



ExpressCard の使用を停止する 

① 通知領域の [ A — ドウエアのま全な取りがし]アイコン（〇)をクリックする 

* 通知領域にこのアイコン （ D ) び表示されない ExpressCard は、次の手順は必要ありません。 
手順0に進んでください。 



② 表示されたメニューか5 [XXXX (取りはずす ExpressCard ) をき全に取り外し 
まず]をク U ックする 

③ r このデバイスはコンピュータか日を全に取り外すことびできます。」のメッセー 
ジが表示された5、 [0 K ] ボタンをクリックする 

カードを巧す 

カードびかし出てきます。 



力ードをしっかりとつかみ、巧く 

カードを巧くときはケーブルを引っ張らないでください。故障するおそれびあります。 
熱くないことを確認してか日行ってください。 



コネクタカノ' C— を閉じる 

カチッと音びするまで巧してください。 
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テレビの巧続 


本製品とテレビを HDMI ケーブルで接続すると、テレビ画面に Windows のデスクトップ画面 
を表示させることびでさます。 

HDMI 出力端テは、音声もテレビに出力することびできます。 

■パソコン上で再生中の DVD を、テレビに表示する 

「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 での DVD 再生など、パソコンで視聴/再生している映像を、ご 
家庭のテレビにも表示させることびできます。 


パソコン本体と、テレビを接続する 

r 本節田]バソコンに接続する」 


パソコンの画面をテレビに表示する設定を 
ずる 

r 本節回表示を切り替える」 





\ 



BiQ 

*' tXAAJ * * * * ****\\ 




テレビ接続の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 D- ■■-テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してく 
ださい。 


公イモ 


本製品の HDMI 出力端子には、テレビの代わりに、 DVI 端テのあるが部ディスプレイを接続して表示す 
ることちでさます。市販のケーブルを使用して接続してください。詳しくは、「本章のが部ディスプ 
レイの接続」を参照してください。 


■接続の前に 

テレビを接続するとさは、『テレビに付属の取扱説明書』ちあわせて確認してください。 

HDMI 入力端テびあるテレビを接続できます。 

接続する HDMI ケーブルは、市販のちのを使用してください。 

ィモ 

• HDMI 出力端子のテレビへの出力お式を設定するち法は、「本節居]表示を切り替える」を参照して 
<ださい。 

• RGB コネクタを備えたテレビへは、外部ディスプレイのよラに RGB ケーブルを使って表おすることを 

できます。詳しくは、『テレビに付属の取扱説明書』と、「本章 EB が部ディスプレイの接続」を参照 

して < ださい。 



周辺機器を使って機能を広げよラ 


% 












































0 テレビの接続 


パソコンに接続する 


HDMI ケーブルのプラグをパソコン本体の HDMI 出力端子に差し込む 



f HDMI ケーブルのもう一方のプラグをテレビの HDMI 入力端子に差し 
込む 

□ 音青の出力をパソコン本巧のスピーカか 6 テレビに切り替える 

HDMI ケーブルで接続したテレビから音声び出ない場合は、設定変更び必要です。 

Q [スタート]ボタン（哲 >) 一[コント□-ルパネル]をクリックする 

f [巧;八ードウエアとサウンド]一[の Realtek HD 才ーディオマ 
ネージャ]をクリックする 

[Realtek HD オーディオマネージャ]画面び表示されます。 

f [HDMI Output] タブで[デフオルトデバイスの設定]ボタンをク 
リックする 

g にのボタンをクリックする 

この設定を行ラと、パソコン本体か日音声び出力されなくなります。テレビを取りはずし、パ 
ソコン本体か日の音声出力に戻す場合は、手順 II で[スピーカー]タブの[デフオルトデバ 
イスの設定]ボタンをク U ックしてください。 

封メモ 

♦ HDMI ケーブルは、 HDMiaU (H 口 mi ) の表示があるケーブルをご使用ください。 
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0 テレビの接続 


囚 


表巧を切り替える 


テレビを接続した場合には、次の表示方法びあります。 

表示方法は、表示装置の切替えを行ラことで変更でさます。 

■ 本体液晶ディスプレイだけに表示/テレビだけに表示 

いずれかの表示装置にのみ、デスク 
トップ画面を表示します。 



OFF 


I 本体液晶デイスプレイとテレビの同時表示 
クローン 表示 

2つの表示装置それぞれにデスク 
トツプ画面を表示します。 




• デュアルビューけ 広張）表示* 

2つの表示装置を1つの大さなデ 
スクトップ画面として使用け広張 
表江〇します。 

* デュアルビュー（あ張）表示は、 

「Extended Desktop」 と表示され 
ることびあります。 

テレビに表示するには次の設定を行ってください。設定を行わないと、テレビには表示されま 
せん。 




^ メモ 


表示を切り替えたとさ、システムによって自動的に解像度び変更される場合びあります。 
本体液晶ディスプレイだけに表示を切り替えると、元の解像度に戻ります。 
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0 テレビの接続 


E ■方法1-コントロールパネルで設定ずる 

[スタート]ボタン （@J) 一 [コント□—ルパネル]をクリックする 
Q [匿]その他のオプション]をクリックする 
凸 [2J NVIDIA コント□-ルパネル]をクリックする 

巧めてク U ックしたときは、 [NVIDIA コント□ールパネルビューの選択]画面び表 
示されます。 

[標準設定]をチェックして、 [0 のボタンをク U ックしてください。 

[プレビューによるイメージ設定の調整]画面び表示されます。 


[タスクの選択]で[表示]の[複数のディスプレイの設定]をク U ッ 
クする 

n [複数のディスプレイの設定]画面で表示装置を設定する 

「設定方法」に進んで < ださい。 



□ 設定方ま 

■ 本体液晶ディスプレイ、またはテレビだけに表示 

① [1 .使用する nView ディスプレイモードを選択します。]で [1 台のディスプレイ 
のみ使用ずる（シングル)]を選択する 

② に.使用ずるディスプレイを選択します。]で;欠の項目を選択する 
-本体液晶ディスプレイに表示する場合 

デジタルフラットパネル 

- HDMI 出力端子に接続してテレビに表示する場合 

HDMI り 

*1 実際には、接続している HDMI 機器の名前び表示されます。 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して[はい]ボタンをク U ックしてください。 


V 
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0 テレビの接続 


■ 本体液晶ディスプレイとテレビの同時表示 

① [1 .使用する nView ディスプレイモードを選択します。]で次のいずれかを選択する 

-[両方のディスプレイで同じ（ク□-ン)]:ク□-ン表示 
-[互いに独立して設定 （ Dualview )] :デュアルビュー表示 

② [吕.使用するディスプレイを選択します。]でディスプレイを選択する 

デジタルフラットパネル + HDMI * i または HDMI * i + デジタルフラットパネル 
* 1実際には、接続している HDMI 機器の名前び表示されます。 

③ [適巧]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して[はい]ボタンをク U ックしてください。 
必要に応じて、なの画面の設定を行います。 

① [タスクの選択]で[ビデオと TV ] の[信号または HD フォー マットの変更]をク 
リックずる 

② [3 .使用する信号フォーマットを選択します。]で選択する 

接続した機器の信号フォーマツトに合わせて、一覧か日選択します。 


国名/地域 

信号お式 

設定される画面モード 

いずれでち 

480 p 

720 X 480, True Color (32 ビット） 

曰 76 p 

720 X 576, True Color (32 ビット） 

720 p 

1 280 X 720, True Color (32 ビット） 

10801 

1920 X 1080, True Color (32 ビット） 

108 Op 

1 920 X ] 080, True Color (己 2 ビット） 


* 選択可能な信号あ式は接続されている HDMI 機器によって異なります。 

* 手順⑨「に.使用するディスプレイを選がします。]でディスプレイを運択する」で[デジタ 
ルフラットバネル + HDMI ] のク□-ン表示を還択している場合は、この項目は表示されま 
せん。ク□-ンモードで使用する信号フォーマットを変更する場合は [ HDMI + デジタルフ 
ラットバネル]を運択してください。 

③ [適用]ボタンをクリックする 

メッセージび表示されます。確認して[はい]ボタンをク U ックしてください。 


方法2 —两7]+吊1キーを使う 


表示装置を LCD (本体液晶ディスプレイ）に戻す方法 

現在の表示装置び LCD (本体液晶ディスプレイ） LU 外に設定されている場合、表示装置を 
LCD に戻すことびでさます。表示装置を選択する画面び表示されていない状態で、@ + @ 
キーを3秒じ(上巧し続けてください。 

表示装置に何ち表示されず、選択する画面び表示されているか確認でさない場合は、いった 
んキーボードから指をはなしてから、 


FN + F5 キーを3秒(上巧し続けてください。 
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0 テレビの接続 


表示装置を選がする 


丙可キーを巧したままキーを巧すと、 「 TOSH 旧 A 円 ash Cards 」 の表示装置を選択する画 
面び表示されます。 



画面は LCD (本体液晶ディスプレイ）に表示 
した場合の力ードです。 


G ®®® 曾®®霞® 

* アイコンの一覧です。実際は接続している表示装置に応じて切替え可能なバターンのみ表示されます。 

上のカードは現在の表示装置を、下のアイコンは切替え可能なパターンを示しています。 

@キーを巧したままを句キーを巧すたびに、大きなアイコンび移動します。表示する装置び大 
さなアイコンに変わったところで、@キーをはなすと表示装置び切り替わります。 

アイコンは、左から;欠の意味を表しています。 

• LCD . 本体液晶ディスプレイだけに表示 

• LCD+CRT . 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにク□-ン 

表示 

• CRT . 外部ディスプレイだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• LCD + HDMI . 本体液晶ディスプレイとテレビにク□-ン表示 

• HDMI . テレビだけに表示 

本体液晶ディスプレイには何ち表示されません。 

• HDMI+CRT . テレビと外部ディスプレイにク□-ン表示 

• LCD+CRT Extended Desktop ....... 本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイにデュアル 

ビューけ広張）表示 

本体液晶ディスプレイびプライマ U モニタになります。 

• LCD+HDMI Extended Desktop ...... 本体液晶ディスプレイとテレビにデュアルビューけ広 

張）表术 

本体液晶ディスプレイびプライマ U モニタになります。 

• HDMI+CRT Extended Desktop .... テレビと外部ディスプレイにデュアルビューけ広張） 

表示 

テレビびプライマ U モニタになります。 

幻 メモ 

•表ホ装置をテレビに切り替えるとさは、「ち法1」で使用するディスプレイを正しく設定してください。 
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0 テレビの接続 


□デュアルビュー（化お）表示でプライマリモニタを切り替える方法 

現在の表示装置びデュアルビューに xtended Desktop) 表示に設定されている場合、プライ 
マ U モニタ、セカンダ U モニタを切り替えるアイコン（(^)び表示されます。 



* 画面は LCD (本体;夜晶ディスプレイ）とテレビに表示した場合の 
カードです。 




(表示例） 


因 yj キーを巧したままキーを数回巧しなおし、プライマI」モニタ、セカンダI」モニタを切 
り替えるアイコンび大きい状態で、[円 vi キーをはなすと、表示装置び切り替わります。 


3 


レグザリンクをほラ 


■■レグザリンクとは 


レグヴ U ンクを使うと、東芝製液晶テレビ「レグヴ叫に接続している外部機器を、レグヴに 
付属の U モコンで操作することびでさます。 

*1 レグヴ1」ンクに対応しているレグヴのみ 

分メモ_ 

•レグヴ U ンクについては、『レグヴに付属の取扱説明書』と r 付録 n-ra レグヴリンクについて」 
をよくお読みください。 

• レグヴリンクに対応している機種の最新情報は、次のホームページでお認してください。 

URL : http://www.toshiba.co.jp/digital/regzaiink/ 



周辺機器を使って機能を広げよラ 


102 
















0 テレビの接続 


本製品でほ用で宝る機能について 


レグヴび対応している外部機器との接続方法は、 HDMI、 ネットワーク （LAN)、USB の3種 
類あります。 

対応している外部機器『レグザに付属の取扱説明書』 

本製品では、 HDMI ケーブルを使った接続によるレグヴリンク （HDMI 連動）により、巧のア 
プ U ケーシヨンをレグヴに付属の U モコンで操作して、映像を再生することびできます。 

• TOSHIBA DVD PLAYER 

• Windows Media Center 

さアプ U ケーシヨンの操作方法については、本書の説明や各ヘルプを参照してください。 

レグヴの U モコンの操作方法については、『レグヴに付属の取扱説明書』を参照してください。 
ここでは、レグヴ U ンクを使つた操作方法を紹介します。 


B レグザリンクの操作方法 

レグヴ U ンクを使ラには、次のよラにノ（ソコン本体とレグヴを設定してください。 

① パソコン本体とレグザリンクに対応したレグザを HDMI ケーブルで接続する 

HDMI ケープルでの接続ち法について 

『レグザに付属の取扱説明書』「本節^バソコンに接続する」 

② 接続したレグザの主電源を入れる 

接続したレグヴのを電源を切っていると、レグヴ U ンクび使えません。 

必ず、レグヴのを電源を入れてください。 

③ パソコン本体の電源を入れる 

④ デスクトップ上の [ HDMI 出力]アイコンをダブルクリックする 

レグヴの電源びオンになり、パソコンのデスクトップ画面びテレビに表示されます。 

すでに 「TOSH 旧 A 円 ash Cards」 などで表示装置を 「HDMI」 に設定してし巧場合は、手順④ 
の操作を行ラと、本体液晶ディスプレイにだけ表おする設定に戻ります。再度、デスクトップ 
上の [HDMI 出力]アイコン （興） をダブルク U ックするか、@ + @キーを巧して、表 
示装置を切り替えてください。 
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0 テレビの接続 


• HDMI 出力端子からテレビをはずしたときに、パソコン本体から音声び出力されない場合は、バソコン 
本体からの音声出力に切り替えて<ださい。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コントロールパネル]をク U ックする 

② [八ードウエアとサウンド]-旧 ealtek H □才ーデイオマネージャ]をク U ックずる 

③ [スピーカー]タブで[デフォルトデバイスの設定]ボタンをク U ックする 

④ [OK] ボタンをクリックする 

• HDMI 接続で、テレビに映像を映しているとさ、 HDMI ケーブルを巧いたあと、再度 HDMI ケーブルを 
接続する場合は5秒し U 上間隔をあけて < ださい。 


4 


y 


パソコンか6取りはずす 


パソコン本体とテレビに差し込んであるケーブルを巧く 


■アプリケーションの利用に関するを意事項 

「TOSH 旧 A DVD PLAYER」 で使用する表示装置を変更したい場合は、アプリケーションを 
起動する前に表示装置を切り替えてください。 

起動中は、表示装置を切り替えることびできません。 

ぶ3 メモ 
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か部デイスプレイの接続 


本製品の;欠のコネクタと外部ディスプレイをケーブルで接続すると、外部ディスプレイに 
Windows のデスクトップ画面を表示させることびできます。 

エイチディーエムアイ 

• HDMI 出力端子 

• RGB コネクタ 





が部ディスプレイ接続の操作にあたって 


あらかじめ、附録 D- ■■■テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって」を確認してく 
ださい。 


■接続の前に 

外部ディスプレイを接続するとさは、『外部ディスプレイに付属の取扱説明書』ちあわせて確認 
してください。 

• HDMI 出力端子で接続する場合 

DVI 端テびある外部ディスプレイを接続でさます。 

市販の HDMI トー DVI 変換ケーブルをご使用ください。 

DVI 端テに接続した場合、音声を出力することはできません。また、アプリケーションに 
よっては、表示でさない場合びあります。 

• RGB コネクタで接続ずる場合 

RGB 入力端テびある外部ディスプレイを接続でさます。 

拉メモ 

• 接続するケーブルは、市販のちのを使用してください。 

• 使用可能な夕+部ディスプレイは、本体液晶ディスプレイで設定している解像度により異なります。 

解像度にあった夕+部ディスプレイを接続してください。 

•著作権保護された映像などを外部ディスプレイに表示するためには、 HDCP に対応したが部ディスプ 
レイを接続してください。 
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【回が部ディスプレイの接続 
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■■パソコンに接続ずる 
I HDMI 出力端子にお続する 



B HDMI ケーブルのもう一方のプラグをが部ディスプレイの DVI 端子に 
差し込む 


封メモ 

• HDMI ケーブルは 、 HDMI □づ （H 口 mi ) の表示があるケーブルをご使巧ください。 


I RGB コネクタに接続する _ 

外部ディスプレイとパソコン本体の電源を切つた状態で接続してください。 



外部ディスプレイのケーブルのプラグを RG 己コネクタに差し込む 

本製品の RGB コネクタには固定用のネジ巧はありませんび、プラグに固定用のネジび 
付いているタイプの外部ディスプレイケーブルち使用でさます。 



外部ディスプレイの電源を入れる 
パソコン本体の電源を入れる 


上の手順で電源を入れると、パソコン本体は自動的に外部ディスプレイを認識します。 
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巧]外部ディスプレイの接続 


外部ディスプレイとパソコン本体の電源を切った状態で取りはずしてください。 

Windows を終了させてパソコン本体の電源を切る 

電源の切りかた『セットアップガイド』 

Q か部ディスプレイの電源を切る 
K1RGB コネクタか5ケーブルを巧く 


匪遅表示を切り替える 

外部ディスプレイを接続した場合には次の表示方法びあります。 

• 外部ディスプレイだけに表おする 

• 外部ディスプレイと本体液晶ディスプレイに同時表示する 
-ク□-ン表示 . デュアルビューけ広張） 

• 本体液晶ディスプレイだけに表示する 

表示方法は、テレビに表示する場合の説明を参考にしてください。 

表示方法について体章□-回表示を切り替える」 

r 電源オプション」で表示自動停止機能を設定して外部ディスプレイの表示び消えた場合、キー 
あるいはタッチパッドの操作により表示び復帰します。また、ス U —プに設定してある場合は、 
電源スイッチを巧してください。 

表示び復帰するまで]0秒前後かかることびありますび、故障ではありません。 


^■パソコンから取りはずず 

I HDMI 出力端子か5取りはずす _ 

Q HDMI 出力端子か5ケーブルを巧く 

幻メモ 

• HDMI 接続で、外部ディスプレイに映像を映しているとさ、 HDMI ケーブルをあいたあと、再度 HDMI 
ケーブルを接続する場合は已秒しツ上間隔をあけてください。 

I RGB コネクタか6取りはずす 
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巧]外部ディスプレイの接続 


I 切替え方法 _ 

表示装置を切り替える方法は、テレビに表示する場合の「方法1」や「方法2」を参考にしてく 
ださい。「方法1」を参考にする場合は、[複数のディスプレイの設定]画面で接続している外 
部ディスプレイの名前を選択してください。 

表示方法について「本章□-回表示を切り替える」 

;^ィモ 

• が部ディスプレイと本体液晶ディスプレイを同時表おさせる場合は、同時表示の種類や設定にあった 
色数/解像度で表示されます。 
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KM 表示について 


外部ディスプレイに表示する場合、表示位置や表示幅などび正常に表示されなし觸合びあります。 
この場合は、外部ディスプレイ側で、表示位置や表示幅を設定してください。 


108 











■ バッテリ駆動で巧う 

パソコンをモバイル使用する際に大事なを在であるバッテリは、使い 
かたによっては長持ちさせることびでさます。 

ここでは、充電や充電量の確認、消費電力を減5す設定について説明 
しています。 


1バッテリについて. 
2省電力の設定をする 
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バッテ U 駆動で使ラ場合、バッテ U の充電量び減って作業を中断したりしないよラ、バッテ U 
の充電量を確認しておく必要びあります。 

■■ Battery LED でお認ずる 

AC アダプタを使用している場合 、 Battery a LED び点灯します。 


む口 0 D 


Battery a LED はなの状態を示しています。 


白_ 

オレンジ 
オレンジの点滅 


： y3 ： <=T=ii— I 

光巧；71：：」 

充電中 
充電び必要 

バッテ U の巧電について「本節巧]バッテ U を充電する」 

-バッテ U び接続されていない 
- AC アダプタび接続されていない 
-バッテ I 」異常 

異常の場合は、東芝 PC あんしんサポートに連絡してください。 



パツテ y にごいて 


I IOI バッテリ巧電量をお認する 


ノ（ソコン本体には、バッテ U パックび取り付け日れています。 

バッテ U を充電して、バッテ U 駆動 （ AC アダプタを接続しない状態）で使ラことびでさます。 
本製品を初めて使用するとさは、バッテ U パックを充電してか日使用してください。 

バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめ AC アダプタを接続してパ'ッテ U パックの充電を完了 
(フル充電）させるか、フル充電したバッテ U パックを取り付けてください。 

バッテ U パックを指定する方法•環境じ(外で使用した場合には、発熱、発火、破裂するなどの 
可能性びあり、人身事故につなびりかねない場合びありますので、十分ごを意をお願いします。 
『安むしてお使いいただくために』や『取扱説明書』に、バッテ U パックを使用するときの重要 
事項び記述されています。バッテ U 駆動で使ラ場合は、あらかじめその記述をよく読み、必ず 
指示を守ってください。 


バッテリ駆動で使ラ 






I ■バッテリについて 


まをに巧ち夕れまし?:- 〇00%\ 


n 

現巧の亀想プラン：パランス 


D 通知領域の[バッテリ]アイコンでお認ずる 

通知領域の[バッテ U] アイコン（図）の上にポインタを置くと、 

バッテ U 充電量び表示されます。 

このとさバッテ U 充電量じ(外にち、現在の電源プランび表示されます。 

省電力設定について「本章0省電力の設定をする」 

1力月じ(上の長期にわたり、 AC アダプタを接続したままパソコンを使用してバッテ U 駆動を行 
わないと、バッテ U 充電量び少しずつ減かします。このよラな状態でバッテ U 充電量び減少し 
たときは、 Ba け eryOLED や[バッテ U] アイコンで充電量の減少び表示されないことびあ 
ります。 ] 力月に]度は再充電することを推奨します。 


K ■バッテリ巧電量び減少したとま 

電源び入っている状態でバッテ U の充電量びかなくなると、次のように警告します。 

• Battery a LED びオレンジ色に点滅する（バッテ U の残量び少ないことを示しています） 
•パ' ッテI」のアラームび動作する 

「電源オプション」で[プラン設定の変更]^ [詳細な電源設定の変更]をク U ックして表 
示される[詳細設定]タブの[バッテリ]^ [バッテ U 低下の通知]や[バッテ U 切れの操 
伯で設定すると、バッテ U の残量び少なくなったことを通知したり、自動的に対処する動 
作を行います。 

省電力設定（電源オプション）について「本章0省電力の設定をする」 

上記のよラな警告び起こった場合はただちに次のいずれかの方法で対処してください。 

① パソコン本体に AC アダプタを接続し、充電する 

② 電源を切ってか日、フ j レ充電のノ（ッテ U パックと取り換える 

購入時は休止状態び設定されています。バッテ U 減かの警告び起こってち何ち対処しなかった 
場合、パソコン本体は自動的に休止状態になり、電源を切ります。 

長時間使用しないでノ（ッテ U び自然に放電しきってしまったときは、警告音も鳴日ず、 

Battery LED でち放電しきったことをミ□ることはできません。長時間使用しなかったとき 

は、充電してから使用してください。 

■時計用バッテリ 


本製品には、取りはずしびできるノ（ッテ U パックのほかに、内蔵時計を動かすための時計用 
パ' ッテ U び内蔵されています。 

時計用バッテ U の充電は、 AC アダプタを接続し電源を入れているとさ（電源 ON 時）に行われ 
ますので、普通に使用しているときは、あまり意識する必要はありません。ただし、あまり充 
電されていない場合、時計び止まったり、遅れたりすることびあります。 

時計用バッテ U び切れていると、時間の再設定をラなびす Warning (警告）メッセージび出ます。 


■充電完了までの時間 


状態 

時計用バッテリ 

電源 ON (Power (!) LED び白色に点灯） 

24時間 
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バッテ U 駆動で堡つ 


実際には充電完了まで待たなくてち使用でさます。また、充電状態を知ることはでさません。 

















I ■バツテ u について 


2 


ッテリを巧電する 


充電方法とフル充電になるまでの充電時間について説明します。 

バッテリを充電するにあたって 




あらかじめ、「付録 D - ra - バッテ U を充電ずるにあたって」を確認してください。 


巧電方法 

パソコン本体に AC アダプタを接続し、電源コードのプラグをコンセン 
卜に差し込む 

DC IN ^に D び白色に点打して Battery 1=1 LED びオレンジ色に点灯すると、充 
電び開始されます。 

電源 コー ドのプラグを コン セントに差し込むと、電源の ON/OFF にかかわ b ずフル 
充電になるまで充電されます。 

Battery cn LED び白色になるまで充電する 

バッテ U の充電中は Battery a LED びオレンジ色に点灯します。 

DC IN ♦! LED び消打している場合は、電源び供給されていません。 AC アダプタ、 
電源コードの接続を確認してください。 


メモ 


パソコン本体を長時間ご使用にならないとさは、電源コードの電源プラグをコンセントから抜いてく 
ださい。 


■充電完了までの時間 

ノ（ッテ U 充電時間は、ノ（ソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異なります。 
周囲の温度び低いとき、バッテ U パックの温度び高くなっているとき、周辺機器を取り付けてい 
るとき、アプ U ケーシヨンを使用しているときは、充電完了まで時間びかかることびあります。 
詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 

■使用できる時間 

バッテ U 駆動での使用時間は、パソコン本体の機器構成や動作状況、また使用環境によって異 
なります。 

詳細は、別紙の 『dynabook **** (お使いの機種名）シ U - ズをお使いのかたへ』を参照 
してくださし、。 

■バッテリ駆動時の処理速度 

高度な処理を要するソフトウェア （3 D グラフィックス使用など）を使用する場合は、充分な 
性能を発揮するために AC アダプタを接続してご使用ください。 
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バッテ U 駆動で堡つ 






















I ■バツテリについて 


■使っていないときの充電保持時間 

パソコン本体を使わないで放置していてち、バッテ U 充電量はかしずつ減っていさます。バッテ 
U の保持時間は、放置環境などによって異なります。 

保持時間は、充電完了の状態で電源を切った場合の目まにしてください。 

詳細は、別紙の [dynabook **** (お使いの機種名）シ U — ズをお使いのかたへ』を参照 
してください。 

ス U —プを実行した場合、放電しきるまでの時間び非常に短いため、バッテ U 駆動時は休止状 
態にすることをおすすめします。 


H バツテリを長持ちさせる 


本製品に搭載されたパ' ッテ U をより有効に使ラための工夫を紹介します。 


I バッテリの機能ほ下を比較的遅くする方法 _ 

次の点に気をつけて使用すると、バッテ U の機能低下を比較的遅くすることびできます。 
•パソコンと AC アダプタをコンセントに接続したままの状態で、パソコンを長時間使用しな 
いとさは、 AC アダプタをコンセントか日はずしてください。 

• 1 力月 L ソ上の長期間バッテ U を使わない場合は、パソコン本体か日バッテ U をはずして、風 
通しの良い涼しい場所に保管してください。 

• おもに AC アダプタを接続してパソコンを使用し、バッテ U パックの電力をほとんど使用し 
ないなど、100%の残量近辺で充放電をくり返すとバッテ U の劣化を早める場合びあります。 
• 1力月に]度は、 AC アダプタをはずしてバッテ U 駆動でパソコンを使用してください。 

I バッテリ巧電量を節約する方ミ去 _ 

バッテ U を節約して、本製品をバッテ U 駆動で長時間使用するには、なの方法びあります。 

• こまめに休止状態にする 

に章日-因休止状態」 

•入力しないとさは、ディスプレイを閉じておく 

「2章□-[3]簡単に電源を切る/パソコンの使用を中断ずる」 

• 省電力の電源プランを設定する 

「本章日省電力の設定をずる」 


El バッテ IJ パックを f 呆管する 

バッテ U パックを保管するとさは、なの説明をお読みください。 

また、『安むしてお使いいただくために』や『取扱説明書』にち、バッテ U パックを保管する 
とさの重要事項び記述されています。あらかじめその記述をよく読み、必ず指示を守ってくだ 
さい。 

• 充電状態の電池を放置しておくと電池び劣化し、ちラー度充電したとさの容量び減少してし 
まいます。この劣化は、保を温度び高いほど早く進みます。 

•パ'ッテ U パックの電極（金属部分）びショートしないよラに、金属製ネックレス、ヘアピン 
などの金属類と混在しないよラにしてください。 

• 落下したり衝撃びかかったりしないよラ安定した場所に保管してください。 











「電源オプション」ではパソコンの電源を管理して、電力の消費方法を状況に合わせて変更する 
ことびでさます。 

バッテ U 駆動でパソコンを使用しているときに、消費電力を減日して長い時間使用するよラに 
設定したり、電力を使ってノ（フォーマンスの精度を上げるように設定したりできます。 

これらの電源設定を電源プランといいます。 

r 電源オプション」では、使用環境にあわせて設定された電源プランびあ日かじめ用意されてい 
ますので、使用環境び変化したとさに電源プランを切り替えるだけで、簡単にパソコンの電源 
設定を変更することびでさます。 

購入時には、なの電源プランび用意されています。 

•バランス 

必要なとさは電力を使ってパフォーマンスを最大にし、動作させていないとさは電力を節約 
しよす 0 

•省電力 

パソコンの動作速度などのパフォーマンスをお下させ、消費電力を抑えます。バッテ U 駆動 
のときにこのプランを使用すると、バッテ U び通常よりち長くちちます。 

•高パフォーマンス 

パフォーマンスと応答速度を最大にします。バッテ U 駆動のときにこのプランを使用すると、 
バッテ U び通常よりち早く消費されます。 

各電源プランの設定を変更したり、新しく電源プランを追加することちでさます。詳しくは、 
r 電源オプション」のヘルプをご覧ください。 


起動方法 


n [スタ-卜]ボタン（@) 


[コント□ールパネル]をクリックする 


[金バッテリ設定の変更]をクリックする 

「電源オプション」び起動します。 


バッテリ駆動で使ラ 
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Q 省電力の設定をする 


ヘルプの起動方法 


r 電源オプション」を起動後、画面ち上の®Iボタンをクリックする 


Td L 回 


■^*1 向が 


P' 


7ンスを最大にしたウ、を力を節巧したりできます。ブ 
I を逛択してか6電力設定を変ますることでカスタマイス 


表示された一覧か5知りたい項目をクリックする 

該当するページび表示されます。 



バツテリ駆動で使ラ 


5 





システム房巧の巧ち 

本製品を使用するとさの、システム上のさまざまな環境を設定する方 
法について説明しています。 


1東芝 HW セットアップ . 118 

2 BIOS セットアップ . 119 

3パスワードセキュリティ . 130 

4指紋認証を使う . 148 








[東芝 HW セットアップ]画面上で、知りたい項目にポインタを置く 

項目に巧するヘルプび表示されます。 


118 



まま HW セットアップ 



[スタート]ボタン（巧）一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ] 一 [HW セットアップ]をクリックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

きタブで機能を設定し、 [0K] ボタンをクリックする 

[キャンセル]ボタンをク U ックした場合は、設定び変更されません。 

ヘルプの起動方法 


r 東芝 HW セットアップ」を使い、 Windows 上で八ードウエアの設定を変更でさます。 
複数のユーヴで使用する場合ち、設定内容は全ユーヴで共通になります。 


起動方法 


システム環境の変更 




2 I BIOS セットアップ 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しながら実行することはでさません。 
印刷した本項目のページと『取扱説明書』を参照して実行してください。 

BIOS セットアップとは、パソコンのシステム構成をパソコン本体か日設定するプ□グラムの 
ことです。起動と終了方法や基本操作は『取扱説明書』を参照してください。 

ここでは、 BIOS セツトアップの画面について説明します。 


□ 


BIOS 七ットアップの画面 



BIOS セットアップには;欠の2頁の画面びあります。 


roi■■ •謂け" ••! •か 以 Mf r" T I ， 腫 ■ "II"III" "g 口 



- SYSTEM DAT 

Date {MM-DD-YYYY) 

E/TIME - 

=S3-XX-XXXX 

Time (HH;MM;SS) 

=xx ： xx：xx 


User Password 
Supervisor Password 

=Not Registered 
=Not Registered 


HDD 

HDD Password Mode 
User Password 

Master Password 

'二 Built-in HDD 
=Master+User 
=Not Registered 
=Not Registered 


[引 



I - OTHERS - 

Core Multi-Processing = Enabled 

Dynamic CPU Frequency Mode 

=Dynamically Switchable 
Execute-Disable Bit Capability 

=Available 

Virtualization Technology = Disabled 
Auto Power On = Enabled 

Start Up Logo = Animation 

Sound Logo = Enabled 

Front Operation Panel = Enabled 

Beep Volume = Medium 

Diagnostic Mode = Disabled 

USB Sleep and Charge = Disabled 


: Select items Space,BkSp : Change values PgDn,PgUp : Change pages 
Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 


[7]- 

脚- 

阁- 


[ 10 ] 


I- -- CONFIGURATION —— 

Device Config.= 西巧立 ^ ES 


SYSTEM SETUP (2/2) 


I - BATTERY — 

I Battery Save Mode 
PCI Express LinkASPM 
Enhanced C-States 


=Full Power 
=Enabled 
=Enabled 


II^"I 

I LCD Display 
I HDMI-CEC 


ACN BIOS version = )(. 
DISPLAY - 


=Enabled 
=Enabled 



Built-in HDD1= 

Serial ATA Porto 

Built-in HDD2 = 

Serial ATAPort4 

ODD = 

Serial ATA Port1 

eSATA = 

Serial ATA Ports 



IRQ10, IRQ11 


- PERIPHERAL - 

Internal Pointing Device = Enabled 


- l_EGACY EMULATION - 

USB KB/Mouse Legacy Emulation 

=Enabled 

USB-FDD Legacy Emulation = Enabled 
USB Memory BIOS Support Type = HDD 


- PCI LAN - 

Built-in LAN = Enabled 


: Select items Space,BkSp ; Change values PgDn,PgUp : Change pages 
Exit without saving Home : Set default values End : Save changes and Exit 




シ 

之 

I 

環 

境 

の 

変 

要 


(ミ主）画面は一部をのぞいて標準設定値の表示例です 
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0 BIOS セットアップ 


回設定頂目 


力ーソルび移動しない項目は、変更できません（参照のみ)。ここでは、標準設定値を「標準値」 
と記述します。 


mm MEMORY 

■ T otal 

本体に取り付けられているメモ u の総メモ u 容量び表示されます。 


SYSTEM DATE/TIME 



■ Date 

曰付を設定します。 

B BTime 

時刻を設定します。 

シ 

ス MM PASSWORD 

ム ■ User Password 

環 -Not Registered 鳩準値） ... ユーヴパスワードび登録されていないときに表示されます。 
±竟 - Registered . ユーヴパスワードび登録されているときに表示されます。 

P 【ユーザパスワードの登録/削除/変更】 

m ユーヴパスワードの設定は r 東芝パスワードユーテイ U テイ」で行ラことを推奨します。 

BIOS セットアップでユーヴパスワードを設定する場合は、体章 Q - QD-B bios セット 
アップでの設定」を確認してください。 

「ま忌バスワードユーテイ U テイ」について 

「本章 H - 田]- ■■ まちバスワードユーティリティでの設定」 


【ユーザパスワードを忘れてしまつたとき】 

ユーヴパスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサポートに相談してください。 
ユーヴパスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有償です。またそのと 
さ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 

■ Supervisor Password 

- Not Registered (標準値）...スーパーパ'イヴパスワードび登録されていないときに表示 

されます。 

- Registered . スーパーパ'イヴパスワードび登録されているときに表示さ 

れます。 
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■ HDD 

パスワードを設定する八ードディスクです。 

- Built-in HDD ]. HDD ] に設定されます。 

- Built-in HDD 2 *i . HDD 2 に言受定されます。 

*1 HDD 2 台内蔵モデルのみ 

■ HDD Password Mode 

登録する HDD パスワードを選択します。 HDD パスワード（ユーヴ HDD パスワード、マスタ 
HDD パスワード）を登録していないとさのみ、選択でさます。 HDD パスワードび登録されて 
いる場合は、し b たん HDD パスワードを削除してか日選択してください。 


- User Only (標準値） . ューヴ HDD パスワードのみ設定する 

- Master 十 User . マスタ HDD パスワードとユーヴ HDD パスワードを設定する 


■ User Password 

ユーヴ HDD パスワードを設定します。 

■ Master Password 

マスタ HDD パスワードを設定します。 

「HDD Password Mode 」 び fMaster + UserJ の場合のみ表示されます。 

マスタ HDD パスワードを設定し、続けてユーヴ HDD パスワードの設定を行います。 

- Not Registered (標準値）…マスタ HDD パスワードまたはユーヴ HDD パスワードび登録 

されていないとさに表示されます。 

- Registered . マスタ HDD パスワードまたはユーヴ HDD パスワードび登録 

されているときに表示されます。 

HDD バスワードの設定方法「本章 0- 团 HDD バスワード」 


HDD PASSWORD 


且 BIOS セットァップ 

【スーパーバイザパスワードの登録】 

スーパーパ'イヴパスワードの登録は、「東芝パスワードユーティ U ティ」で行うことを推奨します。 
「本章日-因スーバーバイヴバスワード」 

【スーパーバイザ/スワードの削除/変更】 

日 IOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴパスワードを設定してしまうと、 BIOS セット 
アップではスーパーノ（イヴノ（スワードの削除と変更びでさません。 

その場合は、「東芝パスワードユーティ U ティ」でスーパーパ'イヴパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本章日-因スーバーバイヴバスワード」 

【スーパーバイザパスワードを忘れてしまったとき】 

スーパーパ'イヴパスワードを忘れてしまった場合は、東芝 PC あんしんサポートに相談してくだ 
さい。スーパーパ'イヴパスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有償で 
す。またそのとさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 
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0 BIOS セツトアップ 


mm BOOT PRIORITY 

■ Boot Priority 

システムを超動するディスクドライブの順番を設定します。 

通常は 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 」 に設定してください。 

- HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN (標準値） 

- FDD 一 HDD 一 CD-ROM 一 LAN - 
- HDD 一 CD-ROM 一 LAN 一 FDD 

- FDD 一 CD-ROM 一 LAN 一 HDD -指定のドライブ順に起動する 
- CD-ROM 一 LAN 一 HDD 一 FDD 
- CD-ROM 一 LAN 一 FDD 一 HDD - 

■ HDD Priority 

システムを超動する八ードディスクドライブの順番を設定します。 
r 日 uilt-in HDD ]」 は、 HDD ] か日システムを起動します。 

「 Built-in HDD 2」*1 は、 HDD 2 か日システムを起動します。 

ruSB 」 は 、 「USB Memory BIOS Support Type 」 で 「 HDD 」 を選択した場合に、 USB フ 
ラッシュメモ U からシステムを起動します。 

丰1 HDD 2 台内蔵モデルのみ 

- Built-in HDD ] 一 Built-in HDD 2 一 USB (標準値） 

- Built-in HDD 2 一 Built-in HDD ] 一 USB 
- Built-in HDD ] 一 USB 一 Built-in HDD 2 
- Built-in HDD 2 一 USB 一 Built-in HDD ] 

- USB 一 Built-in HDD ] 一 Built-in HDD 2 
- USB 一 Built-in HDD 2 一 Built-in HDD ] 

mm OTHERS 

■ Core Multi-Processing 

CPU の動作モードを設定します。 

- Enabled (標準値） . Dual Core モードに設定する 

- Disabled . Single Core モードに設定する 

■ Dynamic CPU Frequency Mode 

- Dynamically Switchable 鳩準値） .... CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を有効 


にし、使用状況に応じて仁 PU 周波数を自動的に切 
り替えます。 

- Always High . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を無効 

にし、 CPU 周波数を高周波数にしてパソコンの処 
理能力を優先します。 

- Always Low . CPU の消費電力-周波数自動切り替え機能を無効 

にし、 CPU 周波数を低い周波数にし口（ソコンの 
バッテ U 駆動時間を優先します。 
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且 BIOS セツトアップ 


■ Execute-Disable Bit Capability 

エグゼキュート-ディスエーブル•ビット機能を有効にするかどラかを設定します。 

エグゼキュート-ディスエーブル•ビット機能とは、コンピュータウイルスや不正アクセスに 
よるバッファ•オーバーフ□一攻撃か日パソコンを守るために、セキュ U テイを強化する機能 


です。 

- Available (標準値） . 有効にする 

- Not Available . 無効にする 


■ Virtualization Technology 

CPU に実装された Intel Virtualization Technolo 旨 y の許巧/禁止を設定します。 

Intel Virtualization Technolo 邑 y とは、]台のマシンを複数の仮想マシンとして動作させる 
技術です。 

「 Disabled 」 での使用を推奨します。 

- Disabled (標準値） . Intel Virtualization Technolo 旨 y を禁止に設定する 

- Enabled . Intel Virtualization Te 巳 hnolo 邑 y を言午巧に言受疋する 

■ Auto Power On 

自動的にシステムの電源を入れる機能の設定状態を示します。 

- Disabled . Auto Power On 機能び設定されていない 

- Enabled (標準値） . Auto Power 加機能び設定されている 

「Alarm Time 」 と 「Alarm Date Option 」 の機能によって、自動的に電源び入ったあとは設 
定び解除されます。 

Windows を使用している場合は 「Alarm Time 」 と 「Alarm Date Option 」 の設定は無効に 
なることびあります。 

Windows のタスクスケジューラを使用してください。 

Auto Power On 機能の設活ホ 「 OPTIONS 」 ウィンドウで行います。 

「 OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

アラームの時刻の設定は ISMCfl または I BACKSPACE | キーで行います。 

時と分、月と曰の切り替えは、圧]圧]キーで行います。 

• Alarm Time 

自動的に電源を入れる時間を設定します。 

- Disabled . 時間を設定しない 

• Alarm Date Option 

自動的に電源を入れる月日を設定します。 

「Alarm Time 」 び 「 Disabled 」 の場合は、設定できません。 

- Disabled . 月曰を設定しない 
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0 BIOS セツトアップ 


• Wake-up on LAN 

ネットワークで接続された管理をのパソコンか日の呼び出しにより、自動的に電源を入れます。 
[14 ]「PCI LAN 」 の 「 Built-in LAN 」 び 「 Enabled 」 の場合、有効になります。 

Wake 叩 on LAN 機能を使用する場合は、必ず AC アダプタを接続してください。電源を 
切っているが態でも、バッテ U を使っていないときの充電保持時間び別紙の [dynabook 
**** (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』の表記よりち短くなります。 


• Enabled . Wake up on LAN 機能を使用する 

- Disabled (標準値） . Wake 叩 on LAN 機能を使用しない 


パスワードセキユ U テイで設定したパスワードと休止状態び設定してある状態で 、 Auto Power 
□ n 機能を設定してシステムを起動させた場合、 「 Passwo 「 d =」 と表示されます。パスワード 
セキユ U テイで設定したパスワードを入力すると、休止状態か日 Windows に復帰します。 

バスワードセキユ U テイの設定 r 本章0バスワードセキユ U テイ」 

• on Battery 

rWake-up on LAN 」 び 「 Enabled 」 の場合、有効になります。 


- Enabled . バッテ U 駆動の際に、 Wake-up on LAN 機能を有効にしま 

す。 

- Disabled 鳩準値） . バッテ U 駆動の際に、 Wake-up on LAN 機能を無効にしま 

す。 


• Critical Battery Wake-up 

に 「itical Battery Wake - up 機能」の有効/無効を設定します 。 「Critical Battery Wake-up 
機能」とは、ス1」ープ状態の間にバッテ I 」の残量び少なくなった場合、自動的に休止状態にな 
り、データを八ードディスクに保をします。 

システムび Windows Vista の場合のみ有効です。 


- Enabled (標準値） . Critical Battery Wake - up 機能を有効にする 

- Disabled . Critical 日 attery Wake - up 機能を無効にする 


「Critical Battery Wake - up 機能」を有効にするには、[電源オプション]画面の[詳細設 
定]タブで「バッテ U 切れの操作」び「休止状態」に設定されている必要びあります。 

なの操作を行って、設定してください。 

① [コント□-ルパネル]を開き、[モバイルコンピュータ]の[パ’ッテリ設定の変更]を 
クリックする 

② [プラン設定の変更]をクリックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をクリックする 

④ [電源オプション]画面の[詳細設定]タブで、[パ’ッテリ]をダブルクリックする 

⑥ [パッテリ切れの操作]をダブルクリックし、表示された項目で「パ’ッテリ駆動」が[休 
止状態]になっていることを確認する 

⑥ [ OK ] ボタンをクリックする 
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0 BIOS セツトアップ 


■ Start Up Logo 

起動時に表示される 「 Qosmio 」 □ゴについて設定します。 

- Animation (標準値) . アニメーション□ゴび表示される 

- Picture . ピクチャ（静止画）□ゴび表おされる 

■ Sound Logo 

パソコンを起動したとさに音を鳴日すかどラかを設定します。 

- Enabled (標準値） . 音を鳴日す 

- Disabled . 音を鳴らさない 

パソコンを起動したときに鳴る音の音量はボ U ュームダイヤ;レで調整することびできます。 
スピーカの 音量調整「2章【1 サウンド」 

■ Front Operation Panel 

r フ□ントオペレーションパネル」の動作を設定します。 「 Disabled 」 に設定すると、「フ□ン 
トオペレーションパネル」に軸れてち動作しなくなります。 

- Enabled (標準値） . 「フ□ントオペレーションパネル」を使用する 

- Disabled . 「フ□ントオペレーションパネル」を使用しない 

■ Beep Volume 

警告音（ビープ音）とフ□ントオペレーションパネルに触れたとさの音量を設定します。 

Off 、 Low、Medium (標準値)、 High のいずれかを選択できます。 

■ Diagnostic Mode 

BIOS の八ードウエア診断テスト機能を有効にするかどラかの設定をします。 

- Disabled (標準値） . 八ードウエア診断テスト機能を無効にする 

- Enabled . 八ードウエア診断テスト機能を有効にする 

■ USB Sleep and Charge 

パソコンの電源び OFF の状態でも USB コネクタか日電源を供給できるように設定します。 

標準値では 「 Disabled 」 に設定されています。 「 Enabled 」 に設定を変更すると、本機能び使 
用でさます。 

「 Enabled 」 には Model / Mode 2 のモード設定びあります。通常は Model に設定してくださ 
い。 

Model で本機能を使用できない場合は、 Mode 2 に設定を変更してください。 

ただし、外部機器によってはいずれかのモードに設定してち、本機能を使用でさない場合びあ 
ります。 

この場合、 「 Disabled 」 に設定を変更し、本機能の使用を中止してください。 

- Enabled ( Model ). 有効にする 

- Enabled ( IVIodeS ). 有効にする 

- Disabled (標準値） . 無効にする 
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0 BIOS セツトアップ 


MM CONFIGURATION 

■ Device Config. 

ブート時に BIOS び初期化する装置を指定します。 

- Setup by OS 鳩準値） ........0 S を□-ドするのに必要な装置のみ初期化する 

それじ(外の装置は 0 S び初期化します。 

• All Devices . すべての装置を初期化する 

プレインス I ルされている 0 S を使用する場合は、に et 叩 byO 引（標準値）を還択するこ 
とを推奨します。 


MM BATTERY 

■ Battery Save Mode 

バッテ I 」セーブモードを設定します。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウインドウび開きます。 

「User Setting 」 を選択した場合のみ、設定の変更びできます。 

「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの設定項目は;欠のように表示されます。 


- •Full Power ( 標準値 )- 

Processing Speed = high 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Bright*i 

=Super-Bright*^ 

Cooling Method 

=Maximum Performance 


I Low Power- 


Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Semi-Bright * 
=Bright * 吕 

Cooling Method 

=Battery Optimized 


一 •User Setting ( 設定例 ）- 
Processing Speed = Low 
CPU Sleep Mode = Enabled 
LCD Brightness = Semi-Bright 
Cooling Method 

=Battery Optimized 


*1 バッテ U 駆動時 
*2 AC アダプタ接続時 


「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウを閉じるには、山山キーを巧して選択項目を 
「 Processin 旨 Speed 」 またはに001 in 邑 Method 」 の外に移動します。 

なに 「BATTERY SAVE OPTIONS 」 ウィンドウの項目について説明します。 

• Processing Speed 

処理速度を設定します。 

使巧するアプ U ケーシヨンソフトによっては設定を変更する必要びあります。 

- High . 処理速度を高速に設定する 

- Low . 処理速度を低速に設定する 

• CPU Sleep Mode 

CPU び処理待ち状態のとき、電力消費を低減します。 

-部のアプ U ケーシヨンソフトでは 「 Enabled 」 に設定すると処理速度び遅くなることびあ 
ります。その場合は 「 Disabled 」 に設定してください。 

- Enabled . 電力消費を低減する 

- Disabled . 電力消費をほ減しない 
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• LCD Brightness (LCD 輝度） 

画面の明るさを選択します。 

- Semi-Bright . ほ輝度に設定する 

- Super-Bright . 最高輝度に設定する 

- Bright . 高輝度に設定する 

• Cooling Method に PU 熱制御方式） 

CPU の熱を;令ます方式を選択します。 CPU び高熱を帯びると故障の原因になります。 

- Maximum Performance ..... パソコン本体内部の温度び上昇したときに、丑こフアンを 

使用して冷却します。 

- Performance . パソコン本体内部の温度び上昇したとさに、 [Maximum 

Performance ] と [Battery Optimized ] の中間的な方法 
でを却します。 

- Battery Optimized . パソコン本体内部の温度び上昇したときに、主に CPU の処 

理速度を落として冷却します。 

[ Performance ] より消費電力はかなくなります。 

■ PCI Express Link ASPM 

PCI Express の省電力機能を設定します。 

- Auto . バッテ U 動作中かつ PCI Express デバイスび使用されてい 

ないとさに、消費電力を抑えます。 

- Disabled . 省電力機能を無効にし、パフォーマンスを優先させます。 

- Enabled 鳩準値） . PCI Express デバイスび使用されていないときに、消費電 

力を抑えます。 

■ Enhanced C-States 

Enhanced C-States では、電力消費のほ減を設定します。 

. Enabled 鳩準値） . 電力消費を低減する 

- Disabled . 電力消費をほ減しない 

mm DRIVES I/O 


■ Built-in HDDl 

現在接続されている Serial ATA のポートを表示します。変更はでさません。 

■ Built-in HDD2 

* HDD2 台内蔵モデルのみ 

現在接続されている Serial ATA のポートを表おします。変更はできません。 

■ ODD 

現在接続されている Serial ATA のポートを表おします。変更はできません。 

■ eSATA 

現在接続されている Serial ATA のポートを表おします。変更はできません。 
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mum PCI BUS 


■ PCI BUS 

PCI バスの割り込みレベルを表示します。変更はでさません。 

m DISPLAY 

■ LCD Display Stretch 

本体液晶ディスプレイの解像度の伸張を選択します。 

- Enabled (標準値） . 解像度のルさい表示モードを伸張して表示する 

- Disabled . 解像度のルさい表示モードは伸張せずにそのまま表示する 

ここでの変更は Windows 起動後のデスクトップには反映されないことびあります。 

Windows 起動後の Stretch の設泡ホ、[スタート]ボタン （( Q ) 一 [コント □ —ルパネル]一 
[その他のオプション] 一 [ NVIDIA コント□ールパネル]一[フラットパネルスケーリングの 
変更]か日行ってください。 

■ HDMI-CEC 

HDMI 連動機能を設定します。 

- Enabled (標準値） . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 

[ Enabled ] に設定すると、 「 OPTION 」 ウィンドウび表示されます。 

「 OPTION 」 ウィンドウの項目について説明します。 

• Remote Power Control 

本製品の HDMI 連動機能に対応しているテレビか日、パソコン本体の起動またはス U - プ、 
休止状態、シャットダウンび行えるかどうかを設定します。 

使用するアプ U ケーションソフトによっては設定を変更する必要びあります。 

- Enabled (標準値） . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 

テレビか日本製品を終了する場合、「電源オプション」の[電源ボタンの動作の変更]の設 
定によって、スリーフ、休止状態、シャットダウンのいずれかび行われます。 

[電源ボタンの動作の変更]の設定について 

「2章 □-[3] 簡単に電源を切る/バソコンの使用を中断する」 


MFM PERIPHERAL 

国 Internal Pointing Device 

タッチパッドを使用する/使用しないを設定します。 

- Enabled (標準値） . 使用する 

- Disabled . •(ま用しなし、 
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KEM LEGACY EMULATION 

■ USB KB/Mouse Legacy Emulation 

USB キーボードやマウスのレガシーサポートを行ラかどラかを設定します。 

- Enabled (標準値） . レガシーサポートを行ラ 

ドライバなしで USB キーボード / USB マウスび使用できま 
す。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 

■ USB-FDD Legacy Emulation 

- Enabled (標準値） . レガシーサポートを行ラ 

ドライバなしで USB フ□ッピーディスクドライブび使用で 
きます。フ□ッピーディスクから起動する場合は 、こちら 
に設定します。 

- Disabled . レガシーサポートを行わない 

ruSB-FDD Legacy Emulation 」 び 「 Enabled 」 に設定されていても、旧 ] 「BOOT PRIORITY 」 

の 「Boot Priority 」 び標準値の 「HDD 一 FDD 一 CD-ROM 一 LAN 」 の場合は、本体八ード 

ディスクから起動します。 

■ USB Memory BIOS Support Type 

コンピュータの起動に使用する US 日フラッシュメモ u に関する設定をします。 

- HDD (標準値） . USB フラッシュメモ U を HDD として扱います。起動するド 

ライブとしての優先順位は 、 「Boot Priority 」 での HDD の 
順位になります。ほかの HDD との優先順做ホ 、 「HDD 
Priority 」 で設定できます。 

- FDD . USB フラッシュメモ U を FDD として扱います。起動するド 

ライブとしての優先順位は 、 「Boot Priority 」 での FDD の 
順位になります。 


KEM PCI LAN 


■ Built-in LAN 

内蔵 LAN の機能を有効にするかどうかの設定をします。 

- Enabled (標準値） . 有効にする 

- Disabled . 無効にする 



システム環境の変更 



















パスワードセキユリテイ 


本製品ではパスワードを設定でさます。パスワードには大さく分けて次の3種類びあります。 

• Windows の□グオンパスワード 

- Windows に□グオンするとき 

•インスタントセキュ U ティ状態やノ（スワード保護の設定をしたスク U —ンセーノ（を解除す 
るとさ 

インスタントセキュリティ機能「2章 D - の-网キーを使った特殊機能キー」 

• ユーザ パ スワード、スー パーバイ ザ パ スワード 

-電源を入れたとさや休止状態から復帰するとさ、東芝パスワードユーティ U ティを起動し 
て設定するとさ 

ユーヴパスワードやスーパーパ'イヴパスワードを登録すると、電源を入れたとさなどにパス 
ワードの入力び必要になります。 

通常はユーヴパスワードを登録してください。 

スーパーパ'イヴパスワードは、パソコン本体の環境設定を管理する人び使用します。スー 
パーパ'イヴパスワードを登録すると、スーパーパ'イヴパスワードをミ日日ないユーヴは、 

BIOS セットアップの設定を変更でさないよラにする、などいくつかの制限を加えることび 
でさます。 

この制限を加える必要びなければ、ユーヴパスワードだけ登録してください。 

• HDD パスワード 

八ードディスクを起動するとさ 


ここでは、ユーヴパスワード/スーパーバイヴパスワードや HDD パスワ- 
て説明し ます。 


ドの設定方まについ 


ぶ^ メモ 


• スーパーバイヴパスワードとユーヴパスワードでは、違ラパスワードを使用してください。 

• バスワードを登録した場合は、忘れたときのために必ずパスワードを控えてください。 

•バスワードを入力するとさは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作は行わず、キーボード 
の文字キーを押して直接入力してください。 


•パスワードを忘れてしまって、パスワードを削除できなくなった場合は、使用している機種を確 
認を、まち PC あんしんサポートに依頼してください。 

パスワードの解除をまち PC あんしんヴポートに依頼する場合は有償です。 HDD バスワードを忘 
れてしまった場合は、八ードディスクドライブは 7 呆义に使用できなくなり、交換対応となります。 
この場合を有償です。またどちらの場合も、身分証明書（お客様自身を確認できる物）の巧示び 
必要となります。 
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I パスワードとして使用でをる文を 

パスワードに使用でさる文字は;欠のとおりです。 
アルファべッドの大文字とル文字は区別されません。 


使用できる文字 

アルファベット（半角） 

abcdefghijkimn 日 pqrstuvwxyz 

数字（半角） 

日] 23456789 

記号の一部（半角） 

. (スぺース）など 

使用でさない文字 

-全角文字 （2 バイト文字） 

-日本語入カシステムの起動び必要な文字 
【例】漢字、カタカナ、ひらびな、日本語入カシステムび供給する記号 
など 

-記号の一部（半ち） 

【例】1 (バーチカルライン） 

¥ (エン）など 

-ほかのキ_ ( SH // T キーや ICAPSLOCK 英数キーなど）と同時に使用 
しないと入力でさない文字 


パスワード登録時に警告メッセージび表示された場合は、登録しよラとした文字列に使用でさ 
ない文字び含まれています。この場合、ちラ]度別の文字列を入力し直してください。警告び 
表示されない場合ち、上記「使用でさない文字」に該当する文字は使用しないでください。ま 
た文字列は必ずキーボードか日]文字ずつ直接入力してください。 


ーザパスワード 


ユーヴノ ロワードの登録は、「東芝ノ（スワードユーティ U ティ」を使用することをおすすめします。 
また登録した文字列は、パスワードファイルを作成して確認することをおすすめします。 

■■まちパスワードユーテイリテイでの設定 

■登録 


[スタート]ボタン（恒 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] 
一[ユーティリティ]一[パスワードユーティリティ]をクリックする 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

[ユーザパスワード]タブで[ユーザパスワード]の瞪録]ボタンを 
クリックする 

[ユーヴパスワードの登録]画面び表示されます。 
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惭しし、パスワード]の[入力：]にパスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。 

バスワードに使用でさる夕字「本節-バスワードとして使用でさる文字」 

パスワードは「***** (アスタリスク）」で表示されますので画面で確認できま 
せん。 

間違えないよラ、気をつけて入力してください。 

パスワードを入力するときは、コード入力や貼り付け（ペースト）などの操作を行わ 
ず、キーボードの文字キーを巧して直接入力してください。 

[確認入力：]に手順且で入力したパスワードをもう1度入力し、[登 
録]ボタンをクリックする 

反 it メモ 

•[登録]ボタンをク U ックする前に、[同時に HDD ユーヴパスワードに同じ文字列を登録す 
る。]にチェックをすると、ここで設定したユーヴパスワードび HDD パスワード （ HDD 1 バ 
スワード）としてを登録することびでさます。 

その場合は、[登録]ボタンをク U ックすると、確認画面び表示されます。内容をお認し、 
[登録]ボタンをク U ックしてください。 


パスワードび登録されます。 

入カエラーのメッセージび表おされた場合は、 [0 ロボタンをク U ックして画面を閉 
じ、手順0か日操作をやり直してください。 

パスワードの文字列をファイルとして保をしておくことを推奨するメッセージび表示 
されます。 

このファイルをパスワードファイルと呼びます。パスワードファイルを保管しておけ 
ば、パスワードを忘れた場合、本機または本機 LU 外の機器でパスワードを確認するこ 
とびでさます。 

パスワードファイルを作成する場合は [0K] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックしてくださ 
し、。 

[0 K ] ボタンをク U ックすると、[名前を付けて保を]画面び表示されます。 
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パスワードファイルを作成する 

パスワードファイルの保を先は、フ□ッピーディスクなどの外部記憶メディアを推奨 
します。あ b かじめ用意しておいてください。 

① メディアをセットする 

② [保ちする場所]で保存巧を選択する 

③ [ファイル名]にファイル名を入力する 

④ [保を]ボタンをクリックする 

パスワードファイ j レび選択した保を先 I こ作成されます。 

幻メモ _ 

•手順〇で[同時に HDD ユーヴパスワードに同じ文字列を登録する。]にチェックをした場 
合は、再起動をうなびすメッセージび表示されます。 

[いいえ]ボタンをク U ツクしてください。 


[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

必要に応じて、[パスワードの注釈]を入力する 

[パスワードのを釈]にはパスワードのヒントとなる文字列を登録できます。登録す 
ると、パソコンの電源を入れてパスワードの入力び必要なとさに、登録した文字列び 
表示されます。 

文字は1行につさ最大4□文字、最大已行目まで登録できます。この範囲外に入力した 
文字は登録でさません。使用でさる文字列はユーヴパスワードと同様です。 

ノ（スワード文字列そのちのを登録しないでください。 


[0K] ボタンをクリックする 



• パスワードファイルをな存した外部記憶メディアは、安全な場所にイ呆管してください。 


た-すメモ_ 

•手順〇で[同時に HDD ユーヴパスワードに同じ文字列を登録する。]にチェックをした場 
合は、電源を切る、または再起動すると HDD パスワードび登録されます。 
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r 東ちパスワードユーティリティ」を起動する 

認証画面び表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について r 本節团バスワードの入力」 

：1 [東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

[ユーザパスワード]タブで[ユーザパスワード]の悄 ij 除]ボタンを 
クリックする 

[ユーヴパスワードの削除]画面び表示されます。 

悄リ除]ボタンをク U ックする 

確認のメッセージび表示されます。 

メッセージの内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

[ユーヴパスワードの削除認証]画面び表示されます。 

ユーザパスワードを入力し、[確認、]ボタンをクリックする 

認証について体節巧]バスワードの入力」 

認証は、 r 東芝パスワードユーティ U ティ」を起動したときと同じユーヴ権限で行っ 
てください。 

表示されたメッセージ①内容を確認し、 [0K] ボタンをクリックする 

パスワードび削除されます。 


をち 


r 東ちパスワードユーティリティ」を起動する 

認証画面び表示されるので、パスワードで認証を行ってください。 

認証について体節团バスワードの入力」 

[東芝パスワードユーテイ U テイ]画面び表示されます。 


f [ユーザパスワード]タブで[ユーザパスワード]の[変更]ボタンを 
クリックする 

[ユーヴパスワードの変更]画面び表示されます。 

Q 惭しし、パスワード]の[入力：]に新しし、パスワードを入力する 

Q [確認入力：]に手順0で入力したパスワードをもう1度入力し、懐 
W 動ボタンをクリックする 

H 確認のメッセ-ジび表示されます。 
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Q メッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

W [ユーヴパスワードの変更認証]画面び表示されます。 


Q ユーザパスワードを入力し、[確認]ボタンをクリックする 

ここでは、まだパスワードは変更されておりませんので、今回手順0、〇で入力 
M したちのではなく、登録済みのパスワードを使用してください。 

I 認証について r 本節团バスワードの入力」 

I 認証は、「東芝パスワードユーティ U ティ」を起動したときと同じユーヴ権限で行つ 
I てください。 

I パスワ-ドび変更されました。 

I 変更したパスワードの文字列をファイルとして保存しておくことを推奨するメッセー 
I ジび表示されます。 

I パスワードファイルを作成する場合は [0 K ] ボタンをクリックする 

パスワードファイルを作成しない場合は[キャンセル]ボタンをク U ックしてくださ 
い。 

ノ（スワードファイルの作成方法は、 r 本項■■-登録」の手順0を確認してくださ 
い。 

BIOS セットアップでの設定 

* この操作は、「オンラインマニュアル（本書 ) 」を参照しなが日実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してか 5 実行してください。 

BIOS セットアップでの設定は、 「 PASSWORD 」 の 「User Password 」 で行います。 

画登録 
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區弓キーを押しなび5電源を入れる 

パスワードを設定している場合は、画面の指示に従って登録したパスワードを入力し、 
RvrfRl キーを巧してください。 

に heck system . Then press [ FI ] key 」 と表示されます。 


因]キーを 押す 

BIOS セツトアップび起動します。 



力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「Not Registered 」 に合わせ、 

悼び I または BACKSPACE I キーを押す 

パスワードび入力でさる状態になります。 
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I パスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。パスワードに使用でさる文字は、 r 東芝パス 
ワードユーティ U ティ」の場合と同様です。 

パスワードは1文字ごとに*び表示されますので、画面で確認でさません。間違えな 
いよラ、気をつけて入力してください。 

画画 キ—を巧す 

パスワードび確認され 、 「New User Password 」 が 「Verify User Password 」 に 
I 変ね]て表おされます。 

B もう1度パスワードを入力する 

確認のため、手順【1と同じパスワードをちラ]度入力してください。 

画画 キ—を押す 

y パスワードび登録され 、 「User Password 」 は 「 Registered 」 に変わって表示され 
ます。2回目のパスワードび1回目のパスワードと異なる場合は、エラーメッセージ 
び表示されます。手順 D か日やり直してください。 

■ BIOS セットアップの終了ち法 

日の S セットアップの終了方法は、なのとおりです。 

I 面のキーを押す 

「Are you sure ? ( Y / N ) The changes you made will cause the system to 
reboot 」 と表示されます。 

f 囚キーを押す 

設定内容び有効になり、 BIOS セツトアップび終了します。 

I 削除 
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再 q キーを押しなび5電源を入れる 


パスワードを設定している場合は、画面の指示に従って登録したパスワードを入力し、 
fA / TTRl キーを巧してください。 


に heck system . Then press [ FI ] key .」 と表示されます。 

因] キーを押す 

BIOS セットアップび起動します。 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

[SM び I または [backspace キーを押す 

パスワードび入力できる状態になります。 
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登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 


n 画画キ—を押す 

「User Password 」 が 「New User Password 」 に変わって表示されます。 

I 手順 【I で入力したノ（スワードび登録したノ（スワードと異なる場合は、ビープ音び鳴 
胃りエラーメッセージび表示されます。手順【 I か日やり直してください。 

Q 画画キ—を押す 

I :ここでは何ち入力しません。 

I 「New User Password 」 び [Verify User PasswordJ に変わって表示されます。 

I f A /7 •研 キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

パスワードび削除され、 「 UserPassword 」 は 「Not Registered 」 に変わって表示 
されます。 


購入時の設定では、入カエラーび3回続いた場合は、 L ソ後パスワードの項目にカーソルび移動 
できなくなります。この場合は、パソコン本体の電源を入れ直し、ちラ]度設定を行ってくだ 
さい。 


BIOS セットアップの終了方法は、「本項 
ださい。 


I BIOS セットアツプの終了方法」を確認してく 


をち 


匿弓キーを巧しなび5電源を入れる 

パスワードを設定している場合は、画面の指示に従って登録したパスワードを入力し、 
f / VKRl キーを巧してください。 

に heck system . Then press [ FI ] key 」 と表示されます。 

因]キーを 押す 

BIOS セットアップび起動します。 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

欧^^または [BACKSPACE I キーを押す 

パスワードび入力でさる状態になります。 


Q 登録してあるパスワードを入力する 

Wi 入力すると]文字ごとに*び表示されます。 


| fA /7 r /?| キーを押ず 

「User Password 」 が [New User Password ] に変わって表示されます。 
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• 先にユーヴパスワードび登録されている場合は、スーバーバイヴパスワードの登録はでさません。 
スーパーパ'イヴパスワードとユーヴパスワードを両方登録する場合は、1度ユーヴバスワードを削除し、 
スーパーパ'イヴパスワードを登録してからもう1度ユーヴバスワードを登録してください。 

• スーバーバイヴパスワードとユーヴパスワードでは、違ラバスワードを使用してください。 

• スーパー バイヴ パスワードを 登録すると、 ユーヴーポ U シーを 設をでさます。 ユーヴーポ U シーとは、 
複数の ユー ヴでノ f ソ コンを 使用している場合の、さ ユー ヴの権限を設定する機能でず。 


■■まちパスワードユーテイリテイでの設定 
I 起動方 ミ 去 


V [スタート]ボタン（@>)一 [すべてのプ□グラム]一[アクセサリ] 
一[ファイル名を指定して実行]をクリックする 

f |'C:¥P「ogram Files¥TOSHIBA¥PasswordUtility¥TOSPU.exeJ 
と入力する 

f [OK] ボタンをクリックする 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

パスワードを登録している場合はパスワードで認証を行ってください。 

Q [スーパーバイザパスワード]タブをクリックする 
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新しし、パスワードを入力し、面而研キーを押す 


「New User Password 」 が [Verify User Password ] に変わって表示されます。 

手順 Q で入力したパスワードをもう1度入力し、 面而雨] キーを巧す 

パスワードび変更され、 「 UserPassword 」 は 「 Registered 」 に変わって表示され 
ます。 

手順0と手順 D で入力したパスワードび一致しない場合は、エラーメッセージび 
表示されます。手順0か日やり直してください。 


BIOS セットアップの終了方法は、「本項 
ださい。 


BIOS セットアップの終了方法」を確認してく 
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スーパーバイザパスワード 



r 東芝ノ（スワードユーティ U ティ」で、 Windows 上からスーパーノ（イヴノ（スワードの設定や設定 
の変更びでさます。 

BIOS セットアップでち登録することびでさます。 

ぶすメモ 
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封メモ _ 

• 177司キーを押しなびら電源を入れて起動ドライブを選択したい場合は、「東芝パスワードユーテイ U 
テイ」の[スーパーバイヴパスワード]タブで[ユーヴポ U シー]の[変更]ボタンをク U ックし、 

[ユーヴポ U シーの設定]画面の [ HW セットアップ/ BIOS セットアップの使用を許可ずる]のチエッ 
クをはずさないで < ださい。 

チェックをはずしていると、店を]キーを押しなびら電源を入れてち、起動ドライブの逞択びできません。 

[ M ] キーで起動ドライプを変更ずる方法「2 章 D-B 起動するドライブを変更する場合」 

•「ま芝パスワードユーテイ1」テイ」の[スーパーバイヴパスワード]タブで、[ユーヴポ1」シーの設定] 
画面の[ユーヴパスワードの登録/変更を強制する]をチェックすると、なのよラに設定されます。 

-ユーザバスワードが登録されていない場合 

設定媛の1回目の起動時に 、 「New Passwc )「 cl =」 と表示されます。 

ユーヴパスつードの登録を行ってください。 

-ユーザパスワードが登録されている場合 

設定後の起動時に、 rPassword = J でユーヴパスワードを初めて入力したときに 、 「New Password :」 
と表示されます。 

新しいユーヴパスワードに変更して<ださい。 


rVer け y Password =」 （こ 「New Password :」 で入力したパスワードをもう一度入力すると 、ユー 
ヴパスワードが登録/変更されます。 


I 操作方法 _ 

■登録、削除、変更 

スーパーパ'イヴパスワードの登録、削除、変更などの設定方法は、 r 東芝パスワードユーテイ U 
テイ」でのユーヴパスワードの設定方法と同様です。 

ユーヴノ（スワードの設定を確認してください。 

ユーヴバスワード「本節田]-眶■東ちバスワードユーテイ U テイでの設定」 

なお、スーパーパ'イヴパスワードを削除すると、ユーヴパスワードち同時に削除されます。 

■ 一般ユーザの操作を制限する 
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スーパーパ'イヴパスワードを登録すると、スーパーパ'イヴパスワードをミ□日ないユーヴは「東 
芝 HW セットアップ」の設定を変更でさないよラにする、などいくつかの制限を加えることび 
でさます。 

スーパーパ'イヴパスワードを登録した状態で、なの手順を実行してください。 



スーパーバイザパスワード設定用の r 東芝パスワードユーティリティ」 
を起動する 

[東芝パスワードユーティ U ティ]画面び表示されます。 

パスワードで認証を行ってください。 

認証について「本節巧]バスワードの入力」 

[スーパーバイザパスワード]タブで[ユーザポリシー]の陵到ボ 
タンをクリックする 

[ユー ヴポ U シーの 設定]画面び表示されます。 
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■登録 

BIOS セットアップの 「 PASSWORD 」 の [Supervisor Password ] で登録できます。 

登録方法は、日 IOS セットアップでのユーヴパスワードの登録方法と同様です。 

ユーヴノ（スワードの登録を確認してください。 

「本節 1 1 I -— ■-皆金责 I 

■ 削除、変更 

BIOS セットアップで、いったんスーパーパ'イヴパスワードを登録してしまラと、 BIOS セット 
アップではスーパーノ（イヴノ（スワードの削除と変更びでさません。 

その場合は、 r 東芝パスワードユーテイ U テイ」でスーパーパ'イヴパスワードの削除や変更を 
行ってください。 

「本節因-■■まちバスワードユーテイ U テイでの設定 J 

また、 BIOS セットアップで、いったんスーパーバイヴパスワードを登録してしまラと、なの 
操作ち制限され、設定びでさなくなります。 

-日 IOS セットアップ画面での設定変更 
-東芝 HW セットアップでの設定変更 

. 因互キーを巧しなび日電源ボタンを巧して、起動ドライブを選択する 

その場合は、 r 東芝パスワードユーテイ U テイ」でスーパーバイヴパスワードの削除をしてか日、 
操作を行ってください。 


K 1 操作を許可する項目をチェックする 
0隱定]ボタンをクリックする 

0表示されたメッセージの內容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

I [ユーヴポ U シーの設定認証]画面び表示されます。 

,1スーパーバイヴパスワードで認証を行ってください。 

I 認証について体節团バスワードの入力」 

0表示されたメッセージの内容を確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 

BIOS 七ットアップでの設定 

* この操作は、「オンラインマニュアル（本書 ) J を参照しながら実行することはでさません。 
必ず本項目のページを印刷してか日実行してください。 

BIOS セットアップでち、スーパーバイヴパスワードを登録することびでさます。 

I 操作方法 
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パスワードの入力 


I 電源を入れたとを/化止が態か5復帰するとを _ 

パスワードび設定されている場合、電源を入れると 「 Passwo 「 d =」 と表示されます。 

この場合は、なのよラにするとパソコン本体び起動します。 

■パスワードを入力する 

I 登録したとおりにパスワードを入力し、 向 \/7 西] キーを巧す 

NUM LOCK LED は、パスワードを設定したときと同じ状態にしてください。 
パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源を入 
れ直して < ださい。 


■指紋認証を使う 


f 指紋センサに指をのせ、手前側にすべ5せる 

指紋認証「本章口指紋認罰を使ラ」 

I まちパスワードユーテイリテイを起動したと宝 _ 

ユーヴパスワードを登録している場合、 r 東芝パスワードユーテイ U テイ」を起動すると、認証 
を巧める画面び表示されます。次の方法で認証を行います。 

■パスワードを入力する 

Q 認証をホめる画面び表示された5、パスワードを入力する 

U NUMLOCKLED は、パスワードを設定したときと同じ状態にしてください。 

B [確認]ボタンをクリックする 

パスワードの入カミスを3回繰り返した場合は、エラーメッセージび表示されます。 



シ 

之 

環 

境 

の 

変 

要 


眶■パスワードをちれてしまつた場合 

ユーヴ/スーパー J (イヴノ（スワードを忘れてしまった場合は、なの方法で確認してください。 

•パスワードファイルを確認する 

電源を入れるときにノ 又スワー ドび必要になった場合は、本機 L ソ外の機器で確認してください。 

上記の方法でパスワードの確認びできなかった場合は、東芝 PC あんしんサポートに相談してく 
ださい。パスワードの解除を東芝 PC あんしんサポートに依頼する場合は、有償です。またその 
とさ、身分証明書（お客様自身を確認でさる物）の提示び必要となります。 
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HDD パスワード 


* この操作は、「オンラインマニュアル（本書)」を参照しなが日実行することはできません。 
必ず本項目のページを印刷してか5実行して < ださい。 

HDD パスワードは、八ードディスクを保護するセキュ U ティ機能です。 

HDD パスワードの登録、削除、変更などの設定は、 BIOS セットアップの 「HDD PASSWORD 」 
で行います。 


mm 注意事頃 

登録したパスワードの内容は、メモをとるなどして、安全な場所に保管しておくことを強くお 
すすめします。 



•万一、登録したパスワードを忘れた場合、修理•保守対応ではパスワードを解除でをません。こ 
の場合、八ードディスクドライブは永义に使用できなくなり、八ードディスクドライブの交換巧 
応となります。この場合、有償での交換となります。 

八ードディスクドライブび使用できなくなったことによる、お客様またはその他の個人やお織に 
巧して生じた、いかなる損失に巧しても、当社は一切責任を負いません。 

HDD パスワードの設定については、この点を十分にごを意いただいた上でご使用ください。 


^9 HDD パスワードの種類 

HDD パスワードは、ユーヴ HDD パスワードとマスタ HDD パスワードの2つを設定することび 
巧能です。 

■ユーザ HDD パスワード 

各パソコンの使用ち自身び設定することを想定 した) (スワードです。 

マスタ HDD パスワードを削除すると、同時にユーヴ HDD パスワードち削除されます。 

■マスタ HDD パスワード 

管理ちなどびパソコン本体の環境設定を管理/保守するために設定することを想定したパス 
ワードです。 

マスタ HDD パスワードはユーヴ HDD パスワードの代わりに使えます。ユーヴ HDD パスワード 
を忘れた場合でち、マスタ HDD パスワードを入力して八ードディスクドライブにアクセスでき 
ます。マスタ HDD パスワードを使用してユーヴ HDD パスワードを変更することちできます。 
なお、マスタ HDD パスワードのみを登録することはでさません。 

組織などでマスタ HDD パスワードを用いた運巧を検討した場合、各パソコンのユーヴに対して 
パソコン本体を配布する前に、あ日かじめ管理者び BIOS セットアップでマスタ HDD パスワー 
ドと仮のユーヴ H D D パスワードを設定しておく必要びあります。 


ユーヴ HDD パスワードとマスタ HDD パスワードの登録、削除方法は同じです。じ(降は、ユー 
ヴ HDD ノ（スワードの設定を例に説明しています。 
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HDD パスワードの登録 


マスタ HDD パスワード （Master Password ) の項目は、 BIOS セットアップの 「HDD 
Password Mode 」 び [ Master + UserJ の場合のみ表示されます。 

マスタ HDD パスワードを設定し、続けてューヴ HDD パスワードの設定を行います。 

キーを押しなび5電源を入れる 

パスワードを設定している場合は、画面の指示に従って登録したパスワードを入力し、 


n 岡キ- 

■ n スワー 

■ [^NTER こ 

[Check 


f/v 巧 /? I キーを巧してください。 

に heck system . Then press [ FI ] key 」 と表示されます。 

因]キーを押す 

BIOS セットアップび起動します。 

力ーソルパ’一を [ HDD ] の項目に合わせ 、I SPACE I または BACKSPACE 
キーを押して、 HDD パスワードを登録したい八ードディスクドライブ 
を選択する 

• Built-in HDD 1 

HDD ] に登録します。 

• Built-in HDD 吕 *1 

HDD 2 に登録します。 

* 1 HDD 2 台内蔵モデルのみ 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「Not Registered 」 に合わせ、 
が 4 びず たは BACKSPACE I キーを押す 


パスワードび入力でさる状態になります。 

パスワードを入力する 

パスワードは已〇文字じ(内で入力します。パスワードに使用でさる文字は、ユーヴパ 
スワードの場合と同様です。 

ユーザバスワードに使用でさるで字「本節-バスワードとして使用できる文字」 

パスワードは1文字ごとに*び表示されますので、画面で確認でさません。間違えな 
いよラ気をつけて入力してください。 

|fA/7~fR| キーを押す 

パスワードび確認され 、 「NewUser Password 」 び 「Verify User Password 」 に 
変わって表示されます。 

パスワードを入力する 

確認のため、手順0と同じノ（スワードをちう]度入力してください。 
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「まちバスワードユーティ u ティ」でユーヴパスワードを設定している場合、同じパスワードを使え 
ば HD □バスワードを設定することびできます。 


HDD パスワードの削除 

匿弓キーを押しなび5電源を入れる 

パスワードを設定している場合は、画面の指示に従って登録したパスワードを入力し、 


ENTER キーを巧してください。 


に heck system . Then press [ FI ] key .」 と表示されます。 

因]キーを押す 

BIOS セツトアップび起動します。 


力ーソルパ’一を [ HDD ] の項目に合わせ 、I SPACE \ または I BACKSPACE 
キーを押して、 HDD パスワードを削除したい八ードディスクドライブ 
を選択する 

• Built-in HDD1 

HDD 1の HDD ノ（スワードを削除します。 

• Built-in HDD2*i 

HDD 2 の HDD パスワードを削除します。 

*1 HDD 2 台内蔵モデルのみ 

力ーソルパ’一を 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 


5 户 /ACE] または [backspace I キーを押す 


パスワードび入力できる巧態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 

| f /\/7 r /?| キーを押す 

「User Password 」 び [New User PasswordJ に変わって表示されます。 

手順0で入力したノ V スワードび登録したノ（スワードと異なる場合は、エラーメッ 
セージび表示されます。手順0からやり直してください。 


キーを押す 

パスワードび登録されます。2回目のパスワードび1回目のパスワードと異なる場合 
は、エラーメッセージび表示されます。手順0か日やり直してください。 

BIOS セットアップの終了方法は、 r 本節田- D - B の S セットアップの終了方法」を確認し 
てください。 

ぶすィモ 
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LfA / TtRl キーを押す 

ここでは何ち入力しません。 

「New User Password 」 び [Verify User PasswordJ に変わって表示されます。 

f fA / KRl キーを 巧す 

ここでは何ち入力しません。 

パスワードび削除されます。 

BIOS セットアップの 「HDD Password Mode 」 で 「 Master 十 User 」 を遇択した場合は、マ 
スタ HDD ノ ロワードの削除を行うと、同時にユーヴ HDD ノ（スワードも削除されます。 

ユーヴ HDD パスワードのみを削除することはでさません。 

BIOS セットアップの終了方法は、「本節ご]- U - B の S セットアップの終了方法」を確認し 
てください。 


HDD パスワードの変更 

日 IOS セットアップの 「HDD Password Mode 」 で選択している状態によって異なります。 

■「User Only 」 の場合 

ユーヴ HDD パスワードを削除してか日、ちラ]度登録を行ってください。 

■ fMaster+UserJ の場合 

マスタ HDD パスワードを変更する場合は、マスタ HDD パスワードを削除してか日、もう]度 
登録を行ってください。 

マスタ HDD パスワードの削除を行ラと、同時にユーヴ HDD パスワードち削除されます。 

ユーヴ HDD パスワードのみ変更する場合は、なの手順を行ってください。 


I 画キ 

パスヮー 
ENTER 

「Check 


匿弓キーを押しなび5電源を入れる 

パスワードを設定している場合は、画面の指示に従って登録したパスワードを入力し、 
f / VKRl キーを巧してください。 

「Check system . Then press [ FI ] key 」 と表示されます。 


因]キーを 押す 

BIOS セットアップび起動します。 

力ーソルパ’一を [ HDD ] の項目に合わせ 、I SPACE I または BACKSPACE 
キーを押して、 HDD パスワードを変更したい八ードディスクドライブ 
を選択する 

• Built-in HDD1 

HDD ] の HDD パスワードを変更します。 

• Built-in HDD 吕 *1 

HDD 2 の HDD パスワードを変更します。 

* 1 HDD2 台内蔵モデルのみ 
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力ーソルパーを 「User Password 」 の 「 Registered 」 に合わせ、 

び または MCKSM び」 キーを押す 

パスワードび入力できる状態になります。 

登録してあるパスワードを入力する 

ユーヴ HDD パスワードを入力してください。またはユーヴ HDD パスワードの代わり 
に、マスタ HDD パスワードを入力することちできます。この場合、マスタ HDD パス 
ワードを使ってユーヴ HDD パスワードを変更することびでさます。 

入力すると]文字ごとに*び表示されます。 

If/VTTRl キーを押す 

「User Password 」 び [New User PasswordJ に変わって表示されます。 

手順且で入力したパスワードび正しくなし膺合は、エラーメッセージび表示されま 
す。手順0か日やり直してください。 

新しいパスワードを入力し、胃互キーを押す 

「New User Password 」 び [Verify User Password ] に変わって表示されます。 

手順 n で入力したパスワ-ドをもう1度入力し、 面\/7西] キーを押す 

パスワードび変更されます。 

手順 D と手順〇で入力したノ（スワードび一致しない場合は、エラーメッセージび 
表示されます。手順〇か日やり直してください。 


日の S セットアップの終了方法は、 r 本節已] - D - BIOS セットアップの終了方法」を確認し 
てください。 
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• ユーヴパスワードと HDD バスワードの両方を設定してある場合は、ユーヴパスワードー HDD パスワー 
ドの順に認証びホめられまず。 

ただし、ユーヴパスワードと HDD バスワードび同一の文字列の場合は、ユーヴバスワードの認証終了 
後、 HDD パスワードの認証は省略されます。 

• HDD 2 台内蔵モデルで、 HDD 1と HDD 2 の両方に HDD パスワードを設定してある場合は、 HDD ]^ 
HDD 2 の順に認証びホめられます。 

ただし、 HDD 1と HDD 2 の HDD バスワードび同一の文字列の場合は、 HDD 1 の認証終了を、 HDD 2 
の認証は省略されます。 


HDD パスワードの入力 


HDD パスワードび設定されている場合、電源を入れると 「 Bui け - in HDD ] Password =」と 
表示されます。 

この場合は、次のよラにするとパソコン本体び起動します。 

登録したとおりに HDD パスワードを入力し、 回/7历] キーを巧す 

NUM LOCK LED は、パスワードを設定したときと同じ状態にしてください。 

HDD パスワードの入力 S スを3回繰り返した場合は、自動的に電源び切れます。電源 
を入れ直してください。 

HDD 2 台内蔵モデルでは、 HDD ]、 HDD 2 それぞれに HDD パスワードを設定でき 
ふ^ 〇 

表示されるメッセージに従って、それぞれの HDD パスワードを入力してください。 

• 「 Built-in HDD 1 Password =J と表示された場合 

HDD 1の HDD パスワードを入力してください。 

• 「 Built-in HDD 吕 Password =J と表示された場合 

HDD 2 の HDD パスワードを入力してください。 


ぶメモ 
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指紋認証をほ 3 


本製品には r 指紋センサ」と「指紋認証ユーティ U ティ（東芝フィンガープ U ントセキュ U 
ティ）」び用意されています。ここでは、指紋を登録し、指紋認証を行ラ方法について説明しま 
す。 


指紋認証とは 


指紋認証とは、手の指紋の情報をパソコンに登録することにより、パスワードなどの入力に代 
えて本人であることを証明する機能です。キーボードか日パスワードを入力する代わりに、登 
録した指を指紋センサ上にすべらせるだけで、次のことび実行できます。 

• Windows □グオン 

• インターネットのホームページで、パスワードの入力 
• スク U —ンセーパ'の解除 

•パソコン本体起動時のユーヴパスワードまたは HDD パスワードの入力 
•スリ ープか 日の復帰 

など 

詳しくは「指紋認証ユーテイ U テイ」のヘルプを参照してください。 




指紋認証の操作にあたって 


あらかじめ、「付録 11- C ■指紋認証について」をお認してください。 


~2 


Windows □グオンパスワードを設定する 


r 指紋認証ユーティ U ティ」の設定や登録をするためには 、 「Windows □クオンパスワード」 

を設定しておく必要びあります。 

Windows □グオンパスワードを設定していない場合は、ロント□-ルパネル]の[化ユーヴ ー 
アカウントと家族のための安全設定]から設定することびできます。 

Windows セットアップ『セットアップガイド』 

Windows □グオンバスワ—ドの設定方法 
『Windows ヘルプと サボー ト』 

すでに Windows □グオンパスワードを設定してある場合は、 r 本節团指紋を登録する」に進 
んでください。 
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□ 指紋認証を使ラ 


Q 1 指紋を營録する 


r 指紋認証ユーティ U ティ」で、指紋を登録します。なの手順を実行してください。指をけびし 
たとさなどのために、2本しソ上の指を登録してください。 

指紋センサには、最大 2] パターンの指紋を登録でさます。複数のユーヴでパソコンを使用して 
いる場合は、全ユーヴあわせて 2] パターン登録でさます。例えば1人で] 0パターンの指紋を 
登録した場合、ほかのユーヴび登録でさるのは、計]]パターンまでです。 

I 指紋センサに指紋をうまく読み取 5 せるには _ 

V 指紋センサに対して指をまっすぐ出し、指を寝かせた状態で、第1関節 
を軽く指紋センサ中央の上におく 

口 第1関節か5巧端にかけて、指のは5部分び指紋センサに触れるように 
W 手前にホ平に引く 

I 指先だけ指紋センサにのせると、指紋び認識されない場合びあります。第]関節か日 
I 先端にかけて指のはらの部分び指紋センサに触れるよラに、ゆっくりとすべらせてく 
ださい。 





























凸指紋認証を使う 


操作方法 


r 指紋認証ユーテイ U テイ」でユーヴ登録を行います。ユーヴ登録では、 Windows のユーヴア 
カウントとその□グオンパスワードを登録したあと、そのユーヴアカウントで□グオンし、認 
証で使巧する指（指紋）を登録します。また、登録した Windows □グオンパスワードは、「指 
紋認証ユーテイ U テイ」の各種機能を使用するためのマスタパスワードとしてち使用します。 

幻メモ 

• Windows □グオンパスワードは指紋認証の代わりに使用できますが、指紋のユーヴ登録など一部の機 
能は Windows □グオンパスワードで代用することはでさません。 


Q 指紋を登録するユーザアカウントで□グオンする 


[スタート]ボタン（恒 >) 一[すべてのプ□グラム] 一 [TrueSuite 
Access Manager ] 一 [TrueSuite Access Manager ] をクリック 
する 

[ Windows パスワード入力]に Windows □グオンパスワードを入力 
し①、じ夕へ]ボタンをクリックする⑨ 


。 TrijeSuiteAccess Mono に巧巧空团ソフトウェア UiM 

■： 151 二な里 S"] つ-ド,しゥ ホ^,) 

W モ 〇パ-■月ン 

，■、ル， 1 


かこ由枕は，含 a し田6旧 5i 壬み肪ホ， Win か—がの-巧 A 力して，わ—がわル巧， 


Wntow" の-ドけ 


[ユーヴーの指紋]画面か表术されます。 


-① 

-② 


指紋を登録する指をチェックする 

体勢によっては親指での認証は難しいので、親指じ(外の指を登録することおすすめし 
ます。 

なお、[ユーヴーの指紋]画面び表示されてか日約2分じ(内に;欠の操作を行わないと、 
眉忍証]画面に戻ります。 


5S Monoge •巧な SH ソフトウエア 


=勘な 


) パ-対•/ » へ I け 


<g~：n~njeSuite 》 



[指紋登録]画面び表示されます。 



システム環境の変更 













































□ 指紋認証を使ラ 



同じ指を3回認識させてください。指紋センサに指をすべらせると、画面の3つの 
ボックスに、]回ごとの指紋データの読み取り結果び表示されます。 

読み取りに成功すると、ボックスの下に r 良いイメージ」と表示されます。3回成な] 
するまで繰り返し認識させてください。 



「巧短流ってくださ 


•:■曰のサンフ J 化して巧ち度•度ゥてく居き t 、 


J _キ*ン松レ」 
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画面に表示される説明と動画をよく見て、[巧へ]ボタンをクリックする 

動画は]回再生したあと停止しますび、[ビデオを再生する]ボタンをク U ックするとも 
ラ]度再生されます。 


居边なサン:?ルの巧な方ぶを巧設します。正しく使用ずるために、商面め aoc 毎巧ずることを巧養し 


. しっかりとお巧たるをめ、巧をわンサ-や AI こ至い口ださい。 
• 巧がンサイ D 上 I 巧たくを t くだな、 

• 巧の男-班励 W からスモ切5輒占してくだな、 

. 巧をだ■/サ -1 こを宙が細でおれします。 

• 巧なしだち口旨を巧ら巧いでくだな、 



17さおでチ丄ートリ刈をが T れ 


【I [ ;れ> 


私ンた;レ」 


[スキャン練習]画面び表示されます。 


L — 指紋センサに指を軽く乗せ、手前側にすべ5せる 

第]関節を指紋センサの上に置き、手前に引くよラにすべらせてください。 
このとき、タッチパッドに触れないよラに気をつけてください。 



システム環境の変更 











































































凸指紋認証を使う 


3回とち指紋データの読み取りに成な]すると、 r 練習は成な]しました。」と画面下部に 
表示されます。 



[巧へ]ボタンをクリックする 

[指紋イメージの読み取り]画面び表示されます。 

指紋センサに指を軽く乗せ、手前側にすべ5せる 

第]関節を指紋センサの上に置き、手前に引くようにすベ日せてください。 

ここで登録指紋をできるだけ精細に読み取日せることで、認証率を向上させることびで 
さます。 

同じ指を3回読み取らせます。]回成なするごとに画面中央の枠に指紋び表示されます。 

e 巧巧齡 laBHi 


おなイ：*ージの読み収〇 
指を読み取ってくだすい。 

獄二ち識靖迎零覆敬な。 

ぃでく概、’自娘去重'。だ 

12 3 

(D(DO 

巧モ扬み巧スはさ U 


<庶 1 料ンゼル1 


3回とち指紋の読み取りに成なすると、 [ユー ヴ ーの 指紋]画面び表示され、登録した 
指を示すボックスに指紋イラストび表示されます。 




























































□ 指紋認証を使ラ 


口1 メッセージを確認し、 [0 K ] ボタンをクリックする 



違う指で手順 D ^且^ 〇を繰り返す 

かなくとち2本の指を登録してください。 


[終了]ボタンをクリックする 


田 Mannger ち校511乂7トウエア 
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凸指紋認証を使う 


4 


指紋認証を巧う 


指紋を登録すると、指紋センサに指をすべ日せることで、 Windows へ□グオンできます。 

また、パソコンを複数のユーヴで使用している場合、ユーヴの選択ち省略でさます。 

mm 操作方法 

パソコンに電源を入れる 

Windows び起動し、認証のための画面び表示されます。 

Q 指紋登録した指の第1関節を指紋センサの上にのせ、手前側にすべらせる 




指紋び認証されると画面に[成;めしました]と表示され、 Windows に□グオンします。 


指紋認証びラまくいかなかった場合は、メッセージび表示されます。また指紋認証を連続して 
已回じ(上失敗すると、約2分の間、指紋認証を使用できなくなります。指紋認証びラまくいかな 
い場合は、なのように操作してキーボードか日パスワードを入力し、 Windows に□グオンし 
てください。 

① [ユーヴーの切り替え]をク U ックする 
ユーヴを選択する画面び表示されます。 

② □グオンしたいユーヴのアイコンをク I 」ックする 
□グオンパスワードを入力する画面び表示されます。 

③ キーボードからパスワードを入力し、 I fA / re /? I キーを巧す 
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□ 指紋認証を使ラ 


指漏 SE の A スワ-ド人力に〕いて 

•あらかじめ、附録 !!-■£■- 指紋認証のパスワ-ド入力について」を確認してください。 


■スクリーンセーバの解除 

次のよラに設定します。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]一 [> みデスクトップのカスタマイズ] 
をクI」ックする 

② [ちスクI」ーンセーバーの変更]でをクI」ックする 

③ [再開時に□グオン画面に戻る]をチェックする 

* バソコン本体に複数のユーヴび登録されている場合は、[巧開時に□グオン画面に戻る]び表示されます。 

④ [0K] ボタンをクI」ツクする 


■スリープか5の復帰 

次のよラに設定します。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル] 一 [4lr バッテ U 設定の変更]をク 
I」ックする 

② [電源プランの選択]で選択されているプランの[プラン設定の変更]をク U ックする 

③ [詳細な電源設定の変更]をク U ックする 

④ [追加の設定]の腹帰時のパスワードを必要とする]で、[バッテ U 駆動]および區源 
に接続]を[はい]に設定する 

各項目を変更でさない場合は、画面上部の[現在利用でさない設定の変更]をク U ックして、 

ユーヴアカウントを許可してください。 
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a その他の使いかた 

パソコンの起動や復帰時に指紋で認証させる 


■パソコンの起動時 （ Pre - os 指紋認証） 

パソコンの起動時に、ユーヴパスワードや HDD パスワードの代わりに、指紋認証を使用するこ 
ともできます。事前にユーヴパスワードや HDD パスワードを登録しておいてください。 


メモ 


• Pre-OS 指紋認証を使用するためには、ユーヴパスワードの登録び必要です。 

ユーヴバスワード、 HDD バスワードの登録方ま「本章0バスワードセキュ U ティ」 

また、指紋認証をユーヴノ（スワードや HDD ノ（スワードの代わりに使用するための設定も必要で 
す。 

設定の詳細「指紋認 i 正ユーティリティ J のヘルプ 

ユーヴパスワードや HDD パスワードの指紋認証に続けて已回失敗すると、指紋認証びできなく 
なります。その場合は、キーボードからパスワードを入力してパソコンを起動してください。 
また指紋認証画面び表示されているときに、キーボードか日パスワード入力をしたい場合は 
な M な n キーを巧してください。キーボードか日のパスワード入力び巧能になります。 



システム環境の変更 























凸指紋認証を使う 


I 指紋データのバックアップをとる 

登録してある指紋データをバックアップすることびできます。バックアップしておくと、リカ 
バリしたとさなどに指紋を再登録しなくてちすみます。また、別のパソコンで指紋認証を使用 
したいとさに、指紋データを登録しなくてちすみます。 

設定の詳細「指紋認証ユーティ IJ ティ」のヘルプ 

I パソコンを捨てるまたは人に譲る場合 _ 

パソコンを捨てたり人に譲ったりする前に、登録した指紋データを消去することをおすすめし 
よ9 〇 

指紋データの消去「指紋認証ユーティリティ」のヘルプ 

封メモ 

• Password Bank (インターネットのホームぺージで指紋認証によるの、パスワードを入力する機能) 
は、 Internet Explorer で動作します。 

• Password Bank 機能、ファイル暗号化機能を使用する場合は、次の手順でインス! -- ルしてから実 
行してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をクリックする 

② [プ□グラムのアンインス!ル]をク U ックする 

③ [TrueSuite Access Manager] をク U ックずる 

④ [変更]ボタンをク U ックする 
[よラこそ]画面び表示されます。 

⑥[変更]をチェックして[次へ]ボタンをクリックする 
[機能の逞択]画面び表示されます。 

⑥ 追加したい機能をチェックし、炊へ]ボタンをク U ックする 
[メンテナンスの完了]画面び表示されます。 

⑦ [はい、今すぐコンピュータを再起動します。]をチェックして[完了]ボタンをク U ックする 
コンピュータび再起動します。 

「指紋認証ユーティ U ティ」を起動し、追加した機能び画面上部に表示されていることを確認してく 
ださい。 


ヘルプの起動方法 


H [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [TrueSuite 
Access Manager ] 一 [ Document ] をクリックする 
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■ パソコンの苗！かがおかしいとまは 

パソコンの操作をしていて困ったときに、どうした5良いかを説明し 
ています。 

「 dynabook . com 」 で情報を調べる方法なども紹介しています。 
トラブルび起こったときは、あわてずに、この章を読んで、解消方法 
を探してみてください。 


1トラブルを解消するまでの流れ 
2 Q & A 集 . 


1已8 
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パソコンに起こるトラブルは、その原因びどこにあるかによって解決策び異なります。 
そのために、パソコンの構造をある程度知っておくことび必要です。 

ここでは、パソコンの構成と、それぞれの構成部分で起こるトラブルの例、その解決方法を紹 
介します。 

■パ ソコンを 構成す る3つの 部分 



•アプリケーションソフトウェアとは 

メールやインターネットは、アプ U ケーションソフトウェアの機能です 。 Word (文書作成 
ソフト）や Excel (表計算ソフト）、ウイルスチェックソフトもアプ U ケーションソフト 
ウェアの代表的なちのです。それぞれ製造元び異なります。 

•システム、ドライバとは 

システムは、オペレーティングシステム、 0 S とち言い、パソコンを動かすための基本的な 
働きをします。本製品のシステムは Windows Vista です。 

ドライバは、周辺機器とシステムを連携する役割をします。ドライバびないと、周辺機器は 
使用できません。代表的なドライバに、ディスプレイドライバやサウンドドライバ、マウス 
ドライバなどびあります。基本的なドライバは、システムび標準装備していますび、周辺機 
器によっては、専用のドライバび付属されている場合びあります。 

•八ードウェアとは 

バッテ I 」や AC アダプタはちちろん、画面（ディスプレイ）、キーボード、八ードディスク、 
CPU など、パソコン本体を指します。 

ノ（ソコンはこれ日の高度な技術の集合体です。トラブルの原因びそれぞれの製造元にしかわか 
日ない場合ちをくあります。トラブルの症状にあわせた対処をすることび解決への早道です。 
トラブルの解みには、最初に原因の切り分けを行います。一般的にはアプ U ケーションソフト 
ウェアーシステム、ドライバーパソコン本体の順にチェックします。 



トラブル巧解消ずるまでの流れ 



If トラブルの原因をつを止めよう 


— 


お使いのパソコンに起こったトラブルについて、解決方法を見つけていさましよラ。 


パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


团 トラブル巧処法 


トラスレび発生したときの解決手順を紹介します。 


STEP! Q&A を読む 


本書には、トラブルの解決方法を Q&A お式で説明しています。 

また、『セットアップガイド』などにも Q&A び記載されているので、読んでくだ 
さい。 


アルを読む 


本製品には目的別に複数のマニュアルびあります。 
本書 iU がのマニュアルち読んでください。 


STEP3 サポートのサイトで調べる 


「dynabook.com」 へ接続し、各種ヴポート情報か日解決方法を探します。 
dynabook.com 「本節团トラブル事例を見てみる」 

それでちトラブルび解消しない場合は、お問い合わせください。 

本製品に用意されているアプ U ケーシヨンのお問い合わせ先は『取扱説明書付録且お問い合 
わせ先』で確認してください。 













D トラブルを解消するまでの流れ 


团 


トラブル事例を見てみる 


東芝パソコン全体の「よくある質問 （FAQ)」 や、デバイスドライバや修正モジュールのダウ 
ン□ー ド、ウイルス-セキュ U ティ情報などをご覧になれます。 

URL : http :// dynabook . com / assistpc / index _ j.htm 

よくある質問 （ FAQ ) 

パソコンの操作に困ったとさに、解決方法を 
探すことびできます。 

「本項-バソコンの操作に困った S 「よく 
ある質問 （FAQ)」」 

ダウン □ ー ド 

デノ（イスドライノ（や修正モジュールをダウン 
□ー ドでさます。 


TOSHIBA 

Leading Innovation »> 

dynabook 

.com 

サポ-卜情*け 

1 ドでゴ iv |l 巧ホ1 

® ウイ h 巧〇ウ I プなホ 
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n イールで巧»したい 
'■ Web からのを»手保き 

〇巧面ち□で巧 a したい 

〇«い方を教えでなしい 


東芝に聞く（お問い合わせ） 


田ヴービス忍 a-s 
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m 
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技術的なご相談や Web か日の各種手続きを紹 
介しています。 

自分で調べる 

製品情報検索や自己診断-修理依頼を紹介し 
ています。 

ウイルス-セキュリティー情報 


大切なお知らせ 

東芝 PC をお使いの方へお知日せ 
I お客様登録 


C 叫がが < 面 19>K-20S< TOSH が CORPORATION.ATI 的 h じ Rearved 


读示例） 


サポート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することびあります。 

■パソコンの操作に困った5「よくある質問 （ FAQ )」 

r よくある質問 （FAQ)」 では、日頃、よく寄せられる質問について、サポートスタッフび、図 
や解説をまじえて解み方法を掲載しています。 


. ウイルス ‘G キュリティ 巧 


ご白分か抑たいち巧の回奋が ACK よく巧る@陆ミが私て貝つけましょう。助ほをなどとちな 
事巧 S 入力すがキーワードなま」や、あ6かじめ表示されてい5>カテゴリか6自分びミ田べたいをの 
«巧ぶだけで巧までさる r 巧テゴリち* J などびあります4壬た、「历团コンチン’ン J は!*画ちほって 
わかり行すく巧巧を巧巧しています。の FACT 坦扣 isr 化至苗 lii ちご KC ださい 


I 紙?ぶ! 四四 


〇キーワード度窠 

〇カテゴリ（かんたん）沒ま 

お柱、 0 S 、 お品をなどと.ご百巧の巧 
客をキーワード A 力して、上くあ4こ 1® 

ご srs 怯でテゴ U の一篇まかろ巧定して 
巧ホすることびでをます。 

ffn 亩 MS 見る! 

fo RSaSSi 1 


I fc なたの 片 

I dynabook.com 


I a 怕巧番号で#巧 


D 南西コンテンツについて 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 
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D トラブルを解消するまでの流れ 


キーワード検索では、条件の選択やキーワードや文章を入力して、検索でさます。 


TOSHIBA 

Leadina Innovation »> 


サボ-卜 fflS 

<¥11め》け〇ホップ ？ ブポートち|§ > よ<$る8向げ《0) > 丰一7-ド》ホ 
サポートト•イブ * 乏 I こ«<(お W い含わせ） 


dynabook 

■com 


[_ . r 巧ホ I 

® ヴ仆の〇かブなま 


ぉな6サ || 牛 一つー ド検索 I 

-り *0 レス•它キュリティ巧 

• IS おな. OS 、 お占るなどのキーワード入力で、よくあるこ I ち巧 （ FAQ 巧なますることがでをます。 

- 巧. 0 S なと’のを件ミ这巧•入乃し， r 巧ホ J ボタン5かッ化てください，货ホ後こち妳困面か 

jW かからのるなお申し达 ら巧けて*なる丰ーワードで«ちする巧さはけリア J ボタンをクリックしてください。 

み•巧巧く Bd など） ごち巧が斤ゴリの一良表で巧乱て巧ホす5巧さは、 けテゴパかんたいけま」 をご* I | g < ださ 


脚說麵 J な挂 

&なため ^ CTn 1 OS 

dynabook.com_^ I 


し dynibooh'com rn""ine J I 一百口 


||2-トプ，ゥ I 三][【シ'トス’】指定&し I 习[けデル】巧定なし日 

巧を 立 

飞力寺守}】巧吉を； . ~^|【サブがコリ】巧ちなし卜] 

— 口ードや玄 as 入力してくだ孔1•丰一口ードの白に tt スベース S んれて < だ 3U, 


を S 説 2 皆 4 h* 拥日:區ぉ ^ 

■■と巧リパック自主 ga 

¢11プログラム 


_«_« J _57リァ」 


トッフぺージ I «人 B«(S 苗ち幻 I サイトのこ HS * 件 


Com りが t めけな-2日が TOSHIBA CORPORATION , All Rights Reserved . 


(表示例） 


サポート情報は、最新情報を掲載するため、内容を変更することびあります。 

■メールで質問する r 東芝 PC オンライン」 

r よくある質問 （FAQ)」 を探してち問題び解決できないときは、専用フォームか日お問い合わ 
せください。24時間3己已曰いつでち受け付けており、サポート料は無料です。 

ご利用には「お客様登録」び必要ですので、事前に登録をしてください。 

お客様登録について r 付録 0 お客様登録の手続き」 

n 「よくある質問 （ FAQ )」 で解消方法を探す 

「 A . 回答-対処方法」の説明の後のアンケートに答える 

この巧巧はおを毎のわほに立ちましたか？ 

I 3:巧容1こ巧ったがぉ决できなかった f か巧しくてみからなかった 广5: S 时たい内容で13なかった 1 


化、い_|、じ」を进巧されたちさは、卜 mai 巧品フ牙ームのご*巧び表示されます。 をな I 

ち巧いさ〇せについて ISr 東乏 PC 3 ンライ•ノ J で巧ります， - ' 

「3」「4」「引のいずれかの項目にチェックをつけてください。 


[送信]ボタンをクリックする 

東芝 PC オンラインへの U ンク画面び表示されます。 
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|&。ため 

dynaoook.com^^ I 

■book^com masazine I 


« けでのご « 巧 I こつい T I 

^ 靑か年のおられる'! 

家度の* f 巧へ 



〇アップグレードモジ ュール 

a 0S & モジ ユール 
アップグレード 

-ド.夕’ウンヴレード> するとき 1 こぶ要な 
ドライバを壬とめてご括なしています， 

ちとしてなま巧けバンコンが巧金とな y 
ます。 

0S のアッブヴレード 1 こ必 か *’ 各ほ巧が？ 
ご爸なしてあります coss ア•ノブヴレード 
するときの;‘主 S 军 アッブグレート巧を 
おほをこ‘罢巧しています。表示されたべ 
-ジからアッブグレード巧の 0S を涅巧して 
ください。 

1 Q 巧创定.を 5 J 

1 0 巧 M 定 S5 J 


〇 WindowsVista 
アップグレード 

r モジュールアッブヴレード J の visui こア 
ッブヴレードするべ 一 y への U ンウです。 
Vista にアッブヴレードするち 1S ここか 6 入 
るとが I 巧す。 

し曰结.巧《兒る 


读示例） 


^ メモ 


相談窓□や PC のリサイクル、お客様登録については、『東ち PC サポートのご案内』にを詳しく紹介さ 
れています。 


r 東ち PC オンライン」をクリックする 

画面の説明に従って専用フォームか日ご質問ください。 

メールにてご回答させていたださます。 

質問内容、お問い合わせ状況により、回答にお時間をいただくことびございます。ご 
了承ください。 

このほか、アプ U ケーシヨンの取り扱い元では、ホームページに情報を掲載している 
場合びあります。アプ I 」ケーシヨンについて知りたいことびあるとさは、ホームペー 
ジを確認するのち良いでしよラ。 

ホームぺージアドレスについて『取扱説明書付録0お問い合わせ先』 


■モジュールのダウン□-ド 

デバイスドライバや修正モジュールをダウン□ー ドできます。 

「ダウンロード」から検索できます。[キーワード検索]では、本製品のシ U —ズ名などを選択 
すると、モジュールの情報び一覧表おされます。 

□ S をアップグレードしたい場合は、 0 S にあったモジュールをダウン□ー ドしてください。 


田ブービス否□一民 




ドライ J Vやの卜などかここかが‘ウンロードでをます。役巧り 0S ミ巧んで巧すことホでミます 。 m 
のドライバ怕巧は r 田を坦拉 J ちこ g ください。 


bIS^J 


〇キーワード任索 

〇更巧モジユール 

懼廷 . Ot お品るなどと.ご肯巧の！*) 

香そキーワードで入力して，巧当めドラ 
ィ"一などをなますることびできます， 

至巧モジュールと7ッブヴレートモジュ 
-ルを S おしてなまできます。 

お巧いの J tvr レでほ用 U て L 1るドライバ 
-や’の卜めバージ a ンアッブ1さ拓め一居 
です。 a 巧の1田がか6をみ日巧1«こ化ん 

でいます。 

[□ な巧ををる J 

[〇巧 M 定見る1 
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Q ク U ックしてち反応びない . 

Q 夕‘ブルク U ックびラまくいかないので、速度を変更したい 

Q ポインタの速度を調節したい . 

Q 光学式マウスの反応びおかしい . 



Q & A 集 



fell タッチパッド/マウス . 166 


Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調子びおかしい . 169 


Q 指紋の読み取りびラまくいかない . 168 

Q 指にけびをしたため指紋の読み取りびでをなくなった . 168 

Q 認識率び下びった5 . 168 


Q ポインタび輪の形をしている間にキーを押してを反応びない . 1巨已 

Q キーボードか5夕字を入力しているとをに力ーソルびとんでしまラ . 1巨已 

Q キーボードに飲み物をこぼしてしまった . 166 


Q しば5く放置した5、画面び真っ暗になった . 164 

Q テレビまたはか部ディスプレイを接続した状態で、 

ノ くソコンをス IJ - プや休止状態か5復帰したとを、 

本体液晶ディスプレイに何ち表示されない . 164 

Q テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたときに、 

画面び表示されな< なった . 164 

Q 画面び薄暗く、よ<見えない . 165 


ここに掲載している Q & A 集のほかに、『セットアップガイド』にも Q & A 集びあります。 
目的の項目び見つか日ないときは、『セットアップガイド』ち参照してください。 


パソ n ンの動： 

6 6 7 7 
6 6 6 6 
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0^表示装置が適切に設定されていない可能性があります。 

[ fn ] + ^キーを3秒 L ソ上巧し続けてください。表示装置び本体液晶ディスプレイに切 
り替わります。 

詳細について「 4 章凸-因 - ra 方法 2 -网+岡キーを使う」 


テレビまたはか部デイスプレイを接続した巧態で、 
Q パソコンをスリープや化止が態か6復帰したとを、 
本付:液晶デイスプレイに何も表おされない 


@►テレビまたはが部ディスプレイに、画面表示が切り替わつている可能性があり 
ます。 

テレビまたは外部ディスプレイの電源を入れて確認してください。ノ（ソコン画面び表 
示されていた場合は、本体液晶ディスプレイに表おを切り替えてください。 

詳細について「 4 章 0- 回表示を切り替える」 


テレビまたはか部ディスプレイを取りはずしたとまに、 
画面び表巧されなくなつた 


0►テレビまたはが部ディスプレイを接続してください。 

テレビまたは外部ディスプレイをプライマ U デバイスに指定してデュアルビュー（拡張) 
表示の設定をした場合に、ス U —プやイ木止状態のときにテレビまたは外部ディスプレイ 
を取りはずすと、ス U —プや休止巧態から復帰したとき I こ画面び表示されないことびあ 
ります。 

テレビまたは外部ディスプレイの取りはずしは、スリープやイ木止状態のとさ I こ行わな 
いでください。 


画面/表术 


しば6く放置した5、画面び真つおになつた 


©► 表示自動停止機能び働いた可能性があります。 

画面には何ち表示されませんび実際には電源び入っていますので、電源スイッチを巧 
さないでください。 

同 y お Tj キーや なり キーを巧す、またはタッチパッドを操作すると表示び復帰します。 
外部ディスプレイを接続している場合、表示び復帰するまでに]0秒前後かかることび 
あります。 
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画面び薄お<、よ<見えない 


©►@+臣司キーを押して、本体液晶ディスプレイ（画面）の輝度を明るくして 
ください* 1 

キーを巧すと、逆に、本体液晶ディスプレイの輝度は暗くなります。 
キーで本体液晶デイスプレイの輝度を変更した場合、パソコンの電源を切ったり 


再起動したりすると設定はちとに戻ります。 


©► 本体液晶ディスプレイの輝度がほく設定されている可能性があります。 

[電源オプション]には、本体液晶ディスプレイの輝度を落として消費電力を節約する 
機能びあります。この機能で画面の明るさレベルを下げると、画面び暗くなります。 
詳細は、[電源オプション]のヘルプを参照してください。 

次の手順で設定を変更してください。 *1 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [身システムとメンテナンス]一[ぶ電源オプション]をク U ックする 

③ 利用するプランを選択し、[プラン設定の変更]をク U ックする 

④ [ディスプレイの輝度を調整]を設定する 

[バッテ U 駆動]と[電源に接続]をそれぞれ設定してください。 

⑥[変更の保を]ボタンをク U ックする 
* 1この設定は、外部ディスプレイには反映されません。 


2 



ポインタび輪のおをしている聞にキーを巧してち反応がない 


0^システムが処理中の可能性びあります。 

ポインタび輪のお（〇)をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
キーボードやタッチパッドなどの操作を受け付けないとさびあります。システムの処 
理び終わるまで待ってから操作してください。 


—ボードか5文字を入力しているとをに力ーソルがとんでしまラ 


©►文字を入力しているときに誤ってタッチパッドに触れると、力ーソルびとんだ 
り、アクティブウィンドウが切り替わってしまうことがあります。 

① キーを 巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

② 画キーを巧したまま回キーを巧し直し、撫細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 
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タッチパッドのみ操作を受け付けない場合、タッチパッドび無効に設定されて 
いる可能性があります。 

① キーを 巧す 

[タッチパッド]のカードび表示されます。 

② 画キーを巧したまま回キーを巧し直し、苗細アイコンび大きい状態で指をは 
なす 

タッチバッドについてに章0タッチパッド」 


ダブルクリックびラま<いかないので、速度を変更したい 


@►次の手順で、ダブルクリックの速度を調節してください。 

① [スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 

② [づマウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ボタン]タブで[ダブルク U ックの速度]のスライダーバーを左ちにドラッグする 

④ [0 K ] ボタンをク I 」ックする 


—ボードに飲み物をこぼしてしまつた 


©►飲み物など液体がこぼれて内部に入ると、感電、本体の故障、作成データの消 
失などのおそれがあります。 

ちし、液体びパソコン内部に入ったときは、ただちに電源を切り、 AC アダプタとバッ 
テ U パックを取りはずして、東芝 PC あんしんヴポートにご相談ください。 
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タッチパッド/マウス 


ックしてち反応がない 


* モデルにより、マウスは別売りです。 


0^システムが処理中の可能性びあります。 

ポインタび輪のあ（〇)をしている間は、システムび処理をしている状態のため、 
タッチパッド、マウス、キーボードなどの操作を受け付けないとさびあります。シス 
テムの処理び終わるまで待ってから操作してください。 



©►マウスが正しく接続されていない可能性があります。 

マウスとパソコン本体び正しく接続されていないと、マウスの操作はでさません。マ 
ウスのプラグを正し<接続して<ださい。 
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ポインタの速度を調節したい 


次の手順でポインタの速度を変更してください。 

①[スタート]ボタン（@)一 [コント□-ルパネル]をク U ックする 
@[巧^マウス]をク U ックする 

[マウスのプ□パティ]画面び表示されます。 

③ [ポインタオプション]タブで[速度]のスライダーパ'-を左ちにドラッグする 

④ のロボタンをク U ックする 


光学式マウスの反応びおかしい 


光の反射が正しく認識されていない可能性があります。 

反射しにくい素材の上で使ラと正しくセンサーび働かず、ポインタびラまく動きませ 
ん。なのよラな場所では動作び不安定になる場合びあります。 

•光ミ尺のある表面（ガラス、研磨した金属、ラミネート、光沢紙、プラスチックなど） 
•画像パターンの劉ヒび非常にかない表面（人工大理石、新品のオフィスデスクなど） 
•画像パターンの方向性び強し读面（正目の木材、立体映像の入ったマウスパッドなど) 

明るめの色のマウスパッドや紙など、光の反射を認識しやすい素材を使ったちのの上 
で使用してください。 

光学式マウスに対応したマウスパッドの使用を推奨します。 

光学式マウスに対応していないちのやマウスパッドの模様によっては、正常に動作し 
ない場合びあります。 


0►平らな場所でマウスを操作しているか確認してください。 

マウスは、平らな場所で操作してください。マウスの下にゴミなどびある場合は取り 
除いてください。 
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@►登録したすべての指の指紋び読み取れない場合は、一時的にキーボードか5パ 
スワードを入力してください。 

詳しい操作方法は、「6章□指紋認証を使う」または「指紋認証ユーティ U ティ」の 
ヘルプを参照してください。 


認識率が下がった S 


©►指紋センサの表面がよごれていないか確認して<ださい。 

よごれている場合には、眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布で軽くふき 
取ってからちラ]度指紋認証を行ってください。 

詳細について「巨章 D 指紋認証を使ラ」 


指の:!犬態を確認してください。 

指に傷びあったり、手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態など、指紋登録時と 
状態び異なると認識でさない場合びあります。認識率び改善されない場合は、ほかの 
指で登録してください。 

詳細について「巨章 D 指紋認証を使ラ」 
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指紋認証 


指紋の読み取りびラま < いかない 


©►ちう1度正しい姿勢で操作してください。 

詳しい操作方法は、「6章0指紋認証を使う」または「指紋認証ユーティ U ティ」の 
ヘルプを参照してください。 

登録してあるちう1本の指で読み取りを行ってください。 

©►どうしてもうまくいかない場合は、一時的にキーボードか5パスワードを入力 
してください。 

詳しい操作方法は、「6章□指紋認証を使う」または「指紋認証ユーティ U ティ」の 
ヘルプを参照してください。 


指にけがをしたため指紋の読み取りがでをな<なつた 


0^登録してあるちう1本の指で読み取りを行ってください。 




パソ n ンの動作がおかしいとさは 


















H 日 StA 集 


指の置きかたを確認してください。 

指を指紋センサと平行になるよラに置さ、指紋センサに指の中央を合わせてください。 
指紋センサの上に第]関節びくるよラに置き、すべ日せるときはゆっくりと一定の速さ 
ですべらせてください。それでち認証でさない場合は、指をすべらせる速さを調整し 
てください。 

詳細について「6章口指紋認証を使ラ J 
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その他 


パソコンの近<にあるテレビやラジオの調子がおかしい 


©►次の操作を行ってください。 

•テレビ、ラジオの室内アンテナの方向を変える 

•テレビ、ラジオに巧するパソコン本体の方向を変える 

•パソコン本体をテレビ、ラジオから離す 

•テレビ、ラジオのコンセントとは別のコンセントを使う 

• コンセントと機器の電源プラグとの間に市販のフィルタを入れる 

• 受信機に屋外アンテナを使う 

• 平行フィーダを同軸ケーブルに替える 



パソ n ンの動作がおかしいとさは 


S 











巧窃 

本製品の機能を使用するにあたってのお願いや技術基準適合などにつ 
いて記しています。 


1ご使用にあたつてのお願い . 172 

2記録メディアについて . 186 

3お客様登録の手続き . 191 

4技術基準適合について . 193 

已各インタ フエー スの仕様 . 197 

6無線 LAN について . 201 

7東芝 サー ビス ステーシヨ ンについて . 210 

8ホームネットワークを楽しもう . 212 











I1I ご m に s た 3 でのおおい 


本書で説明している機能をご使用にあたって、知っておいていたださたいことや守っていたださ 
たいことびあります。次のお願い事項を、本書の各機能の説明とあわせて必ずお読みください。 

■■ rpc 弓腿ナビ J について 

I 前のパソコンの動作擇境について _ 

•すべてのパソコンでの動作確認は行っておりません。したびって、すべてのパソコンでの動 
作は保証でさません。 

I 操作にあたつて _ 

• ri 章 D - d 起動方法」を参照して、ミ主意制限事項を確認してください。 

• こん包プ□グラムび作成するこん包ファイルを分割される場合、分割されるこん包ファイル 
の大きさは、最大 2 GB となります。 

•「 PC 弓陋ナビ」びこん包ファイルで同時に移行できるファイル数は、最大己已 .000 ファイ 
ルです。 

• こん包プ□グラムか日こん包ファイルを作成するには、作成される予定のこん包ファイルの 
大ささの約 2.3 倍の空さ容量び、保存先の装置に必要です。 


11。 

■タッ 


パソコン本体について 
チパツドの操作にあたつて 


タッチパッドを強く巧さえたり、ボールペンなどの先の鋭いちのを使わないでください。 
タッチパッドび故障するおそれびあります。 


A - ドディスクドライブについて 



• Disk 日 LED び点打中は、パソコン本体を動かしたりしないでください。八ードディスクド 
ライブび故障したり、データび消失するおそれびあります。 


•八ードディスクに保をしているデータや重要な文書などは、万一故障び起こったり、変化/ 
消失した場合に備えて、定期的にフ□ッピーディスクや CD / DVD などに保をしておいてく 
ださい。記憶内容の変化/消失など、八ードディスク、フ□ッピーディスク、 CD / DVD な 
どに保存した内容の損害については、当社は一切その責任を負いませんので、あ日かじめご 
了承ください。 

•磁石、スピーカ、テレビ、磁気ブレスレットなど磁気を発するちのの近くに置かないでくだ 
さい。記憶内容び変化/消失するおそれびあります。 

•パソコン本体を落とす、ぶつけるなど強い衝撃を与えないでください。八ードディスクの磁 
性面に傷び付いて、使えなくなることびあります。磁性面に付いた傷の修理はでさません。 
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D ご使用にあたってのお願い 


ES CD や DVD について 


I CD / DVD の操作にあたつて _ 

•ディスクトレイに D び点灯しているときは、イジェクトボタンを巧したり、 CD/DVD を取り 
出す操作をしないでください。 CD/DVD び傷つしすこり、ドライブび壊れるおそれびあります。 
•パソコン本体を持ち運ぶときは、ドライブに CD/DVD び入っていないことを確認してくだ 
さい。入っている場合は取り出してください。 

•ディスクトレイ内のレンズおよびその周辺に触れないでください。ドライブの故障の原因に 
なります。 

•電源び入っているときには、イジェクトホールを巧さないでください。回転中の CD/DVD 
のデータやドライブび壊れるおそれびあります。 

イジェクトホールについて「2 章 □-[3]- CD/DVD が出てこない場合」 

• ドライブのトレイを開けたときに、 CD/DVD び回転している場合には、停止するまで 
CD/DVD に手を触れないでください。けびのおそれびあります。 

• CD/DVD をディスクトレイにセツトするときは、無理な力をかけないでください。 

• CD/DVD を正しくディスクトレイにセツトしないと CD/DVD を傷つけることびあります。 
•本製品では、 8cm、] 2cm の CD/DVD のみ使用できます。これらけ外の CD/DVD は使用 

でさません。 


I DVD - RAM のフオーマツトについて _ 

•フオーマットを行うと、その DVD-RAM に保をされている情報はすべて消去されます。一度 
使用した DVD-RAM をフォーマツトする場合はミ主意してください。 


有線 LAN について 


I LAN ケーブルのほ用にあたって _ 

• LAN ケーブルは市販のちのを使用してください。 

• LAN ケーブルをパソコン本体の LAN コネクタに接続した状態で、 LAN ケースレを引っ張っ 
たり、パソ〕ン本体の移動をしないでください。 LAN コネクタび破損するおそれびあります。 

• LAN インタフエースを使用するとき、 ] OOOBASE-T 規格は、エン八ンストカテゴ U 
(CAT 已 E) じ(上のケーブルおよびコネクタを使用してください。 100BASE-TX 規格は、力 
テゴ U 已 （CAT 已）じ(上のケーブルおよびコネクタを使用してください。 

10BASE-T 規格は、カテゴ U3 (CAT3) しソ上のケーブルび使用でさます。 












D ご使用にあたってのお願い 


■ a 無線 LAN について 


I お線 LAN をほ用するにあたって _ 

• 無線 LAN の無線アンテナは、でさるかざり障害物びかなく見通しのきく場所で最ち良好に動 
作します。無線通信の範囲を最大限有効にするには、ディスプレイを開さ、本や分厚い紙の 
束などの障害物でディスプレイを覆わないよラにしてください。 

また、パソコンとの間を金属板で遮へいしたり、無線アンテナの周囲を金属性のケースなど 
で覆わないよラにしてください。 

•本製品の無線 LAN を使用できる地域については、「付録 0- 匯■使用できる国/地域につ 
し、て」を確認してください。 


I 無線 LAN の操作にあたつて _ 

• Bluetooth と無線 LAN は同じ無線周波数帯を使用するため、同時に使用すると電波び干渉し 
合い、通信速度の低下やネットワークび切断される場合びあります。接続に支障びある場合 
は、今お使いの Bluetooth、 無線 LAN のいずれかの使用を中止してください。 

• アドホックネットワーク機能で、設定されているネットワーク名へのネットワーク接続び不 
巧能になる場合びあります。 

この場合、再度ネットワーク接続を可能にするには、同じネットワーク名で接続されていた 
コンピュータすべてに巧して、新たに別のネットワーク名で設定を行ラ必要びあります。 


mm 周辺機器について 



I 周辺機器の取り付け/取りはずしについて _ 

• 取り付け/取りはずしの方法は周辺機器によって違います。4章のを節を読んでか日作業を 

してください。またその際には、なのことを守ってください。守らなかった場合、故障する 

おそれびあります。 

. ホットインヴーシヨンに対応していない周辺機器を接続する場合は、必ずパソコン本体の 
電源を切ってから作業を行ってください。ホットインヴーシヨンとは、電源を入れた状態 
で機器の取り付け/取りはずしを行ラことです。 

-適切な温度範囲内、湿度範囲内であってち、結露しないよラに急激な温度変化を与えない 
でください。を場は特にミ主意してください。 

-ホコ U びかなく、直射日光のあたらない場所で作業をしてください。 

-極端に温度や湿度の高い/低い場所では作業しないでください。 

-静電気び発生しやすい環境（乾燥した場所やカーペット敷さの場所など）では作業をしな 
いでください。 

-本書および『取扱説明書』で説明している場所のネジ L ソ外は、取りはずさないでください。 

-作業時に使用するドライバは、ネジのお、大ささに合ったちのを使用してください。 

-本製品を分解、改造すると、保証やその他のサポートは受けられません。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続するとさは、コネクタの上下や方向を合わせて 
ください。 

-パソコン本体のコネクタにケーブルを接続した状態で、接続部分に無理な力を加えないで 
ください。 
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D ご使用にあたってのお願い 


I USB 巧応機器の操作にあたつて _ 

• 電源供給を必要とする USB 対応機器を接続する場合は、 USB 対応機器の電源を入れてから 
パソコン本体に接続してください。 

• USB 対応機器を使用するには、システム （0S)、 および機器用ドライバの対応び必要です。 

• すべての USB 対応機器の動作確認は行っていません。したびってすべての USB 対応機器の 

動作は保証でさません。 

• US 日対応機器を接続したままス U —プまたは休止巧態にすると、復帰後 USB 対応機器び使 
用でさない場合びあります。その場合は、 USB 対応機器を接続し直すか、パソコンを再起動 
してください。 

□巧りはずす前に確認しよう 

•取りはずすときは、 USB 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを確 
認してください。 

• USB フラッシュメモ U や M0 ドライブなど、記憶装置の USB 対応機器を取りはずす場合は、 
データを消失するおそれびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 

I USB の常時給電について _ 

•本機能は初期設定では無効になっておりますので、使用するには本機能を有効にする必要び 
あります。 

有効に設定する方法は、次のとおりです。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA ] -[ユーティ U 
ティ]^ [HW セットアップ]をク U ックする 

[東芝 HW セットアップ]画面び表示されます。 

② 山 SB ] タブの[ス U- プ時の USB 充電]で苗効にする （ Model)] をチェックする 
通常は苗効にする （Model)] に設定してください。苗効にする （Model )] で本機能 
を使用できない場合は、[有効にする （Mode2)] に設定を変更してください。 

③ [□ロボタンをク U ックする 

•本機能を利用しての充電は、専用充電器で充電する場合と比較して、よりをくの充電時間び 
必要になることびあります。 

•パソコン本体に AC アダプタを接続せず常時給電に対応した USB コネクタに外部機器を接続 
した場合でち、 USB コネクタからの常時給電び行われます。このためパソコンの電源び 
OFF の状態でもバッテ U び消費されますので、 AC アダプタを接続してお使いになることを 
おすすめします。 

•パソコン本体の電源 ON/OFF と連動する USB バスパワー ( DC 已V)連動機能を持つ外部機 
器は、常に動作状態になることびあります。 

• 常時給電に対応した USB コネクタに接続された外部機器の使用電流び過大の場合、安全性確 
保のため USB バスパワー ( DC 已V)の供給を停止させることびあります。 

この場合、外部機器の仕様を確認し、常時給電に対応した USB コネクタに接続する外部 
機器の使用電流全体の合計を] OOOmAL ソ下にしてください。 

その後、パソコン本体の電源を ON/OFF することで復帰します。 







D ご使用にあたってのお願い 


• r 東芝 HW セットアップ」の設定で、本機能の設定び「有効にする」になっていると、常時 
給電に対応した USB コネクタでは ruSB WakeUp 機能」* i び機能しません。 

常時給電に対応した USB コネクタで ruSB WakeUp 機能」を使用する場合は、本機能を 
「無効にする」に設定してください。 

* 1 USB WakeUp 機能とは、 USB コネクタに接続した外部機器によってバソコン本体をス U— プ状態か日 
復帰させる機能です。本機能は 0S び Windows Vista の場合、すべての USB コネクタでち効です。 

I eSATA 巧応機器の操作にあたつて _ 

•ス U - プまたは休止状態でパソコンの eSATA/USB コネクタに eSATA 対応機器を接続しな 
いでください。 eSATA 対応機器を認識でさない場合びあります。 
eSATA 対応機器は、パソコンに電源び入った状態で接続してください。 

画し LINK (IEEE 1394) 巧応機器の操作にあたつて _ 

•静電気び発生しやすい場所や電気的ノイズび大さい場所での使用時にはミ主意してください。 
外来ノイズの影響により、転送データび一部欠落する場合びあります。万一、パソコンの故 
障、静電気や電気的ノイズの影響により、再生データや記録データの変化、消失び起さた場 
合、その際のデータ内容の保証はでさません。あらかじめ了承してください。 

•ビデオカメラか日取り込んだ画像データ、音声データは、個人として楽しむほかは、著作権 
法上、権利ちに無断で使用でさません。 

• デジタルビデオカメラなどを使用し、データ通信を行っているときにほかのし LINK 対応機器 
の取り付け/取りはずしを行ラと、データびコマ落ちする場合びあります。 

し LINK 対応機器の取り付け/取りはずしは、データ通信を行っていないとき、またはパソコ 
ン本体の電源を入れる前に行ってください。 

•し LINK 対応機器を使用するには、システム （ OS ) および周辺機器用ドライバの対応び必要 
です。 

•すべてのし LINK 対応機器の動作確認は行っていません。したびって、すべてのし LINK 対応機 
器の動作は保証でさません。 

•ケーブルは規格に準拠したもの （ Sim 、 S 200、 S 400 対応）を使用してください。詳細 
については、ケーブルのメーカにお問い合わせください。 

• 取り付ける機器によっては、ス U —プまたは休止巧態にできなくなる場合びあります。 

•し LINK 対応機器を接続してアプ U ケーシヨンから使用している間は、し LINK 対応機器の取り 
付け/取りはずしや電源コードと AC アダプタの取りはずしなど、パソコン本体の省電力設 
定の自動切替えを伴ラ操作を行わないでください。行った場合、データの内容は保証でさま 
せん。 

•し LINK 対応機器とパソコン本体の間でデータ転送している間は、ス U —プまたは休止巧態に 
しないでください。データの転送び中断される場合びあります。 

□取りはずす前に確認しよう 

•取りはずすとさは、し LINK 対応機器をアプ U ケーシヨンやシステムで使用していないことを 
確認してください。 

• M0 ドライブなど、記憶装置の i.LINK 対応機器を取りはずす場合は、データび消失するおそ 
れびあるため、必ず使用停止の手順を行ってください。 







D ご使用にあたってのお願い 


I へッ ドホンの操作にあたって _ 

•次のよラな場合にはへッドホンを使用しないでください。雑音び発生する場合びあります。 

-パソコン本体の電源を入れる/切るとさ 
-へッドホンの取り付け/取りはずしをするとき 

I がデジタル巧応機器の操作にあたって _ 

• すべての光デジタル対応機器の動作確認は行っておりません。 

したびって、すべての光デジタル対応機器の動作は保証いたしかねます。 

•光デジタル対応機器を接続するためには市販のケーブルび必要です。 

パソコン本体の端テは光 S ニプラグ、光デジタル対応機器の端テは光 S ニプラグまたは光角 
形プラグです。 

ご使用の機器にあったケーブルをご購入ください。 

• 光デジタルオーディオ出力端モか日出力される音声は、サンプ U ング周波数び 48 kHz に固 
定されています。そのため、このヴンプ U ング周波数に対応していない光デジタル対応機器 
では動作しません。 

• 光デジタルオーディオ出力端テからの音声をコピーする場合、次の内容をよくお読みください。 

-お客様び光デジタルオーディオ出力端テを使用して他人の著作物を録音、複製などを行ラ 
場合は、個人的に使用する目的でのみ行ラことびできます。また著作物によっては、一切 
の録音、複製などびでさないちのびあります。これ日に反して録音、複製などを行ラこと 
は、著作権法に違反する場合びありますので、光デジタルオーディオ出力端テを使用して 
録音、複製などを行ラ場合には、著作権法を遵守のラえ、適切にご使用ください。 

-お客様びソフトウエアの標準設定を変更して光デジタルオーディオ出力端テをご使用され 
た場合、著作権をにより r 複製自由」とされた著作物であってち、「1回限りの複製」し 
かでさない場合びあります。 

•複製び禁止されている著作物は、再生のみ巧能です。録音/複製はでさません。 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 で「〕ピー禁止」の DVD を再生した場合や、著作権保護機 
有長 （ SCMS に準拠）を持っプレーヤで CD や音楽ファイルを再生した場合、録音できない場 
合びあります。 

SCMS (シ I 」アル.コピー.マネージメント.システム）とは、デジタル音源からのコピー 
を一世代のみに制限する技術です。例えば、音楽 CD か bMD に録音することはできますび、 
録音した MD か日さらにほかの MD に録音することはできません。 

I 才ーデイオ機器の操作にあたって _ 

• すべてのオーディオ機器の動作確認は行っておりません。 

したびって、すべてのオーディオ機器の動作は保証いたしかねます。 

•お客様びオーディオ入力端テを使用して他人の著作物を録音、複製などを行ラ場合は、個人 
的に使用する目的でのみ行ラことびでさます。また著作物によっては、一切の録音、複製な 
どびできないちのびあります。これらに反して録音、複製などを行ラことは、著作権法に違 
反する場合びありますので、オーディオ入力端テを使用して録音、複製などを行ラ場合には、 
著作権法を遵守のラえ、適切にご使用ください。 








D ご使用にあたってのお願い 


I ExpressCard の操作にあたって _ 

•ホットインサーシヨンに対応していない ExpressCard を使用する場合は、必ずパソコン本 
体の電源を切ってか日取り付け/取りはずしを行ってください。 

• ExpressCard には、長い時間使用していると熱を帯びるものびあります。 ExpressCard を 
取りはずす際に、 ExpressCard び熱い場合は、かし時間をおき、をめてか日 ExpressCard 
を取りはずしてください。 

• ExpressCard の使用停止は必ず行ってください。使用停止せずに ExpressCard を取りはず 
すとシステムび回復不能な影響を受ける場合びあります。 

I テレビ/外部ディスプレイ接続の操作にあたって _ 

•すべてのテレビとの接続動作確認は行っていません。したびって、すべてのテレビへの表示 
は保証でさません。 

テレビによっては正しく表示されない場合びあります。 

•必ず、 DVD などを再生する前に、表示装置の切替えを行ってください。再生中は表示装置 
を切り替えないでください。 

•次のよラなとさには、表示装置を切り替えないでください。 

-データの読み出しや書さ込みをしている間 
-通信を行っている間 

•デュアルビュー（拡張）表示でテレビまたは外部ディスプレイをプライマ U デバイスに設定 
した場合、ス U —プまたは休止状態のとさにテレビまたは外部ディスプレイをはずさないで 
ください。ス U —プまたは休止状態か5復帰したとさに□グオン画面び表示されずに、操作 
びでさなくなることびあります。 

• HDMI 出力端テにテレビまたは外部ディスプレイを接続しているときに、ほかのコネクタに 
テレビまたは外部ディスプレイや外部サウンド機器び接続されている場合、画面表示を切り 
替えたり HDMI ケーブルを巧き差ししたりすると、システムによって自動的に画面表示また 
はサウンド出力び切り替わることびあります。 


E ■バッテリについて 

I バッテリを巧電するにあたつて _ 

•バッテ U パックの温度び極端に高いまたはおいと、正常に充電されないことびあります。 
バッテ U は已〜3已での室温で充電してください。 


社団法人電モ情報技術産業協会の「バッテ U 関連 Q & A 集」について 
http://it.jeita.or.jp/perinfo/comfnittee/pc/battery/menul .htm 
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ESCD/DVD にデータのバックアップをとる 
I CD / DVD に書き込む前こ _ 

CD/DVD に書き込みを行うときは、市販のライティングソフトウェアは使用しないでください。 

CD/DVD に書き込みを行ラときは、巧のミ主意をよく読んでか日使用してください。 

巧日ずに使用すると、書さ込みに失敗するおそれびあります。また、ドライブへのショックな 

ど本体異常や、メディアの状態などによっては処理び正常に行えず、書さ込みに失敗すること 

びあります。 

•書を込みに失敗した CD/DVD の損害については、当社は一切その責任を負いません。また、 
記憶内容の変化-消失など、 CD/DVD に保存した内容の損書および内容の損失-消失によ 
り生じる経済的損害といったが生的損害については、当社は一切その責任を負いませんので、 
あ日かじめご了承ください。 

• CD/DVD に書さ込むとさには、それぞれの書さ込み速度に対応し、それぞれの規格に準拠し 
たメディアを使用してください。また、推奨するメーカのメディアを使用してください。 

CD/DVD についてに章 Q CD や DVD を使う」 

•パ'ッテ U 駆動で使用中に書き込みを行ラと、バッテ U の消耗などによって書き込みに失敗す 
るおそれびあります。必ず AC アダプタを接続してパソコン本体を電源コンセントに接続し 
て使用してください。 

•書き込みを行うときは、本製品の省電力機能び働かないようにしてください。また、スリー 
プ、休止状態、シャットダウンまたは再起動を実行しないでください。 
mm 省電力機能について「已章0省電力の設定をずる」 

•次に示すような、ライティングソフトウェアじ(外のソフトウェアは終了させてください。 

-スク U —ンセーバ 
-ウイルスチェックソフト 

-ディスクのアクセスを高速化する常駐型ユーティ U ティ 
-音楽 CD や DVD の再生アプ U ケーション 
-モデムなどの通信アプ U ケーション など 

ソフトウェアによっては、動作の不安定やデータの破損の原因となります。 

• SD メモ U 力ード、 SDHC メモ U 力ード、 USB 接続などの八ードディスクドライブなど、本 
製品の内蔵八ードディスクじ(外の記憶装置にあるデータを書さ込むとさは、データをいった 
ん本製品の内蔵八ードディスクに保をしてか日書さ込みを行ってください。 

• LAN を経由する場合は、データをいったん本製品の内蔵八ードディスクに保ちしてか日書さ 
込みを行ってください。 

•「TOSHEADiscC>eato「」B、 パケットライトあ式での記録機能は備えていません。 

•「TOSH 旧 A Disc CreatorJ を使用して DVD-RAM にデータを書き込むことはできません。 

•本製品に付属している 「TOSH 旧 A Dis 巳 Creator」 を使用して DVD-Video、DVD-VR、 
DVD-Au 出0を作成することはできません。 

• 書き込み可能な DVD をバックアップする場合は、同じ種類の書き込み可能な DVD メディア 
でないとバックアップできない場合びあります。詳細は 「TOSH 旧 A Disc Creator」 のへ 
ルプを参照してください。 

•著作権保護されている DVD-Video を 「TOSH 旧 A Disc Creator」 を使用してバックアッ 
プを作成してち、作成されたメディアで映像を再生することはでさません。 
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•「TOSH 旧 A Disc creator」 をイま用して CD-ROM、CD-R、CD-RW か5 DVD-RW、DVD-R、 
DVD+RW、DVD+ 阿こバックアップを作成することはできません。 

• noSHIBA Disc Creator] をイま用して DVD-ROM、DVD-Video、DVD-RW、DVD-R、 
DVD+RW、DVD+R から CD-R、CD-RW へバックアップを作成することはできません。 

• noSHIBA Disc CreatorJ を使用して、ほかのソフトウェアや、家庭用 DVD ビデオレ 
コーダで作成した DVD-RW、DVD-R、DVD 十 RW、DVD 十 R のパ'ックアップをイ乍成できな 
いことびあります。 

I 書宝込みを行うにあたって _ 

•タッチパッドを操作する、ウィンドウを開く、ユーヴを切り替える、画面の解像度や色数の 
変更など、パソコン本体の操作を行わないでください。 

•パソコン本体に衝撃や振動を与えないでください。 

• 書さ込み中は、周辺機器の取り付け/取りはずしを行わないでください。 

周辺機器について「4章周辺機器を使って機能を広げよう」 

•パソコン本体から携帯電話、およびほかの無線通信装置を離してください。 

•重要なデータについては、書さ込み終了後、必ずデータび正しく書さ込まれたことを確認し 
てください。 

• noSHIBA Disc CreatorJ では、データび正常に書き込まれたことを確認（簡易チェッ 
ク）するよラに設定されています。 

なの手順で確認でさます。 

① [スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ□グラム] 一 [TOSHIBA] - [CD&DVD 
アプ U ケーシヨン] 一 [Disc Creator] をク U ックする 

「TOSHIBA Disc Creator」 の [Startup Menu] 画面び表示されます。 

② [データ CD/DVD 作成]をク U ックする 

③ メインウインドウで隱冠をク U ックし、[書き込み設定]一[データ CD/DV □設定] 
をクI」ツクする 
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[データ CD/DVD 設定]画面び表示されます。 

④[データチェック]で[書き込み後にデータをチェックする]びチェックされているか確 
認する 

[簡易チェック]と[詳細チェック]を選択することびでさます。 
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1E1DVD の再生にあたって 


本項では、 「 DVD 」 と記載している場合、特に書き分けのある場合を除き、 DVD - Video フォー 

マットまたは DVD - VR フォーマットで記録されたディスクを示します。 

•使用する DVD ディスクのタイトルによっては、コマ落ちする場合びあります。 

•家庭用 DVD レコーダで録画した、ファイナライズされていない DVD はパソコンで再生でき 
ない場合びあります。 

• DVD の再生には、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 を使用してください 。 「Windows Me 出 a 
PlayerJ やその他市販ソフトを使用して DVD を再生すると、表示び乱れたり、再生でさな 
い場合びあります。このようなときは、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 を起動し、 DVD を再 
生してください。 

• DVD 再生ソフト 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 では、 DVD - Video と DVD - VR の再生びでさ 
ます 。 Video CD、Audio CD 、 MP 3 の再生はサポートしていません。 

• DVD 再生時は、なるべく AC アダプタを接続してください。省電力機能び働くと、スムーズ 
な再生びできない場合びあります。バッテ U 駆動で再生する場合は電源プランで「高パフォー 
マンス」を選択してください。 

• DVD を再生する前に、ほかのアプ U ケーシヨンを終了させてください。また、再生中には 
ほかのアプ U ケーシヨンを起動させたり、不要な操作は行わないでください。 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 の起動中は、ス U - プ、休止巧態を実行しないでください。 

•「 TOSH 旧 A DVD PLAYERJ の起動中は、コンピュータの□ック状態に移行する操作 
+ E キーまたは@+臣りキーを巧す）をしないでください。 

• Region □-ドは4回まで変更することびできますび、通常は出荷時のままご利用ください。 
出荷時の状態では 、 Re 邑 ion 〕ー ドびに」に設定されておりますので 、 Re 旨 ion コードび 
「2」または 「 ALU の DVD - Video をご使用ください。 

•外部ディスプレイまたはテレビに表示するときは、再生する前にあ日かじめ表示装置を切り 
替えてください。また、ク□ーン表示設定で DVD を再生することはできません。 

表示装置の切替え「4章□-回表示を切り替える」 

• 外部ディスプレイ側の解像度や U フレッシュレートび高い場合、 DVD 再生画像び正常に表 
示されないことびあります。その際はいったん再生を終了し、外部ディスプレイ側の解像度、 
リフレッシュレートや色数を下げてご使用ください。 


その他のミ主意については、 「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 のヘルプに記載しています。 

「 TOSH 旧 A DVD PLAYER 」 のヘルプの起動は、[スタート]ボタン （©) 一 [すべてのプ 
□グラム] 一 [TOSHIBA DVD PLAYER ] 一 [TOSHIBA DVD PLAYER へ J レプ]をク 
1」ックしてください。 
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1 D Web カメラについて 

I Web カメラをほ用するにあたって _ 

• Web カメラを太陽に直接向けないでください。 

• Web カメラのレンズ部分に軸れたり、強く巧したりしないでください。画質び低下する原因 
となります。 

レンズ部分び巧れた場合は、眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい巧でふいてくだ 
さい。 


la 顔照合機能について 


•「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 は本人の認証-照合を保証するものではありません。 
登録者の髪型-帽モの有無-眼鏡の有無など登録時と顔に変化びあると認識率び低下する巧 
能性びあります。 

• 登録ちに似ている顔を誤照合する場合びあります。 

•セキュ U ティを目的とした Windows パスワードの置き換えには適しません。 

セキュ U ティび重要な場合には、適切な Windows パスワードを□グインにお使いください。 
• 周囲の明るさや光の方向の違いびあると、登録者であってち正しく照合でさない場合びあり 
ます。その場合は Windows パスワードを使って□グインしてください。 

登録ち本人の照合に連続して失敗する場合には、追加学習を行ラと照合しやすくなります。 

• 顔照合に失敗した顔データを□グ情報として記録していますので、パソコンを廃棄するとき 
にはアプ U ケーシヨンをアンインストールするか、 「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 を起 
動し □ グを全件削除してください。 

•「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 の使用または使用不能か日生じる付随的な損害（記憶内 
容の変化•消失、事業利益の損失、事業の中断など）に関して当社は一切の責任を負いかね 
ますので、ご了承ください。 

•当社は、じ(下に関して一切の責任を負いかねますので、ご了承ください。 

-取扱説明書の記載内容を守日ないことにより生じた不便または損書 
•当社び関与しない接続機器、ソフトウェアとの組み合わせによる不具合、またはその結果 
生じた不便または損害 

-顔情報や照合履歴など記憶内容の消失、あるいは漏えいなどにより生じるいかなる損害、 
クレームなど （「 TOSH 旧 A Face Recognition 」 に登録された顔情報など記憶内容は、 
お客様の責任において管理願います。） 

-何日かの原因による登録-照合に関する不動作。 

および、不動作に起因する損害。 
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KEM レグザ U ンクについて 


• レグヴと本製品び正しく接続されているにち関わらず、レグヴに付属の U モコンか日本製品 
の操作びできない場合は、一度本製品を再起動し、 HDMI ケーブルをはずしてか日、つなざ 
なおして < ださい。 


I レグザか5パソコン本体の電源を操作するには _ 

• レグヴから操作して、本製品の電源を入れたり切ったりすることびでさます。 

① [スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - [ユーテイリ 
テイ] 一 [HDMI 連動設定]をクリックする 

[HDMI 連動設定]画面び表示されます。 

② 機能を有効にする場合は、 [HDMI 連動を有効にする]と [HDMI 連動対応のテレビから 
本機の電源のオン、オフをでさるよラにする]をチェックする 

機能を使わない場合は、チェックをはずしてください。 

③ [0 K ] ボタンをクリックする 

I パスワードの入力について _ 

•パスワードの入力を巧め日れた場合には、レグヴか日パスワードを入力することはできません。 
Windows □ グオンパスワードについて 『 Windows ヘルプとヴポート』 
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KEM 指紋認証について 


I 指紋認証の操作にあたつて _ 

指紋センサは非常に高度な技術で作日れておりますので、なの取扱ミ主意事項を守ってご使用く 
ださい。特に指紋センヴ表面の取り扱いには十分ごミ主意ください。 


• 次のような取り扱いをすると故障したり、指紋び認証されない原因になります。 
-指紋センサ表面をのなどの硬いちのでこすったりひっかいたりする 
-指紋センサ表面を強く巧す 
-濡れた手で指紋センサ表面を軸る 

指紋センサの表面に水蒸気などをあてず、乾燥した状態に保ってください。 

-化粧品や薬品、砂やおなどの付いた手で指紋センサ表面を触る 
砂などのルさい物でち、指紋センサを傷つける場合びあります。 

-指紋センサ表面にシールなどをはる 
-指紋センヴ表面に鉛筆やボールペンなどで書く 
-指紋センヴ表面を静電気を帯びた手や巧などで触る 


• 指紋センサをご使用になるときには、次の点にごミ主意ください。 

-手びミちれている場合には手を洗い、完全に水分をふき取る 
-金属に手を触れるなどして、静電気を取り除く 
特に空気び乾燥するを場にはミ主意してください。静電気は指紋センサの故障原因になり 
ます。 


眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔日かい布でセンサの巧れをふさ取る 
このとき、洗剤は使用しないでください。 

指と指紋センサび横から見て平行になるよラに指を置く 

指紋センサと指の中央を合わせる 

指紋センサの上に第]関節びくるよラに置く 

すべらせるときにはゆっくりと一定のはやさで手前にすべらせる 

それでち認識されない場合は、はやさを調整してください。 

ちの図のよラに、指を上下や左ちにぶれさせ 読み込ませる範囲 

ず、指紋センサび完全に見える巧態になるま 
で手前にすべ日せてください。 



指紋センサ 
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•指紋を登録する場合には、認識率向上のためになのよラな状態の指は避けてください。 

• :需れている 
-けびをしている 
-ふやけている 
-荒れている 
-巧れている 

指紋の間のミちれや異物を取り除いた状態で登録してください。 

-乾燥性の皮膚炎などにかかっている 

• 認識率び下びったな、と思った日なの点を確認してください。 

-指紋センサの表面び巧れていないか確認する 
巧れている場合は、眼鏡ふさ（ク U —ナーク□ス）などの柔らかい布で軽くふさ取ってか 
日使ってください。指紋センサ表面は強くこすらないでください。故障するおそれびあり 
ふ^ 〇 

-指の状態を確認する 

傷や手荒れ、極端に乾燥した状態、ふやけた状態、指紋び磨耗した状態、極端に太った場 
合など、指紋の登録時と状態び異なると認識でさない可能性びあります。認識率び改善さ 
れない場合には、ほかの指での再登録をおすすめします。 

-指の置さかたにミ主意する 
• その他 

- 2本しソ上の指を登録することをおすすめします。ラまく認識しにくい場合などは、登録し 
なおすか、ほかの指を登録してください。 

-指紋認証機能は、正しくお使いいただいた場合でち、個人差により指紋情報びかないなど 
の理由で、登録-使用びでさない場合びあります。 

-指紋認証機能は、データや八ードウエアの完璧な保護を保証してはおりません。本機能を 
利用したことによる、いかなる障害、損書に関して、一切の責任は負いかねますので、ご 
了フ爭ください。 

I Windows □グオンパスワードの設定について _ 

•パスワードびわか日なくなった場合、パソコンの管理ちアカウントで設定したユーヴアカウ 
ントびほかにあれば、そのアカウントで□グオンしてパスワードの再登録びでさます。管理 
ちアカウントで設定したほかのユーヴアカウントびない場合は、 U カバ U をしてください。 

U カバ U をすると、購入したあとに作成したデータなどは、すべて消失します。 


Windows □ グオンバスワードについて 『 Windows ヘルプとサポート』 


I 指紋認証のパスワード入力について _ 

• 指紋認証に関連するシステム環境や設定び変更された場合、起動時にユーヴパスワードや 
HDD パスワードの入力を巧め b れることびあります。その場合は、キーボードから各パス 
ワードを入力してください。 









記録ゾディアについて 


メディアを使ラ前に、なの内容をよく読んでください。 


ほえる CD を確認しよう 


I CD - RW 、 CD - R について/ CD - RW 、 CD - R のほ用巧奨メーカ 


• CD - RW 、 CD - 刊こ書き込む際には 、 『dynabook * * * * (お使いの機種名）シ U - ズをお 
使いのかたへ』でメディアの使用推奨メーカを確認してください。 

• CD - 刊こ書き込んだデータの消去はできません。 

• CD - RW メディアは書き換え可能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc Creator 」 で書き込 
んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 

ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず CD-RW メディアの消去を行い、改めて必要な 
ファイルだけを書さ込んでください。 

• CD - RW の消去されたデータを復元することはできません。消去の際は、メディアの内容を 
十分に確認してか日行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されている際には、書さ込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

•八ードディスクに不良セクタびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェツク」でクラスタのチェツクを行うことをおすすめします。 


エラーチェックの方法 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 

♦ ドライブの構造上、メディアの傷、ミちれ、ホコリ、チリなどにより読み出し/書き込みができ 
なくなる場合があります。データなどを書き込む際は、メディアの状態をよくご確認ください。 


ほえる DVD をお認しよラ 


■ DVD * AM の種類 

DVD - RAM にはいくつかの種類びあります。本製品のドライブで使用できる DVD - RAM はなの 
とおりです。 

カート U ッジタイプのメディアは、カート U ッジか日取り出してドライブにセットしてくださ 
い。両面ディスクで、読み出し/書き込みする面を変更するときは、一度ドライブか日メディ 
アを取り出し、裏返してセットし直してください。 

〇:使巧でさる X :使用でさない 


DVD - RAM の種類 

本製品の対応 

カート U ツジなしり 

〇 

カート U ツジタイプ（取り出し不可） 

X 

カート U ツジタイプ（取り出し可能）" 

〇 


* 1一部の家庭用 DVD ビデオレコーダでは再生でさない場合びあります。 
*2 2.日 G 目、己. 2G 巨のディスクは使用でさません。 
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且記録メディアについて 


I DVD について / DVD のほ用巧奨メーカ _ 

• DVD - RAM . DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD 十 RW 、 DVD 十刊こ書さ込む際には 、 『dynabook 

* * * * (お使いの機種名）シ U —ズをお使いのかたへ』でメディアの使用推奨メーカを確 
認してください。 

• DVD - R 、 DVD + 刊こ書き込んだデータの消去はできません。 

• DVD - RW 、 DVD+RW メディアは書き換え巧能なメディアですび、 「 TOSH 旧 A Disc 
Creator 」 で書き込んだファイルを変更したり、削除したりすることはできません。 
ファイルの変更•削除び必要な場合は、まず DVD - RW 、 DVD+RW メディアの消去を行い、 
改めて必要なファイルだけを書さ込んでください。 

• DVD - RW 、 DVD + RW の消去されたデータを復元することはでさません。消去の際は、メ 
ディアの内容を十分に確認してから行ってください。 

•書さ込み可能なドライブび複数台接続されているときには、書き込み-消去するメディアを 
セットしたドライブを間違えないよラ十分にミ主意してください。 

• DVD - RAM 、 DVD - RW 、 DVD - R 、 DVD + RW . DVD 十 R への書さ込みでは、フアイ J レの管 
理領域などち必要になるため、メディアに記載された容量分のデータを書さ込めない場合び 
あります。 

• DVD - RW 、 DVD-R への 書き込みでは、 DVD の規格に準拠するため、書き込むデータのサイ 
ズび約] GB に満たなし觸合にはダミーのデータを加えて、最ル1 GB のデータに編集して書き 
込がます。 

このため、実際に書さ込ちラとしたデータびかないにちかかわらず、書を込み完了までに時 
間びかかることびあります。 

•八ードディスクに不良セクタびあると書さ込みに失敗するおそれびあります。定期的に「エ 
ラーチェック」でクラスタのチェックを行うことをおすすめします。 

エラーチェックの方ま 『Windows ヘルプとサポ ー ト』 

• ドライブの構造上、メディアの傷、ミちれ、ホコリ、チ U などにより読み出し/書さ込みびで 
きなくなる場合びあります。データなどを書き込むときは、メディアの状態をよくご確認く 
ださい。 

• DVD - RAM をドライブにセットしたとき、システムび DVD - RAM を認識するまでに多か時間 
びかかります。 

反^ メモ 

♦作成した DVD は、一部の家庭用 DVD ビデオレコーダやパソコンでは再生でさないこともあります。ま 
た、作成した DVD+R DL >< ディア、 DVD-R DL メディアを再生ずるときは、それぞれのディアの読 
み取りに対応している機器を使用して<ださい。 








0 記録メディアについて 


■ C 诵 f メディアカードをほう前に 


mm メディアカードの操作にあたって 

•ブリッジメディア □ LED び点灯中は、電源を切ったり、メディアを取り出したり、パソコ 
ン本体を動かしたりしないでください。データやメディアび壊れるおそれびあります。 

• メディアは無理な力を加えず、静かに挿入してください。正しく挿し込まれていない場合、 
パソコンの動作び不安定になったり、メディアび壊れるおそれびあります。 

•スリープ中は、メディアを取り出さないでください。データび消失するおそれびあります。 

• メディアのコネクタ部分（金色の部分）には触れないでください。静電気で壊れるおそれび 
あります。 

• メディアを取り出す場合は、必ず使用停止の手順を行ってください。データび消失したり、 
メディアび壊れるおそれびあります。 


^■ SD メモリカード/ SDHC メモリカードを使う前に 

•ブリツジメディアス□ツトに min 旧 D メモ U 力ードをセツトするときは、必ず SD メモ U 力一 
ドサイズの min 旧 D メモ U カード用のアダプタを装着した状態で行ってください。 
microSD メモ U 力ードをセツトするときは、必ず SD メモ U 力ードサイズの microSD メモ U 
カード用のアダプタを装着した状態で行ってください。 min 旧 D メモリカードサイズの 
microSD メモ U カード用のアダプタは使用できません。 

• ブ U ツジメディアス□ツトか bmin 旧 D メモ U 力ード/ microSD メモ U 力ードを取りはずす 
ときは、必ず min 旧 D メモ U 力ードまたは microSD メモ U 力ード用のアダプタに装着したま 
まの状態で行ってください。 

• すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作確認は行っていません。したびって、 
すべての SD メモリカード/ SDHC メモ U 力ードの動作保証はできません。 

• SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードは、 SDMI の取りみめに従って、デジタル音楽デー 
夕の不正なコピーや再生を防ぐための著作権保護技術を搭載しています。 

そのため、ほかのノ（ソコンなどで取り込んだデータび著作権保護されている場合は、本製品 
で〕ピ ー 、再生することはできません。 SDIVII とは Secure Digital Music Initiative の略で、 
デジタル音楽データの著作権を守るための技術仕様をみめるための団体のことです。 

•あなたび記録したちのは、個人として楽しむなどのほかは、著作権法上、権利をに無断で使 
用でさません。 

• SD メモ U カード/ SDHC メモリカードは、デジタル音楽データの不正なコピーや再生を防 
ぐ SDMI に準拠したデータを取り扱うことびできます。メモ U の一部を管理データ領域とし 
て使用するため、使用でさるメモ U 容量は表示の容量よりかなくなっています。 










且記録メディアについて 


I SD メモリカード/ SDHC メモリカードのフォーマツトについて 

• Windows 上 （[コン ピュータ]画面）で SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードの フォー 
マットを行わないでください。デジタルカメラやオーディオプレーヤなどほかの機器で使用 
でさなくなる場合びあります。 

•再フォーマットを行うと、その SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードに保をされていた情 
報はすべて消去されます。 ] 度使用した SD メモ U カード / SDHC メモ U カードを再フォー 
マットする場合はミ主意してください。 

•「東芝 SD メモ U 力ードフォーマット」でフォーマットするときは、 r 東芝 SD メモ U 力ード 
フォーマット」じ(外の、 SD メモ U 力ード/ SDHC メモ U 力ードを使用するアプ U ケーシヨ 
ンはあ日かじめ終了させてください。 

K ■メモリースティックを使う前に 

• ブリッジメディアス□ットにメモ U - スティックデュオ/メモ U - スティック PRO デュオ 
をセットするとさは、必ずメモ U —スティックデュオアダプタを装着した状態で行ってく 
ださい。 

• ブ U ッジメディアス□ットからメモ U —スティックデュオ/メモ U - スティック PRO デュオ 
を取りはずすとさは、必ずメモ U —スティックデュオアダプタに装着したままの状態で 
行ってください。 

•本製品は、著作権保護技術 Ma 吕 icGate には対応していません。本製品では、著作権保護を 
必要としないデータの読み出し/書さ込みのみでさます。 

•すべてのメモ U - スティックの動作確認は行っていません。したびって、すべてのメモ U - 
スティックの動作は保証でさません。 

• メモ U —スティックの詳しい使いかたなどについては『メモ U —スティックに付属の説明書』 
を確認してください。 

mm xD - ピクチャーカードを使う前に 

•すべての xD - ピクチャーカードの動作確認は行っていません。したびって、すべての xD - ピク 
チャーカードの動作は保証でさません。 

• xD - ピクチャーカードの詳しい使いかたなどについては 『 xD - ピクチャーカードに付属の説明 
書』を確認してください。 


B マルチメディアカードを使う前に 

•すべてのマルチメディアカードの動作確認は行っていません。したびって、すべてのマルチ 
メディアカードの動作はな証でさません。 

• マルチメディアカードの詳しい使いかたなどについては『マルチメディアカードに付属の説 
明書』を確認してください。 













0 記録メディアについて 


Q [記録メディアの廃棄-譲渡について 


記録メディア（フ□ッピーディスク、半導体メモ U 、 CD 、 DVD など）を廃棄-譲ミ度する際に 
は、書さ込まれたデータび流出しないよラ、適切な方法で消去することをおすすめします。 
初期化、削除、消去などの操作などを行ってち、データの復元ツールで再生でさる場合ちあり 
ますので、十分ご確認ください。 

データ消去のための専用ソフトや、メディア専用のシュレッダーち販売されています。 









おさ樣普録の手続ま 


パソコンやアプ U ケーシヨンを使用するとさは、自分び製品の正規の使用ち（ユーヴ）である 
ことを製品の製造元へ連絡します。これを「お客様登録」または「ユーヴ登録」といいます。 
お客様登録は、パソコン本体、使用するアプ U ケーシヨンごとに行い、方法はそれぞれ異なり 
よ 〇 

お客様登録を行わなくてち、パソコンやアプ U ケーシヨンを使用でさますび、お問い合わせを 
いただくとさにお客様番号（「ユーザの」など、名称は製品によって異なります）び必要な場 
合や、お客様登録をしているかたへは製品に関する大切な情報をお届けする場合びありますの 
で、使い始めるときに済ませておくことをおすすめします。 


まちの ( TID ) お客様登録のおすすめ 


東芝では、お客様へのサービス•サポートのご提供の充実をはかるために東芝 ID ( TID ) のご 
登録をおすすめしております。 

サービス内容は、『東芝 PC サポートのご案内』を確認してください。 

詳しくは、なのアドレス「東芝の （ TID ) とは？」をご覧ください。 
https://rooml 048. jp / onetoone / info / about _ ticl.htm 

I 宣録方法 _ 

お客様の環境に応じて、登録方法を選択でさます。 

■方法！-[東芝お客様登録]アイコンか5のご登録ち法 

インターネットに接続後、登録巧のホームページに簡単にアクセスでさます。 

■方法2 -インターネットか5のご登録ち法 

インターネットに接続後、 URL を入力して登録用のホームページにアクセスしていたださます。 
登録用ホームぺージ： http :// rooml 048 .jp 

インターネット接続「 3 章 n ネットワークで広がる巧巧」 

商品の追加登録は「方法1」または r 方法2」で行います。 

ここでは、「方法1」を紹介します。 



B お客様登録の手続さ 


mm [ま泛お客様登録]アイコンからのご登録方法 

インターネット接続の設定やインターネットプ□バイダとの契約をしてある場合に、[東芝お客 
様登録]アイコンから TID 登録を行ラ方法を説明します。インターネットに接続しているあい 
だの通信料金やプ□バイダ使用料などの費用はお客様負担となりますので、あらかじめご了承 
ください。 

メモ 

• インス!-―ルしているウイルスチェックソフトの設定によって、インターネット接続を確認する画面 
び表示される場合びあります。インターネット接続を許可する項目を選択し、操作を進めてください。 
•初めて 「Internet Explorer 」 を起動したときは、操作の途中で、検索ツールの利用をお認する画面び 
表示される場合びあります。 

画面に従って操作してください。 



デスクトップ上の[東芝お客様登録]アイコン（贷）をダブルクリック 
する 

[「お客様登録」のお願い]画面び表示されます。 

L ソ降は、画面の指示に従って操作してください。 











巧術甚準適をについて 


■瞬時電圧低下について 

この装置は、社団法人電子情報技術産業協会の定めたパーソナルコンピュータの瞬時電 
圧低下対策のガイドラインを満足しております。しかし、ガイドラインの基準を上回る瞬 
時電圧低下に巧しては、不都合を生じることびあります。 


■高調波対策について 

本装置は、リ侶 C 己] 000-3-2 適合品」です。 

JISC 61000-3-2 適合品とは、日本工業規格「電磁両立性一第 3-2 部：限度値一高調波 
電流発生限度値 （1 相当たりの入力電流び 20 AL ソ下の機器)」に基づさ、商用電力系統の高 
調波環境目標レベルに適合して設計-製造した製品です。 


■電波障害自主規制について 

この装置は、情報処理装置等電波障害自主規制協議会 ( VCCI ) の基準に基づくクラス B 情 
報技術装置です。 

この装置は、家庭環境で使用することを目的としていますび、この装置びラジオやテレビ 
ジョン受信機に近接して使用されると、受信障書を引き起こすことびあります。 
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。 


「7 章 0 - 居 ] -Q パソコンの近くにあるテレビやラジオの調モがおかしい」 

■ FCC information 



FCC notice "Declaration of ConTormity InTormation" 


This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital 
device, pursuant to Part 15 of the F し C rules. These limits are designed to provide reasonable 
protection against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, 
uses and can radiate radio frequency energy ana, if not installed and used in accordance with the 
instructions, it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no 
guarantee that interference will not occur in a particular installation. If this equipment does 
cause harmful interference to radio or television reception, which can be determined by turning 
the equipment off and on, the user is encouraged to try to correct the interference by one or 
more of the following measures: 


• Reorient or relocate the receiving antenna, 

♦ Increase the separation between the equipment and receiver. 

• Connect the equipment into an outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected, 

♦ Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 
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□ 技術基準適合について 


WARNING : Only peripherals complying with the FCC rules class B limits may be attached 
to this equipment. Operation with non-compliant peripherals or peripherals not recommended 
by TOSHIBA is likely to result in interference to radio and TV reception. Shielded cables must 
be used between the external devices and the computer’s external monitor port, Universal Serial 
Bus (USB2.0) ports, eSATA/USB combo port，i.LlNK (IEEE1394) port, HD Ml out port and 
microphone jack. Changes or modifications made to this equipment, not expressly approved by 
TOSHIBA or parties authorized by TOSHIBA could void the users authority to operate the 
equipment. 

FCC conditions 

This device complies with Part 15 of the F し C Rules. 

Operation is subject to the following two conditions: 

1. fhis device may not cause harmful interference, 

2, This device must accept any interference received, including interference that may cause 
undesired operation. 

Contact 

Address : TOSHIBA America Information Systems, Inc, 

9740 Irvine Boulevard 
Irvine, California 92618-1697 
Telephone : (949) 583-3000 

■ EU Conformity Statement について 

This product and - if applicable - the supplied accessories too are marked with "CE" and comply 
therefore with the applicable harmonized European standards listed under the Low Voltage 
Directive 2006/95/EC, the EMC Directive 2004/108/EC and/or R&TTE Directive 1999/5/EC, 

Responsible for CE-marking: 

TOSHIBA EUROPE GMBH, Hammfelddamm 8, 41460 Neuss, Germany 
Manufacturer: 

Toshiba Corporation,1-1 Shibaura 1-chome, Minato-ku, Tokyo, 105-8001, Japan 

The complete official EU CE Declaration can be obtained on following internet page: 
http://epps.toshiba-teg.com/ 
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□ 技術基準適合について 


Panasonic DVD スーパーマルチ ドライブ UJ 870 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


1.本装置はレープーシステムを使用しています。 
本装置の定格銘板には、ち記の表示びされてい 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


ます。 

本装置はヨー□ッく共通のレーザ規格 
EN 巨 082 已 -1 で"クラス 1 レーヴー機器"に分 
類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐために、 

この装置の匡体を開けないでください。 

2. 分解および改造をしないでください。感電の原 
因になります。信頼性、安全性、性能の保証を 
することびでさな < なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをおこすこと 
びあります。従って、本装置を使用するシステ 
ムには、これ 5 の誤りや故障に起因する二次的 
な損失、障害および事故を防止するために、ち 
全性や保全性に関する十分な配慮び必要です。 

本装置の故障、取り出されたデータの誤りに 
よって、人体への危害や物質的損害を誘発する 
可能性びあるシステムには、本装置を使用しな 
いで < ださい。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてち保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、東芝 PC あんしんサポートにご相談く 
ださい。 


CAUTION 

CLASS 3B VISIBLE AND INVISIBLE 、 
LASER RADIATION WHEN OPEN. 
AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT 

LASER VISIBLE ET INVISIBLE EN 

CAS D'OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSE AU 
FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B SICHTBARE UND 

UNS に HTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN 
ABDECKUNG GEOFFNET. NIGHT 
DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 
laserstrAling VED ABNING. 
UNDGA UDS/ETTELSE FOR 
STRALING. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B SYNLIG OG USYNLIG 

laserstrAling nar deksel 
Apnes. unngA eksponering 

FOR STRALEN. 

VARNING 

KLASS 3 己 SYNLIG OCH OSYNLIG 
laserstrAlning nar DENNA 

DEL AR OPPNAD. STRALE AR 
FARLIG. 

VARO ! 

KURSSI3BNAKYVA JA 

NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTIINA LASERSATEILYLLE，ALA 


KATSO SATEESEN. 

ノ 





































□ 技術基準適合について 


TEAC DVD スーパーマルチ ドライブ DV - W 28 S 
(DVD スーパーマルチ ドライブ DVD±R 2層式メディア対応) 
ま全にお使いいただくために 

本装置を正しくご使用いただくために、この説明書をよくお読みください。 

また、お読みになったあとは、必ず保管してください。 


A ま意 


1.本装置はレーザーシステムを使用して 
います。 


CLASS 1 LASER PRODUCT 
LASER KLASSE 1 


本装置の定格銘板には、ち記の表示び 
されています。 

本装置はヨー□ッノ く共通のレーザ規格 
EN 巨082已 -1 で"クラス1レーザー機 
器"に分類されています。 

レーザー光を直接被爆することを防ぐ 
ために、この装置の霞体を開けないで 
ください。 

2. 分解および改造をしないでください。 

感電の原因になります。信頼性、安全 
性、性能の保証をすることびでさなく 
なります。 

3. 本装置はある確率で読み取り誤りをお 
こすことびあります。従って、本装置を使用ずるシステムには、これ5の誤りや故障に 
起因する二次的な損失、障害および事故を防止するために、安全性や保全性に関する十 
分な配慮び必要です。本装置の故障、取り出されたデータの誤りによって、人体への危 
害や物質的損害を誘発する可能性びあるシステムには、本装置を使用しないでください。 

4. ご使用のディスクび損傷を受けてを保証はいたしません。 

己.ご使用中に異常び生じた場合は、電源を切って、ま芝 PC あんしんサポートにご相談くだ 


CAUTION 

CLASS 3B INVISIBLE LASER RADIATION ' 

WHEN OPEN. AVOID EXPOSURE TO BEAM. 

ATTENTION 

CLASSE 3B RAYONNEMENT LASER INVISIBLE 
EN CAS D’OUVERTURE. 

EXPOSITION DANGEREUSE AU FAISCEAU. 

VORSICHT 

KLASSE 3B UNS に HTBARE 

LASERSTRAHLUNG, WENN ABDECKUNG 
GEOFFNET. 

NIGHT DEM STRAHL AUSSETZEN. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING VED 
ABNING. UNDGA UDS/ETTELSE FOR 

strAlen. 

ADVARSEL 

KLASSE 3B USYNLIG LASERSTRALING NAR 
DEKSEL APNES. UNDGA EKSPONERING FOR 
strAlen. 

VARNING 

KLASS 3B OSYNLIG LASERSTRALNING NAR 
DENNA DEL AR OPPNAD. STRALEN AR 

FARLIG. 

VARO! 

KURSSI3B NAKYMATON AVATTAESSA OLET 
ALTTINA LASERSATEILYLLE. ALA KATSO 


SATEESEEN. 

ノ 


さし、 






































5 I るインタフエ—スの仕樣 


mm HDMI 出力端子 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TMDS Data 2 十 

TMDS データ （2 + ) 

□ 

2 

TMDS Data 2 Shield 

TMDS データに）シールド 


3 

TMDS Data 2- 

TMDS データ（2-) 

□ 

4 

TMDS Data 1 + 

TMDS データ り +) 

□ 

5 

TMDS Data ] Shield 

TMDS データ （1) シールド 


6 

TMDS Data ]- 

TMDS データ り一 ) 

□ 

7 

TMDS Data 日十 

TMDS データ （0 + ) 

□ 

8 

TMDS Data 日 Shield 

TMDS データの）シールド 


9 

TMDS Data 日 - 

TMDS データ（0-) 

□ 

10 

TMDS Clock 十 

TMDS ク□ツク （+) 

□ 

11 

TMDS Clock Shield 

TMDS ク□ツクシールド 


12 

TMDS Clock - 

TMDS ク□ツク（一） 

□ 

13 

Reserved 

予約 


14 

Reserved 

予約 


15 

SCL 

SCL データク□ツク信号 

□ 

16 

SDA 

SDA 通信信号 

I/O 

17 

DDC/CEC Ground 

DDC / CEC 信号グランド 


18 

十 曰 V Power 

電源 


19 

Hot Plug Detect 

ホツトプラグデイテクト 

1 

コネクタ図 


1 

9 1 

1--> 





信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 
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0 各インタフェースの仕様 


^9し LINK (IEEE 1394) インタフエース^ 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

TPB - 

スト□ーブ受信/データ送信 
(2 対の差動信号） 

I/O 

2 

TPB + 

スト□-ブ受信/データ送信 
(2 対の差動信号） 

I/O 

3 

TPA - 

データ受信/スト□ーブ送信 
(2 対の差動信号） 

I/O 

4 

TPA + 

データ受信/スト□ーブ送信 
(2 巧の差動信号） 

I/O 


コネクタ図 




n n n n 


信号方向 （ I ) :パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 


LAN インタフエー ス 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

BLDA 十 

送受信データ A (+) 

I/O 

2 

巨 LDA - 

送受信データ A (—） 

I/O 

3 

BLDB 十 

送受信データ B (+) 

I/O 

4 

BLDC 十 

送受信データ C (+) 

I/O 

5 

BLDC - 

送受信データ C (一） 

I/O 

6 

BLDB - 

送受信データ B (—） 

I/O 

7 

BLDD + 

送受信データ D (+) 

I/O 

8 

BLDD - 

送受信データ D (—） 

I/O 

コネクタ図 


ド^ 

11111111 

87654321 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体からの出力 

























































0 各インタフェースの仕様 


KB RGB インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

CRV 

赤色ビデオ信号 

□ 

2 

CGV 

緑色ビデオ信号 

□ 

3 

CBV 

青色ビデオ信号 

□ 

4 

Reserved 

予約 


5 

GND 

信号グランド 


6 

GND 

信号グランド 


7 

GND 

信号グランド 


8 

GND 

信号グランド 


9 

十曰 V 

電源 


10 

GND 

信号グランド 


11 

Reserved 

予約 


12 

SDA 

S DA 通信信号 

I/O 

13 

-CHSYNC 

水平同期信号 

□ 

14 

-CVSYNC 

垂直同期信号 

□ 

15 

SCL 

SCL データク□ック 信号 

I/O 

コネクタ図 

已 1 

( 00000 ) 

1〇\— 〇 〇 〇 〇 0-/-6 
\〇 〇 〇 〇 〇 J 

1已 11 

高密度 D-SUB 3列1 已 ピン (ス 


信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 































0 各インタフェースの仕様 


USB インタフエース 


ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

1 

V 巨 US 

+曰 V 


2 

D - 

マイナス データ 

I/O 

3 

D 十 

プラス データ 

I/O 

4 

GND 

信号グランド 



コネクタ図 


1 _| 1 _ 11 _ 11_1 
12 3 4 


信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 


laeSATA / USB インタフエース 
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ピン番号 

信号名 

意味 

信号方向 

S 1 

GND 

グランド 


S 2 

A 十 

eSATA プラスデータ 

□ 

S 3 

A - 

eSATA マイナスデータ 

□ 

S 4 

GND 

グランド 


S 曰 

B - 

eSATA マイナスデータ 

1 

S 6 

B 十 

eSATA プラスデータ 

1 

S 7 

GND 

グランド 


U 1 

VBUS 

+曰 V 


U 2 

D - 

USB マイナスデータ 

I/O 

U 3 

D 十 

USB プラスデータ 

I/O 

U 4 

GND 

信号グランド 



コネクタ図 



信号名 ：一びついているのは、負論理値の信号です 

信号方向（ I ):パソコン本体への入力 
信号方向 （0) :パソコン本体か日の出力 














































































6 I 巧緑 LAN について 


mm 無線 LAN の概要 

本製品には、 IEEE 802.1 lb . IEEE 802.11 g . IEEE 802'1 ]n d 「 aft 2'0 に準拠した無もち 
LAN モジュールび内蔵されています。なの機能をサポートしています。 

•周波数チャネル選択 
• マルチチャネル間の□ーミング 
•パワーマネージメント 

分メモ 

• 本製品に内蔵されている IEEE 802 .1 1 n に準拠した無線 LAN モジュールは 、 U U — スバージョン 
draft 2.0 の仕様に基づいております。そのため、正式規格対応製品や他社のドラフト版対応製品とは 
互換性やずベての機能を保証するちのではありません。 

• 本製品と同等の構成を持った機器との通信を行う場合に、 IEEE 802.1] n か日け2.□準拠の通信を行ラ 
ことび可能です。 








回無線 LAN について 


Kjfl お線特性 

無線 LAN の無線特性は、製品を購入した国/地域、購入した製品の種類により異なる場合びあ 
ります。 

多くの場合、無線通信は使用する国/地域の無線規制の対象になります。無線ネットワーク機 
器は、無線免許の必要ない 2.4 GHz 帯で動作するよラに設計されていますび、国/地域の無線 
規制により無線ネットワーク機器の使用に多くの制限び課される場合びあります。 


お線周波数帯 

IEEE 802.1 lb , 

IEEE 802.1 Ig , 

IEEE 802.1 In drafts .0 

2.4 GHz に 400-2497 MHZ ) 

変調方式 

IEEE 802.1 Ig 

直交周波数分割多重ち式 

0 FDM - BPS に 0 FDM - QPSK ， 

0 FDM -1 6 QAM , □ FDM -64 QAM 

IEEE 802.1 lb 

直接拡散方式 

DSSS - CCK , DSSS - DQPSK , 

DSSS-DBPSK 

IEEE 802.1 In drafts .0 

直交周波数分割多重方式 （ OFDM 方式)， 

空間多重方式 （ MlMO 方式） 


無線機器の通信範囲と転送レートには相関関係びあります。無線通信の転送レートびほいほど、 
通信範囲は広くなります。 

爲？ メモ 

H * アンテナの近<に金属面や高密度の固体びあると、無線デバイスの通信範囲に影響を及ぼすことびあ 
ります。 

•無線信号の伝送路上に無線信号を吸収または反射し得る"障害物"びある場合を、通信範囲に影響を与え 
ます。 
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回無線 LAN について 


mm サポートずる周波数帯域 

無線 LAN びサポートする 2.4GHz 帯のチャネルは、国/地域で適用される無線規制によって異 
なる場合びあります（表 r 無織 EEE 802 .1] チャネルセット」参照)。 


■無織 EEE 802. il チャネルセット 

• 2.4GHz 帯：吕 400 〜吕 497MHz (lEEESO 吕 .1 1 b/g 、 IEEE80 吕 .1 1 n dra れ吕 .0 の場合 ) 


チャネル ID 

周波数 

1 

2412 

2 

2417 

3 

2422 

4 

2427 

5 

2432 

6 

2437 

7 

2442 

8 

2447 

9 

2452 

10 

24曰 7*1 

11 

2462 

12 

2467 

13 

2472 


* 1購入時に、アドホックモード接続時に使用するチヤネルとして設定されているチヤネルです。 


無線 LAN をインス!-ールする場合、チャネル設定は、なのよラに管理されます。 

•インフラストラクチャで無線 LAN 接続する場合、ステーションび自動的に無線 LAN アクセ 
スポイントのチャネルに切り替えます。異なるアクセスポイント間を□ーミングする場合は、 
ステーションび必要に応じて自動的にチャネルを切り替えます。無線 LAN アクセスポイント 
の設定チヤネルちこの範囲にする必要びあります。 
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回無線 LAN について 


E ■本製品を日本でお使いの場合のご注意 

曰本では、本製品を第二世代ル電カデータ通信システムに位置付けており、その使用周波数帯 
は 2.400 MHz 〜2.483.已 MHz です。この周波数帯は、移動体識別装置（移動体識別用構内無 
線局及び移動体識別用特定ル電力無線局）の使用周波数帯2.427 MHz 〜 2.470.75 MHz と重 
複しています。 

■ステッカー 

本製品を日本国内にてご使用の際には、本製品に付属されている次のステッカーをパソコン本 
体に貼り付けて < ださい。 


この機器の使用周波数帯は 2.4 GHz 帯でず。この周波数では電 
子レンジ等の産業-科学-医療機器のほか、他の同種無線局、エ 
場の製造ライン等で使用されている免許を要ずる移動体識別用の 
構内無線局、免許を要しない特定ル電力無線局、アマチュア無線 
局等 a ソ下「他の無線局 J と略す）が運用されています。 

1 . この機器を使用する前に、近くで r 他の無線局」が運用されてい 
ないことを確認してください。 

2. 万一、この機器と「他の無線局」との間に電波干渉が発生した 
場合には、速やかにこの機器の使用チャンネルを変更するか、使 
用場所を変えるか、文は機器の運用を停止（電波の発射を停 
止）してください。 

3. その他、電波干渉の事例が発生した場合など何かお困りのこと 
が起きたときは、まち PC あんしんサポートへお問い合わせくだ 
さい。 


■ 現品表 / J 、 

本製品とお包箱には、なに示す現品表示び記載されています。 


①②③④ 

ミ 4〇15/〇1 な 





① 2.4 
③ DS 

③ OF 

④ 4 

⑥ ■ ■ ■ 


2.400 MHz 帯を使用する無線設備を表す。 

変調方式び DS-SS 方式であることを示す。 

変調方式び OFDM 方式であることを示す。 

想定される与干渉距離び 40 mLU 下であることを示す。 

2, 400 MHz 〜2,483.已 MHz の全帯域を使用し、かつ移動体識別装置の帯域を 
回避可能であることを意味する。 


■ま芝 PC あんしんサポート 

東芝 PC あんしんサポートの連絡先は、『取扱説明書』の巻末を参照してください。 















回無線 LAN について 


B 機器認証表示について 


本製品には、電気通信事業法に基づくル電カデータ通信システムの無線局として、認証を受け 
た無線設備を内蔵しています。したびって、本製品を使用するとさに無線局の免許は必要あり 
ません。 


無線設備名： AR 5 B 91 -X 
株式会社ディーエスピーリサーチ 
認証番号 : DO 80273003 

本製品に組み込まれた無線設備は、本製品（ノートブックコンピュータ）に実装して使用する 
ことを前提に、ル電カデータ通信システムの無線局として工事設計の認証を取得しています。 
したびって、組み込まれた無線設備をほかの機器へ流用した場合、電波法の規定に抵触する恐 
れびありますので、十分にごミ主意ください。 


■a お知らせ 

I 無線製品の巧豆運用性 _ 

本製品に 巧 蔵されている無線 LAN モジ ュールは 、 Direct Sequence Spread Spectrum 
(□333)/日「化日呂日1131 Frequency Division Multiplexing ( OFDM ) 無線技術を使用する 
あらゆる無線 LAN 製品と相互運用できる よ ラに設計されており、なの規格に準拠しています。 

• Institute of Electrical and Electronics Engineers (米国電気電モ技術ち協会）策定の 
IEEE 802.11 Standard on Wireless LANs (Revision b / g/n drafts .0) (無線 LAN 標 
準規格（版数 b / g/n d 「 aft 2.0)) 

• Wi - 円 Alliance の定義する Wireless Fidelity ( Wi - Fi ) 認証 
Wi - 円 CERTIFIED □ゴは Wi-Fi Alliance の認定 マー クです。 

I 健康への影響 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールは、ほかの無線製品と同様、無線周波の電磁エネ 
ルギーを放出します。しかしその放出エネルギーは、携帯電話などの無線機器と比べるとはる 
かに低いレベルに抑え日れています。 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールの動作は無線周波に関する安全基準と勧告に記載 
のガイドラインにそっており、安全にお使いいただけるちのと東芝では確信しております。こ 
の安全基準および勧告には、学会の共通見解と、多岐にわたる研究報告書を継続的に審査、検 
討している専門家の委員会による審議結果びまとめられています。 

ただし周囲の状況や環境によっては、建物の所有者または組織の責任者び Wireless LAN の使 
用を制限する場合びあります。：欠にその例を示します。 

•飛行機の中で Wireless LAN 装置を使用する場合 

• ほかの装置類またはサービスへの電波干渉び認められるか、有害であると判断される場合 

個々の組織または環境（空港など）において無線機器の使用に関する方針びよくわか日なし觸合 
は、 Wireless LAN 装置の電源を入れる前に、個々の組織または施設環境の管理者に巧して、 

本製品の使用可否について確認してください。 











回無線 LAN について 


I 規制に関する情ま巨 _ 

本製品に内蔵されている無線 LAN モジュールのインス I -ールと使用に際しては、必ず製品付属 
の取扱説明書に記載されている製造元の指示に従ってください。本製品は、無線周波基準と安 
全基準に準拠しています。 

• Canada - Industry Canada (1C) 

This device complies with 民 SS 210 oi industry Canada. 

Operation is subject to the following two conditions:(1)this device may not cause interference , and (2) 
this device must accept any interference, including interference that may cause undesired operation of this 
device. 

The term "IC" before the equipment certification number only signifies that the Industry Canada technical 
specifications were met. 

• USA-Federal Communications Commission(FCC) 

This equipment has been tested and found to comply with the limits for a Class B digital device, 
pursuant to Part 15 of FCC Rules. These limits are designed to provide reasonable protection 
against harmful interference in a residential installation. This equipment generates, uses, and 
can radiate radio frequency energy. If not installed and used in accordance with the instructions, 
it may cause harmful interference to radio communications. However, there is no guarantee that 
interference will not occur in a particular installation. 

If this equipment does cause harmful interference to radio or television reception, wnich can be 
determined by tuning the equipment off and on, the user is encouraged to try and correct the 
interference by one or more of the following measures: 

• Reorient or relocate the receiving antenna, 

• Increase the separation between the equipment and the receiver. 

• Connect the equipment to outlet on a circuit different from that to which the receiver is 
connected, 

• Consult the dealer or an experienced radio/TV technician for help. 

TOSHIBA is not responsible for any radio or television interference caused by unauthorized modification 
of the devices included with this The Wireless LAN, or the substitution or attachment of connecting 
cables and equipment other than specified by TOSHIBA. 

The correction or interference caused by such unauthorized modification, substitution or attachment will 
be the responsibility of the user. 


Caution: Exposure to Radio Frequency Radiation. 

The radiated output power of the Wireless LAN is far below the FCC radio frequency exposure limits. 
Nevertheless, the Wireless LAN shall be used in such a manner that the potential for human contact during 
normal operation is minimized. 

In the usual operating configuration, the distance between the antenna and the user should not be less than 
20cm. Please refer to the PC user’s manual for the details regarding antenna location. 

The installer of this radio equipment must ensure that the antenna is located or pointed such that it does 
not emit 民 F field in excess of Health Canada limits for the general population; consult Safety Code 6, 
obtainable from Health Canada’s website 

www.hc-sc.gc.ca/ewh-semt/pubs/radiation/99ehd-dhm237/index-eng.php./ 









回無線 LAN について 


参 Eur 叩 e 


Restrictions for Use of 2.4GHz Frequencies in European Community Countries 

Belgie/ 

Belgique: 

For private usage outside buildings across public grounds over less than 300m no special 
registration with IBPT/BIPT is required. Registration to IBPT/BIPT is required for private 
usage outside buildings across public grounds over more than 300m. For registration and 
license please contact IBPT/BIPT. 


Voor prive-gebruik buiten gebouw over publieke groud over afstand kleiner da 打 300m 
geen registratie bij BIPT/IBPT nodig; voor gebruik over afstand groter dan 300m is wel 
registratie bij BIPT/IBPT nodig. Voor registratie of licentie kunt u contact opnemen met 

BIPT. 


Dans le cas d’une utilisation privee, a I'exteneur d'un batiment, au-dessus d'un espace public, 
aucun enregistrement n'est 打 ecessaire pour une distance de moins de 300m. Pour une 
distance superieure a 300m un enregistrement aupres de I'lBPT est requise. Pour les 
enregistrements et licences, veuillez contacter I'lBPT. 

Deutschland: 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Anmeldung im Outdoor-Bereich notwendig, aber nicht genehmigungspflichtig. Bitte mit 
Handler die Vorgehensweise abstimmen. 

France: 

Restricted frequency band: only channels 1 to 7 (2400 MHz and 2454 MHz respectively) 
may be used outdoors in France. 


Ba 打 de de frequence restreinte : seuls les canaux 1-7 (2400 et 2454 MHz respectivement) 
doivent etre utilises e 打 droits exterieur en France. Vous pouvez contacter I'Autorite de 
Regulation des Tel 台 c 曰 mmuniations (http://www.art-telecom.fr) pour la procedure a suivre. 

Italia: 

License required for indoor use. Use with outdoor installations not allowed. 


E'necessaria la concessione ministeriale anche per I'uso interne. 

Verificare con i rivenditori la procedura da seguire. 

Nederland 

License required for outdoor installations. Check with reseller for procedure to follow. 


Licentie verplicht voor gebruik met buitenantennes. Neem contact op met verkoper voor 
juiste procedure. 

To remain in 

conformance with European spectrum usage laws for Wireless LAN operation，the above 


2.4GHz channel limitations applv lor outdoor usage. The user should use the wireless LAN uiiiitv to 
check the current channel of operation. If operation is occurring outside of the allowable frequencies for 
outdoor use, as listed above, the user must contact the applicable national spectrum regulator to request a 
license for outdoor operation. 
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回無線 LAN について 


参 Taiwan 

Article 12 

Without permission granted by the DGT or NCC, any company, enterprise, or user is not 
allowed to change frequency, enhance transmitting power or alter original characteristic as well as 
performance to an approved low power radio-frequency devices. 

Article 14 

The low power radio-frequency devices shall not influence aircraft security and interfere legal 
communic ations; 

If found, the user shall cease operating immediately until no interference is achieved. 

The said legal communications means radio communications is operated in compliance with the 
Telecommunications Act. 

The low power radio-frequency devices must be susceptible with the interference from legal 
communications or ISM radio wave radiated devices. 






回無線 LAN について 


MM 使用でまる国/地域について 



• 本製品は、次にあげる国/地域の無線規格を取得しております。これらの国/地域 L 义 H では使用 
でさません。 


アイスランド 

オーストラリア 

ス1」ランカ 

ノルウェー 

7ルタ 

アイルランド 

オーストリア 

ス□バキア 

バーレーン 

7レーシア 

アゼルバイジャン 

オランダ 

ス□ベニア 

八ンガ U — 

南アフリカ 

アメ 1」力合衆国 

カナダ 

セルビア 

フィ1」ピン 

メキシコ 

アラブ首長国連邦 

韓国 

台湾 

フィンランド 

モナつ 

アルゼンチン 

キプ□ス 

チェコ 

フランス 

モンテネグロ 

イギリス 

ギリシャ 

中国 

ブルガリア 

ヨルダン 

イタ1」ア 

ク□アチア 

チ1」 

ベトナム 

ラトビア 

ィンド 

つ□ンビア 

デンマーク 

ベネズエラ 

1」トアニア 

インドネシア 

サウジアラビア 

ドイツ 

ペルー 

IJ ヒテンシュタイン 

ウルグアイ 

シンガポール 

トルコ 

ベルギー 

ルーマニア 

エクアドル 

スイス 

曰本 

ポーランド 

ルクセンブルク 

エジプト 

スウェーデン 

ニューカレドニア 

ボスニア'ペレツェゴけ 

レバノン 

エストニア 

スペイン 

ニュージーランド 

ポルトガル 

□シア 


に009年2月現在) 


• 802.1 In モードでは、アドホック通信は使用できません。 

• 802.1] b モードおよび802.] ] 呂モードでのアドホック通信は、チャネル1〜チャネル11 
で使用できます。 

• 802.1] b モードおよび802.] ] 旨モードでのインフラストラクチャ通信は、チャネル1〜 
チャネル13で使用でさます。 



































7 I まちサ—ビスステ—シヨンについて 


r 東芝サービスステーション」は、ソフトウェアのアップデートや重要なお知日せを自動的に提 
供するためのソフトウェアです。じ(降の説明をお読みのラえ、 r 東芝サービスステーション」を 
使用して、本製品を最新の巧態に保つことを強くおすすめします。 

このソフトウェアは動作 I こ必要な機器の識別情報などを弊社のヴーノ（へ送信します。 

使用でさるよラに設定する前に、詳しい内容を説明した使用許諾書び表示されますので、よく 
お読みください。 

分メモ 

•「まちサービスステーション」を使用するには、インターネットに接続でをる環境び必要でず。 

•「まちサービスステーション」は、本製品に用意されているアプリケーション、ユーティリティ、ドライ 
バや巨 IOS のうち、一部についてアップデートをお知らせします。このため、 r あなたの clynabook . com 」 
や 「 dynabook . com」、「Microsoft Update 」 などのサイトにアクセスし、よくある質問 （ FAQ ) や 
ウイルス-セキュ U テイ情報などとあわせてご利用ください。 


I 設定方法 _ 

r 東芝サービスステーション」を使用できるよラに設定する方法は、巧のとおりです。 



パソコン起動後、しば5くしてか5通知領域に表示されるメッセージを 
クリックする 



または、[スタート]ボタン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] - 
[ユーティ U ティ]一[サービスステーション]をク U ックしてください。 

初めて起動したとさは、本ソフトウェアに関する詳しい説明（使用許諾書）び表示さ 
れます。 
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Q ま芝サービスステーシヨンについて 



內容を確認し、[同意する]ボタンをクリックする 



束ミサ-むステーンョンのこ’利用にあたって * 

mm ： 

本ソフトウェアは、わ客様のコンピュータじ当社じよってブレイシストールされを y フトウ I ア①アッブ l 5| 
デ—卜、あるいは、わ客揉の]ンビュ、夕じ巧する当なからのま要なわからせを、自れのじな巧す 
るお能ち僖巧 ur ? (巧期設ミでは如日こ’とじな巧を巧います。なま面巧は当なのサーバーから 
如旨モじよりで去される巧合びありますにの视おがち她こなりますと、本ソフトかアは、上記な 
ま I さじモデルる、を毎、機器盡が毎ち ( UUID )、 言語巧贿、梨适をを、 0 S のバージョン、ま要 
なわしらせ履ほ、アップデートおほむどのシステム【こ閱するま本芭郎を、当なのサーバーへち巧6う 
じ掛きします。本ソフトゥ I アじよりわさ横の晒人情おを巧たじリリ集するなはありま廿んが、まミ 
わ 客な 呈みやぶ守也 巧ね どにより当なにお客横' 话辄 をご援おいただいている巧含に王、当れよ 
0 も'客话 へま罢なわならせを巧み巧る必要げある巧合や、サーピスサポートの向上のために、それ 
らの巧船:お合する巧さびあります。（がち） 

システム'【香郁のも'恥)巧いじついて： 

当社のサイトに送信されをこれらのシステム巧き耐王、マーケティンヴや巧術的なサポート提供と、 
サボ-トサーピスの向上のをめにのみ护照され、巧聞、当化のサ-パ-じな巧した谢こ肖 I 聯され， 

(I 同る する I 同 意しません - 1 
f ? ~^ I 曰襯こ再度表示します 1 


(表示例) 


使用許諾書に同意すると、じ(降はソフトウエアのアップデートや弊社か日のお知日せ 
を検出する機能び、パソコンを起動すると自動的に動作します。 


I ほ。方法 _ 

■ソフトウェアのアツプデートがある場合 

本製品に用意されているアプ I 」ケーシヨン、ユーティリティ、ドライバや BIOS のラち、一部 
についてアップデートびあることを検巧すると、次のメッセージび表示されます。 



メツセージをク U ックし、画面の指示に従って操作してください。 


■ 本製品に対するお知らせがある場合 

本製品に対する弊社か日のお知日せび準備されたことを検出すると、次のメッセージび表おさ 
れます。 



メツセージをク U ックし、画面の指示に従って操作してください。 


手動で、ソフトウェアのアップデート、またはお知日せを確認したい場合は、[スタート]ボタ 
ン（@)一 [すべてのプ□グラム] 一 [ TOSHIBA ] -[ユーティ U ティ]一[サービスス 
テーシヨン]をク I 」ックしてください。 
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8 I ホームネットワークを楽しを3 


に yberUnk SoftDMA for TOSH 旧 A 」（ SoftDMA ) を使うと、家庭内のネットワークに接続 
している HDD & DVD レコーダや本製品じ(外のパソコンなどか日、それぞれ録画-保をしてい 
る映像-音楽-画像などのコンテンツを受信して、本製品で楽しむことびできます。 

ぶ:ミメモホームネットワークについて 

•「ホームネットワーク」とは、ルータなどを使い、家庭内で LAN (Local Area Network ) 機能のある 
機器を接続したネットワークのことです。 

ホームネットワークにパソコンや HDD & DVD レコーダ、テレビを接続ずると、接続した機器に保存さ 
れている映像-画像-音楽コンテンツを楽しむことびでさます。 


mmt 

rSoftDM 


巧応ずるか部機おを準備ずる 


。八」で外部機器のコンテンツを視聴するためには、次の機器でホームネットワークの 
環境を構築することをおすすめします。 



• HDD&DVD レコーダ 

録画した番組などの映像を楽しむことびでさます。 

•パソコン 

本製品ではネットワークに接続している、ほかのパソコンのビデオ-音楽-画像ファイルを 
視聴でさます。 

I 巧応する巧部機器について _ 

「 SoftDMA 」 に対応する外部機器については、なの説明を確認してください。 


•外部機器び DLNA に対応している場合のみ、 「 SoftDMA 」 はその外部機器のコンテンツを視 
聴することびでさます。 

•外部機器び DTCP - IP に対応している場合のみ、 「 SoftDMA 」 はその外部機器で録画したデ 
ジタル放送のコンテンツを視聴することびでさます。 

2008年] 2月現在、東芝製 HDD & DVD レ〕ーダ RD - X 8、 RD - X 7、 RD - S 已03、 RD - S 303、 
RD - S 已02、 RD - S 302、 RD - A 己00、 RD - A 30]、 RD - A 300 び対応してし、ます。 
•パソコンに、 DLNA の [Digital Media Server ( DMS )」 に対応しているアプ U ケーシヨン 
びインストールされている場合のみ、 「 SoftDMA 」 はそのパソコンで保をしているファイル 
を視聴することびできます 。 「Windows Media PlayerJ などび対応しています。 


□ DLNA について 

• DLNA ( Di 旨 ital Livin 旨 Network Alliance ) は、ホームネットワークを使用して、パソ〕 
ンやオーディオ&ビジュアル機器などをつなざ、コンテンツを相互利用するための仕様をみ 
める業界団体のことです。 

DLNA は、蓄積したファイルを別の機器に伝送する 「Digital Media Server ( DMS )」 と、 
DMS び提供するファイルを選択して再生する 「Digital Media Player ( DMP )」 の仕様を 
みめています。 

「 SoftDMA 」 は、パソコン上で動作する DMP であり、 DMS に保をされているコンテンツを、 
210 ホームネットワークを経由して視聴できます。 








Q ホームネットワークを楽しもう 


• コンテンツによっては、 rSoftDMA 」 と DLNA CERTIFIED ™ 製品の互換性びない可能性び 
あります。 

• コンテンツの種類やコンテンツび保をされている DMS の性能などによって、 「 SoftDMA 」 

でコンテンツの早送りや巻戻し、スキップなどの操作びでさないことびあります。 

□ DTCP-IP について 

DTCP - IP とは、デジタル放送など、著作権び保護されているコンテンツを、ホームネットワーク 
を使って伝送するための技術規格です。 

コンテンツを送信する機器と受信する機器、両方 DTCP - IP に対応している必要びあります。 
rSoftDMAJ は DTCP - IP に対応しています。 


D ネットワーク環境を準備ずる 

• ネットワーク用の 中継機器 

ネットワーク用の中継機器は、複数の機器でネットワークを構築するとさ、通信を中継する 
ための装置です。 

「 SoftDMA 」 は次の機器に対応しています。 

-有線 LAN ルータなど ： Fast Ethernet (100 BASE - TX ) L ソ上 
-ルータ機能付き無線 LAN アクセスポイントなど 

: IEEE 802.11 n . IEEE 802.1 ] 邑または IEEE 802' 1 ] a に対応 

I ホームネットワークとインターネット接続にごいて _ 

パソコンなどの機器は、 ADSL モデムなどのインターネットに接続するための機器と接続する 
ことで、インターネットに接続することびできますび、ルータをインターネットに接続するた 
めの機器に接続すると、パソコンだけではなく、ホームネットワーク上のすべての機器でイン 
ターネットに接続できます。 

ルータの中には、ブ□ードバンドルータなどインターネットに接続するための機器び内蔵され 
ているちのちあります。 

インターネットの接続については、プ□バイダに確認してください。 

分メモ 

• ルータと外部機器の接続-設定ち法については、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

•無線 LAN を使ってデータの送受信を行う場合、電波状況によってはデータびうまく再生されない場合 
びあります。特に、デジタル放送のコンテンツを再生ずるとき、ネットワークの速度によっては、映 
像び乱れたり、再生できないことびあります。 

有線 LAN を使用する場合でも、ネットワーク上のトラフィックび混雑している状態で使用すると同様 
の現象び発生します。 

• 本製品び無線 LAN でネットワークに接続している場合、録画したデジタル放送のま組など著作権な護 
されたコンテンツを再生するときは、 WEP 、 WPA 、 WPA 2 などのセキュ U ティ機能を設定している 
お要びあります。 

• rSoftDMAJ の一部の機能は、インターネットの接続び必要です。 
本製品の LAN コネクタは^つしかないため、インターネットに接続するための機器と外部機器を同時に 
ホームネットワークで接続する場合は、ルータび必要です。 










Q ホームネットワークを楽しちラ 


—■ ホ—ムネットワークを設定ずる 

I ネットワークの接続と設定 _ 

□ネットワークの接続 

ルータを使って、それぞれの機器をネットワークに接続します。ルータや機器の種類によって、 
接続方法び異なります。 

本製品とネットワークの接続方法については、「3章 n ネットワークで広びる世界」を確認し 
てください。 

ルータと外部機器の接続方法については、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

□ネットワークに接続した機器の設定 

ルータに機器を接続したあと、データの送受信びできるように、各機器はネットワークの設定 
を行ラ必要びあります。 

本製品の場合、ネットワークの設定方法は、「3章 U ネットワークで広びる世界」を確認して 
ください。 

外部機器のネットワークの設定方法については、それぞれの取扱説明書を確認してください。 

I ホームネットワークをほ用するためには _ 

続いて、本製品び外部機器か日コンテンツを受信できるよラに、「ファイアウォール」の設定を 
行います。 

「ファイアウォール」の設定を行ったあと、外部機器のコンテンツの公開を設定します。 

H □ファイアウォールの設定 

本製品は「ウイルスバスター」びインス!-ールされています。 

「ウイルスバスター」の r パーソナルファイアウォール」機能によって、外部か日の侵入を防い 
でいますび、外部機器からの送信データち防いでしまラ場合びあります。 

外部機器からの送信データを受信でさるよラ、「パーソナルファイアウォール」を設定してくだ 
さい。 

ご購入時の状態では、あ日かじめ「パーソナルファイアウォール」び設定されています。巧の 
手順で現在の状態を確認し、設定び変更されている場合は、設定し直してください。 

① r ウイルスバスター」を起動後、[パーソナルファイアウォール]タブにある[パーソナル 
ファイアウォール]が[有効]であることを確認する 
② [現在のプ□ファイル]が[家庭内ネットワーク 2] であることを確認する 

ご購入時の状態では、[有効]、[家庭内ネットワーク 2] に設定されています。 

[有効]、[家庭内ネットワーク 2] に設定されていなし觸合は、設定し直してください。 

「ウイルスバスター」のお問い合わせ先『取扱説明書付録 0 お問い合わせ先』 
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Q ホームネットワークを楽しもう 


封メモ _ 

•「 Windows ファイアウォール」または「ウイルスバスター」じ(外のウイルスチェックソフトやファイ 
アウォールソフトを使用される場合は、「ウイルスバスター」と同様に 「 SoftDMA 」 び通信でさるよ 
ラ設定する必要びあります。 

ファイアウォールの設定方法は、ウイルスチェックソフトまたはファイアウォールソフトの取扱説明 
書またはヘルプで ffi 認してください。 

•ホームネットワークに接続しているパソコンもデータを送信するために「ファイアウォール」の設定 
び必要の場合びありまず。 

詳しくは、ネットワークに接続しているパソコンの取扱説明書を確認してください。 


□コンテンツの公開 

外部機器は、ネットワークに接続している、ほかの機器にコンテンツを送信する場合、設定び 
必要になります。 

HDD & DVD レコーダの場合、録画したコンテンツを公開する設定を設定画面で行ってくださ 
い。 

パソコンの場合、インストールされているアプ U ケーシヨンごとにファイルを公開する設定を 
行ってください。 

どち日の場合も、設定する前に 「 So け DMA 」 を起動して、外部機器び本製品の 「 So け DMA 」 
にコンテンツの公開を設定でさるよラにしてください。 

外部機器によるコンテンツの公開の設定方法は、外部機器の取扱説明書または外部機器にイン 
ス I -ールされているアプ I 」ケーシヨンのヘルプを確認してください。 


ぶすメモ Windows Media 円 ayer でのコンテンツの公開について 

•本製品(がのパソコンで 「Windows Media 円 ayerl 1」でコンテンツの公開を行ラ場合は、なの手 
順を行ってください。 

①[ライブラ U ] タブの下の矢印をク U ックし、[メディアの共有]をクリックする 
③[メディアを共ちする]をチェックし、 [0 ロボタンをク U ックする 

③ 外部機器の一覧で、に yberLink SoftDMA ] の項目を還択し、[許可をク U ックする 

表おされていない場合は、ネットワークの接続や設定を確認し、本製品の 「 SoftDMA 」 び起動され 
ているか、確認してください。 

④ [0 K ] ボタンをク U ックする 

詳しくは 、 「Windows Media Player 」 のヘルプを確認してください。 
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Q ホームネットワークを楽しちラ 


mm rsoftDMAj の操作方法 

rSoftDMA 」 は、 HDD & DVD レコーダに録画された番組やパソコンに保をされているフアイ 
ルを視聴することびでさるアプ I 」ケーシヨンです。 

rSoftDMA 」 では、外部機器とその中のコンテンツの選択、コンテンツの再生などのコント 
□ールを行ラことびできます。 




Windows のデスクトップ上にあるに yberLink SoftDMA ] アイコ 
ンをダブルクリックする 

起動したあと、コンテンツをネットワークに公開している外部機器を検索する画面び 
表示されます。 

検索後、外部機器を選択する画面び表示されます。表示されない場合は、[更新]ボ 
タンをク I 」ックしてください。 

コンテンツを視聴したいが部機器をクリックする 

rSo け DMA 」 をはじめて起動するときなど、外部機器び 「 SoftDMA 」 にコンテンツ 
の公開を行っていない場合は、[サーバー認証び必要です。]画面び表示されることび 
あります。 

rSoftDMA 」 を起動した巧態で、外部機器のコンテンツの公開を設定してください。 

視聴したいコンテンツの項目をクリックする 

外部機器によって、選択でさる項目は異なります。 

視聴したいコンテンツをクリックする 

コンテンツの種類によって、操作び異なります。 

詳しくは、 「 SoftDMA 」 のヘルプを確認してください。 


□ 暑作権巧護されたコンテンツの視おについて 

rSoftDMAJ は DTCP - IP に対応しているため、 DTCP - IP に対応した HDD & DVD レ〕ーダなど 

で録画されたデジタル放送の番組など著作権保護されたコンテンツを視聴することびでさます。 

□表示装置•音黃について 

•「 So け DMA 」 で再生している映像を外部ディスプレイやテレビでご覧になるには 、 HDCP 
対応の HDMI 入力端テのあるディスプレイやテレビび必要です。 

• 48 kHz / 1己 bit じ(上のあ式で収録された音声データは 48 kHz / 1己 bit に変換されます。 

•「 SoftDMA 」 の映像は、本体液晶ディスプレイまたは HDMI 出力端テに接続したテレビや 
外部ディスプレイのみに表示できます。 RGB コネクタに接続した外部ディスプレイには、表 
示させることはでさません。また、本体液晶ディスプレイと外部ディスプレイまたはテレビ 
への同時表示（ク□-ン表示、デュアルビュー ( DualView ) 表示）はできません。 

•外部ディスプレイまたはテレビに表示する場合は、 HDMI 端モケーブルを使用して HDMI 出 
力端テに機器を接続し、再生する前にあ日かじめ表示装置を切り替えてください。再生中の 
表示装置の切替えはでさません。 
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Q ホームネットワークを楽しもう 


ぶ巧メモ 


•「 SoftDMA 」 は、外部機器に保存されているデジタル放送のコンテンツの視聴に対応しています。 
コンテンツの種類や、コンテンツび保存されている外部機器の性能などによって、早送りや巻戻しな 
どの操作びできないことびあります。 

•本製品の 「 SoftDMA 」 で、初めてホームネットワークを経由して、 HDD & DVD レコーダなどで録画 
したデジタル放送のま組を視聴する場合は、ライセンスの取得のため、インターネットの接続び必要 
です。2回目し U 降はす要です。 

•接続するが部機器によっては、コンテンツのタイトルで特殊文字を用いられている場合など、名前の 
一部び正しく表示されない場合びあります。 

•再をするタイトルによっては、コマ落ち、音飛びおよび映像と音声の同期ずれび発生ずる場合びあり 
ます。 

•「 SoftDMA 」 での再生時は、必ず AC アダプタを接続してください。省電力機能び働くと、スムーズ 
な再生びでさない場合びありまず。 

•「 SoftDMA 」 で再生をする前に、ほかのアプ U ケーションを終了させてください。また、再生中には 
ほかのアプ U ケーションを起動させたり、ほかの操作は行わないでください。スムーズな再をびでき 
ない場合や再生び停止ずる場合びありまず。 

•「 SoftDMA 」 は「電源オプション」の電源プランを「高パフォーマンス」に設をしてご使用ください。 

•「 SoftDMA 」 で映像の再生中は、スクリーンセーパ'は起動しません。 

また、自動的に休止状態、ス U —プやシャットダウンの状態には移行しません。 

手動での休止状態やス1」ープは実行でをます。 

•「 SoftDMA 」 起動中に Windows ユーヴの切替えを行わないでください。 

• rSoftDMAJ で映像を再生しているときに、フルスク1」ーンに切り替わる操作を行うと再生を停止し 
ます。 

•「 SoftDMA 」 起動中に解像度の変更を行わないでください。 

• コンテンツの種類やコンテンツび保存されている DMS (デジタル.メディア.サーバ）の性能などに 
よって、 「 SoftDMA 」 でコンテンツの早送りや卷戻し、スキップなどの操作びでさないことびありま 
ず。 

•「 SoftDMA 」 のインストール.アンインス!ルをする場合は、コンピュータ管理者のユーヴで行つ 
て < ださい。 



rSoftDMAJ のお問い合わせ先『取扱説明書付録0お問い合わせ先』 
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